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月
の
主
な
内
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n
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”ふ
れ
愛
号
“出
発
　
　
　
　 

　
平
成
21
年
３
月
に
四
万
十
市
地
域
公
共

交
通
活
性
化
協
議
会
を
設
立
し
て
か
ら
、地

域
の
方
々
や
交
通
事
業
者
と
と
も
に
準
備

を
進
め
て
き
た
デ
マ
ン
ド
交
通
の
運
行
が

３
月
24
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
愛
称
は
、
山
間
部
の
人
と
心
を
つ
な
ぐ 

”ふ
れ
愛
号
“（
９
人
乗
り
）。 

　
電
話
予
約
す
る
と
、乗
り
合
い
で
近
く
ま

で
迎
え
に
行
き
ま
す
。 

　
当
面
、
西
土
佐
３
、
中
村
１
（
後
川
地
域
）

の
４
路
線
で
運
行
し
ま
す
。 

　
詳
し
い
運
行
対
象
地
域
な
ど
は
４
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

東
北
関
東
被
災
地
へ
の
支
援 

住
宅
の
耐
震
化
を
補
助
し
ま
す 

四
万
十
ヒ
ノ
キ
４
市
町
村
協
定 

市
産
材
使
用
新
築
住
宅
を
助
成 

市
の
組
織
機
構
が
変
わ
り
ま
す 

平
成
23
年
度
当
初
予
算 

入
田
の
春
の
景
色
が
全
国
第
２
位
に 

脳
ド
ッ
ク
検
診
費
用
を
助
成 

口
腔
ケ
ア
事
業
開
始 

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ 
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デマンド交通出発式で“ふれ愛号”に乗り込む後川地域の皆さんと運転手（市役所駐車場） 
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住
宅
の
耐
震
化
を
補
助
し
ま
す
 

　
市
で
は
住
宅
の
耐
震
化
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
住
宅
は
昭
和
56
年
5
月
31
日
ま
で
に
着
工
さ
れ
た
住
宅
で
、
構

造（
平
屋
、２
階
建
て
な
ど
）は
問
い
ま
せ
ん
。こ
の
事
業
は
診
断
↓
設
計
↓
改
修

の
順
に
実
施
し
ま
す
。 

※
こ
の
事
業
は
昨
年
度
ま
で
木
造
住
宅
に
限
定
し
て
い
た
も
の
の
対
象
範
囲
を

　
広
げ
、木
造
以
外
の
住
宅（
鉄
骨
造
、混
構
造
な
ど
）も
対
象
と
し
た
も
の
で
す
。 

住
宅
の
地
震
に
対
す
る
耐

久
力
を
数
値
化
し
て
診
断

書
を
作
成
す
る
費
用
に
つ

い
て
補
助
し
ま
す
。 

募
集
開
始
　
4
月
13
日（
水
）　
　
　
　
　
 

受
付
時
間
　
8
時
30
分
〜
17
時
15
分（
土
、日
、祝
日
を
除
く
） 

※
申
し
込
み
が
一
定
戸
数
に
達
し
た
場
合
、募
集
を
終
了
し
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
●
 

　（
本
庁
）総
務
課 
防
災
対
策
係
　
�
（
3
5
）2
0
4
4

補助対象要件 概要 補助額 

住
宅
耐
震
診
断
費
補
助
事
業
 

耐
震
改
修
工
事
に
取
り
掛

か
る
前
に
必
要
と
な
る
耐

震
改
修
設
計
費
（
精
密
診
断

や
設
計
書
作
成
な
ど
の
経
費
）

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。 

①
昭
和
56
年
5
月
31
日
ま

で
に
着
工
さ
れ
た
住
宅
 

①
市
耐
震
診
断
の
結
果
、「
倒
壊
の
可
能
性
が
あ
る
」
と
診

断
さ
れ
た
住
宅
 

住
宅
耐
震
設
計
費
補
助
事
業
 

市
耐
震
診
断
の
結
果
、「
倒

壊
の
可
能
性
が
あ
る
」
と
診

断
さ
れ
た
住
宅
を
「
一
応
安

全
な
レ
ベ
ル
」
に
す
る
耐
震

改
修
工
事
に
対
し
て
補
助

し
ま
す
。 

②
県
に
登
録
し
て
い
る
耐

震
診
断
士
が
診
断
を
行
う

こ
と
。 

④
そ
の
他
、市
が
定
め
た
条
件
 ②

県
に
登
録
し
て
い
る
設

計
事
務
所
に
所
属
す
る
耐

震
診
断
士
が
耐
震
改
修
設

計
を
行
う
こ
と
。 

②
県
に
登
録
し
て
い
る
工

務
店
が
耐
震
改
修
工
事
を

行
い
、
住
宅
の
所
有
者
が
選

任
し
た
耐
震
診
断
士
が
耐

震
改
修
工
事
の
現
場
確
認

等
を
実
施
す
る
も
の
。 

③
耐
震
改
修
工
事
後
「
一
応

安
全
な
レ
ベ
ル
」
と
な
る
耐

震
改
修
設
計
で
あ
る
こ
と
。 

③
耐
震
改
修
工
事
後
「
一
応

安
全
な
レ
ベ
ル
」
に
改
善
さ

れ
る
こ
と
。 

１
戸
あ
た
り
上
限
3
万
円
 

補
助
率
2
／

3
、 

1
戸
あ
た
り
上
限
20
万
円
 

1
戸
あ
た
り
上
限
60
万
円
 

住
宅
耐
震
改
修
費
補
助
事
業
 

　
市
で
は
、
３
月
15
日
か
ら
25
日
ま
で
の
間
、
２
t
給
水
車
１
台
と

給
水
支
援
班
と
し
て
市
職
員
２
名
を
宮
城
県
の
被
災
地
に
派
遣
し

ま
し
た
。
県
内
で
給
水
車
を
保
有
し
て
い
る
の
は
高
知
市
と
本
市

だ
け
で
す
。 

　
ま
た
、
続
い
て
下
水
道
整
備
支
援
職
員
１
名
を
３
月
28
日
か
ら

４
月
３
日
、
保
健
師
１
名
を
４
月
５
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
派
遣

し
ま
し
た
。 

■
給
水
車
、保
健
師
等
の
派
遣
 

・
義
援
金
を
ご
持
参
い
た
だ
く
場
合  

　
四
万
十
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
�
（
３
５
）３
０
１
１ 

　
　
住
所 : 

四
万
十
市
右
山
五
月
町
８
―
３  

　
　
時
間 : 

８
時
30
分
〜
17
時
15
分（
土
、日
、祝
日
を
除
く
） 

・
義
援
金
を
振
り
込
み
い
た
だ
く
場
合
は
各
金
融
機
関
の
口
座
で
受

　
付
い
た
し
ま
す
。 

■
義
援
金
の
受
付
 

　
市
役
所
受
付
、
中
央
公
民
館
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
西
土
佐

総
合
支
所
等
の
15
箇
所
に
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。 

■
募
金
箱
の
設
置
 

　
四
万
十
市
、
市
議
会
議
員
、
管
理
職
互
助
会
、
三
役
よ
り
、
災
害
復

興
見
舞
金
計
３
６
０
万
円
を
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
３
県
に
送
金
し

ま
し
た
。 

■
市
の
見
舞
金
 

　
市
で
は
支
援
物
資
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
受
付
を
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
か
ら
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

・
受
付
場
所
　
市
役
所
本
庁
、西
土
佐
総
合
支
所 

・
受
付
時
間
　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分（
土
、日
、祝
日
を
除
く
） 

・
受
付
品
目
　
①
保
存
食
、②
水
、飲
料
水
、③
生
理
用
品
、④
粉
ミ
ル
ク
、⑤
紙
お
む
つ 

●
問
い
合
わ
せ
先
　（
本
　
　
庁
）総
　
務
　
課
　
�
（
3
5
）2
0
4
4
 

　
　
　
　
　
　
　
　（
総
合
支
所
）地
域
企
画
課
　
�
（
5
2
）1
1
1
1

■
支
援
物
資
 

下水道支援職員と保健師 給水車と支援職員 

東
北
関
東
の
被
災
地
へ
の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
 

2

平
成
23
年
4
月
号 



2
月
16
日
〜
3
月
15
日 

２
月
16
日
　
西
ヶ
方
地
区
保
健
推
進
委
員
と
の
懇
談
 

　
　
　
　
　
高
知
西
南
地
域
公
共
交
通
協
議
会
 

　
　
　
　
　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
運
営
協
議
会
 

　
　
17
日
　
蕨
岡
小
学
校
３
年
生
と
の
懇
談
 

　
　
18
日
　
森
沢
地
区
、田
野
川
甲
地
区
要
望
受
 

　
　
19
日
　
高
知
県
西
部
郵
便
局
長
会
 

　
　
20
日
　
市
連
合
婦
人
大
会
 

　
　
　
　
　
土
佐
中
村
一
條
太
鼓
定
期
演
奏
会
 

　
　
21
日
　
高
知
大
学
医
学
部
訪
問
 

　
　
22
日
　
徳
島
大
学
医
学
部
訪
問
 

　
　
23
日
　
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
 

　
　
　
　
　
幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
議
会
 

　
　
　
　
　
中
村
、西
土
佐
区
長
会
と
の
懇
親
会
 

　
　
25
日
　
田
野
川
乙
要
望
受
 

　
　
　
　
　
平
成
23
年
度
当
初
予
算
記
者
発
表
 

　
　
　
　
　
農
商
工
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
　
 

　
　
26
日
　
四
万
十
川
流
域
文
化
的
景
観
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

　
　
27
日
　
奥
屋
内
小
学
校
閉
校
式
 

　
　
28
日
　
四
万
十
ヒ
ノ
キ
４
市
町
村
協
定
締
結
式
 

３
月
１
日
　
中
村
、西
土
佐
区
長
会
一
本
化
確
認
書
締
結
式
 

　
　
　
　
　
中
村
高
校
、幡
多
農
高
卒
業
式
 

　
　
２
日
　
３
月
議
会
開
会
 

　
　
３
日
　
県
道
薮
ケ
市
松
野
線
改
良
促
進
期
成
 

　
　
　
　
　
同
盟
高
知
県
へ
の
要
望
 

　
　
　
　
　
保
健
・
医
療
・
福
祉
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

　
　
　
　
　
幡
多
け
ん
み
ん
病
院
訪
問
 

　
　
５
日
　
四
国
横
断
自
動
車
道（
須
崎
西
I
C
〜
 

　
　
　
　
　
中
土
佐
I
C
）開
通
式
、祝
賀
会
 

　
　
６
日
　
大
宮
小
学
校
休
校
式
 

　
　
11
日
　
災
害（
地
震
）対
策
本
部
会
議
、避
難
所
訪
問
 

　
　
12
日
　
黒
潮
医
療
専
門
学
校
卒
業
式
 

　
　
13
日
　
八
束
中
学
校
卒
業
式
 

　
　
15
日
　
地
震
被
災
地
支
援
給
水
車
出
発
式
 

　
　
　
　
　
蕨
岡
小
学
校
５
、６
年
生
と
の
懇
談
 

　
　
　
　
　
消
防
自
動
車
下
田
分
団
引
渡
式
 

　
今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
被
害
に
遭
わ
れ

た
方
々
に
対
し
ま
し
て
、心
か
ら
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。 

　
四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団
員
の
う
ち
宮

城
県
仙
台
市
の
一
人
は
、自
宅
マ
ン
シ
ョ
ン
が

傷
ん
だ
も
の
の
、家
族
全
員
無
事
と
わ
か
り
ま

し
た
が
、
気
仙
沼
市
在
住
の
一
人
（
ウ
ル
ト
ラ

マ
ラ
ソ
ン
優
勝
者
）
と
は
、
連
絡
が
と
れ
な
い

ま
ま
で
す
。 

　
本
市
は
、地
震
後
た
だ
ち
に
給
水
車
１
台
と

職
員
２
名
を
仙
台
市
に
派
遣
。
そ
の
後
、
下
水

道
技
術
者
と
保
健
師
も
追
加
。今
後
も
で
き
る

か
ぎ
り
の
復
旧
支
援
を
行
い
ま
す
。 

　
市
民
の
み
な
さ
ん
に
も
、義
援
金
、物
資
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
の
支
援
を

訴
え
ま
す
。 

　
本
市
で
も
大
津
波
警
報
を
受
け
、緊
迫
す
る

中
、
下
田
、
八
束
地
区
に
初
め
て
の
避
難
指
示

を
出
し
ま
し
た
。市
内
で
は
人
的
被
害
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、四
万
十
川
河
口
の
ア
オ
サ

ノ
リ
養
殖
場
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。 

　
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）
9.0
は
観
測
史
上
世

界
４
番
目
と
い
う
、
と
て
つ
も
な
い
規
模
。
原

子
力
発
電
所
事
故
等
、深
刻
で
不
気
味
な
二
次

被
害
の
拡
大
も
あ
り
、い
ま
日
本
全
体
が
浮
足

立
ち
、う
ろ
た
え
て
い
ま
す
。 

　
い
ま
本
市
と
し
て
、何
を
な
す
べ
き
か
。 

　
次
の
南
海
地
震
は
30
年
以
内
に
60
パ
ー
セ
ン

ト
程
度
の
確
率
で
お
こ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
昭
和
南
海
地
震
（
１
９
４
６
年
）
は
Ｍ
8.0
で

過
去
の
地
震
か
ら
い
え
ば
小
規
模
で
し
た
。本

市
の
地
震
対
策
は
、
安
政
南
海
地
震
（
１
８
５

４
年
、
推
定
Ｍ
8.4
）
の
規
模
に
あ
わ
せ
た
高
知 

            

県
の
基
準
に
準
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
宝
永

地
震（
１
７
０
７
年
、推
定
Ｍ
8.6
）が
今
回
の
地

震
と
同
じ
３
地
震
連
動
型（
南
海
、東
南
海
、東

海
）だ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、
今
後
、
対
策
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。当
然
、国
、県
と
連
携
し
て
行
な
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
こ
う
い
う
時
こ
そ
冷
静
に
。
ポ
イ

ン
ト
は
、わ
れ
わ
れ
自
身
の
日
頃
か
ら
の
防
災

意
識
の
向
上
。本
市
の
自
主
防
災
組
織
数
は
い

ま
１
６
４
、
世
帯
組
織
率
93
パ
ー
セ
ン
ト
。
早

く
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い
う
時
、
頼
り
に
な
る
の
は

隣
人
同
士
、人
と
人
と
の
結
び
つ
き
で
す
。 

　
本
市
で
最
も
重
要
な
の
は
建
物
倒
壊
対
策
。

特
に
過
去
も
被
害
が
集
中
し
て
い
る
、地
盤
が

弱
い
旧
中
村
町
内
。死
者
の
大
半
は
圧
死
で
す
。

昭
和
56
年
以
前
建
築
の
建
物
は
、い
ま
す
ぐ
市

の
補
助
制
度（
右
ペ
ー
ジ
）を
利
用
し
、耐
震
診

断
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

　
津
波
対
策
は
す
ぐ
高
台
に「
逃
げ
る
」こ
と
。

各
地
区
の
避
難
場
所
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
。こ

れ
の
徹
底
。今
回
、下
田
、八
束
地
区
の
避
難
者

は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。ま
さ
か
津
波

は
来
な
い
だ
ろ
う
と
の
勝
手
な
判
断
は
禁
物
。 

　
市
役
所
は
災
害
対
策
本
部
に
な
り
ま
す
。今

回
、三
陸
地
方
で
は
、役
場
ご
と
被
災
し
、そ
の

機
能
が
果
た
せ
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
が
、
本
市
は
大
丈
夫
。
新
庁
舎
は
旧
天
神

山
の
堅
い
岩
盤
の
上
に
建
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

建
物
と
地
盤
と
の
間
に
免
震
装
置（
鉛
プ
ラ
グ

入
り
積
層
ゴ
ム
、ベ
ア
リ
ン
グ
）を
付
け
、地
盤

の
揺
れ
を
吸
収
し
、建
物
に
伝
え
な
い
よ
う
に

し
た
基
礎
免
震
構
造
の
49
本
の
柱
が
し
っ
か

り
と
建
物
を
支
え
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
災
害
時
、
問
題
に
な
る
の
が
医
療
体

制
の
確
保
で
す
が
、
本
市
は
自
前
の
病
院
（
市

民
病
院
）を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
大
き
な
強
み

で
す
。
市
民
病
院
の
建
物
は
、
増
築
部
分
を
除

き
、４
月
か
ら
耐
震
工
事
に
入
り
ま
す
。 

　
あ
わ
て
ず
、
じ
っ
く
り
足
元
を
固
め
、
災
害

に
強
い
四
万
十
市
に
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。 

足
元
を
固
め
よ
う 

日 

誌 
市
長
談
話
室

市
長
談
話
室 
市
長
談
話
室 

免震装置を付けた市庁舎支柱 

市
　
政

市
　
政 

市
　
政 

教
　
育 

く
ら
し 

情
報
掲
示
板 
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【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　（
本
　
　
庁
）企
画
広
報
課
　
�
（
３
４
）１
１
２
９ 

　（
総
合
支
所
）地
域
企
画
課
　
�
（
５
２
）１
１
１
１ 

本
市
初

本
市
初
の
津
波
避
難
指
示
を
発
令

津
波
避
難
指
示
を
発
令 

本
市
初

本
市
初
の
津
波
避
難
指
示
を
発
令

津
波
避
難
指
示
を
発
令 

本
市
初
の
津
波
避
難
指
示
を
発
令 

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
発
生
　
Ｍ
９.０
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】　（
市
）総
務
課 

防
災
対
策
係
　
�
（
３
５
）２
０
４
４ 

デ
マ
ン
ド
交
通
交
通„
ふ
れ
愛
号
愛
号
“発
車
発
車
! !
 

デ
マ
ン
ド
交
通
交
通„
ふ
れ
愛
号
愛
号
“発
車
発
車
! !
 

デ
マ
ン
ド
交
通„
ふ
れ
愛
号
“発
車
! !
 

　
３
月
24
日
（
木
）
か
ら
デ
マ
ン
ド
交
通
”ふ
れ
愛
号
“の
実
証

運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。 

　
前
日
23
日（
水
）に
は
中
村
地
域
と
西
土
佐
地
域
で
そ
れ
ぞ
れ

出
発
式
を
行
い
、中
村
会
場（
市
庁
舎
駐
車
場
）で
は
、市
長
あ
い

さ
つ
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
プ
レ
運
行
と
し
て
、
関
係
者
に
見

守
ら
れ
な
が
ら
、
後
川
中
学
校
一
年
生
の
生
徒
と
田
野
川
地
区

住
民
の
方
々
を
乗
せ
出
発
。 

　
西
土
佐
会
場
（
江
川
　
駅
横
）
で
も
、
市
議
会
議
長
ほ
か
関
係

者
に
見
守
ら
れ
、
大
宮
小
学
校
の
児
童
の
皆
さ
ん
を
乗
せ
出
発

し
ま
し
た
。 

　
高
齢
化
が
ま
す
ま
す
進
む
中
、
高
齢
者
を
始
め
市
民
の
日
常

生
活
の
足
と
し
て
、
安
心
し
て
利
用
し
や
す
い
交
通
手
段
と
な

る
よ
う
、運
行
開
始
後
も
評
価
検
証
を
加
え
な
が
ら
、本
格
導
入

に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

　
実
証
運
行
を
行
う
地
域
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。 

大宮小学校の児童の皆さん 

中
村
地
域:

利
岡
、
若
藤
、
板
ノ
川
、
口
鴨
川
、
奥
鴨
川
、
田
野
川
甲
、

　
　
　
　
　
田
野
川
乙
、敷
地 

西
土
佐
地
域:

藤
ノ
川
、
橘
、
津
野
川
、
津
賀
、
藪
ケ
市
、
須
　
、
大
宮
、 

　
　
　
　
　
下
家
地
、中
家
地
、西
ケ
方
、江
川
　
、用
井
、長
生
、半
家
、

　
　
　
　
　
江
川 

市区長会組織の一本化に向け確認書を締結市区長会組織の一本化に向け確認書を締結 市区長会組織の一本化に向け確認書を締結市区長会組織の一本化に向け確認書を締結 市区長会組織の一本化に向け確認書を締結 
　中村地域と西土佐地域で運用が異なる区長制度の一本化に向けて、平成16年度
から市と区長会で調整を行ってきました。昨年末から２月にかけてのそれぞれの
区長総会で、平成26年度までに区長制度を一本化することや、区長会組織合併検
討委員会を設け、同委員会を中心に細部を協議していくことが承認されました。 
　これを受け、３月２日（水）、武田区
長会長、片山区長会長、田中市長の三
者で「区長制度一本化についての確
認書」を締結しました。 
　内容は、西土佐地域で運用している、
非常勤特別職としての区長の位置づ
けを廃止することなどです。 

【問い合わせ先】 
（本　　庁）総　務　課　�（34）1804 
（総合支所）地域企画課　�（52）1111

中村地域 

武田　正（敷地） 

遠近　英（右山南） 

福永吉盛（具同田黒２） 

多和博嗣（有岡団地） 

岡山静夫（中村羽生小路） 

西土佐地域 

片山恵正（宮地） 

浜田隆文（下方） 

山口昇彦（玖木） 

岡山逸司（大宮上） 

高橋久三（権谷） 

【合併検討委員会委員】 

　
３
月
11
日（
金
）、午
後
２
時
46
分
、国
内
観
測
史
上
最
大
規
模
の
Ｍ
9.0
で

発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
り
、同
日
午
後
10
時
53
分
、県
内

沿
岸
に
初
め
て
の「
大
津
波
警
報
」が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。 

　
市
で
は
た
だ
ち
に
、
水
戸
、
串
江
、
下
田
上
、
下
田
下
、
松
ノ
山
、
初
崎
、
名

鹿
の
７
地
区（
５
３
９
世
帯
、１
３
２
０
人
）に
対
し
て
、す
で
に
発
令
し
て

い
た
避
難
勧
告
を
避
難
指
示
に
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、新
た
に
竹
島
、鍋

島
、
馬
越
、
実
崎
、
間
崎
、
津
蔵
渕
の
６
地
区
（
５
８
７
世
帯
、
１
７
２
７
人
）

に
避
難
勧
告
を
発
令
。下
田
中
学
校
、初
崎
集
会
所
な
ど
市
が
開
設
し
た
避

難
所
の
ほ
か
、四
万
十
い
や
し
の
里
な
ど
に
、ピ
ー
ク
時
で
約
３
６
６
人
の

住
民
の
方
が
避
難
し
ま
し
た
。 

　
各
避
難
所
に
は
市
職
員
ら
が
、備
蓄
し
て
い
た
毛
布
や
水
、ス
ト
ー
ブ
を

用
意
し
ま
し
た
。 

　
大
津
波
警
報
は
12
日
午
後
１
時
50
分
に
津
波
警
報
に
、
同
日
午
後
８
時

20
分
に
は
津
波
注
意
報
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
市
内
に
発
令
さ
れ
て
い
た
避

難
指
示
・
避
難
勧
告
も
段
階
的
に
解
除
し
ま
し
た
。 

　
須
崎
港
で
最
大
波
2.6
ｍ
、土
佐
清
水
市
で
最
大
波
1.3
ｍ
を
観
測
。本
市
に

お
い
て
は
人
的
被
害
は
報
告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ア
オ
サ
ノ
リ
養
殖
場

が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。（
写
真
） 

　
東
北
・
関
東
地
方
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
今
回
の
地
震

を
契
機
と
し
て
、
本
市
と
し
て
も
、
次
に
起
こ
る
南
海
地
震
に
備
え
、
更
な

る
地
震
対
策
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 被害を受けたアオサノリ養殖場 

下田（竹島川） 3月12日 午前7時撮影 

間崎（大島） 3月12日 午後4時撮影 



四
万
十
ヒ
ノ
キ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ

四
万
十
ヒ
ノ
キ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ 

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
4
市
町
村
が
協
定
を
締
結

市
町
村
が
協
定
を
締
結 
四
万
十
ヒ
ノ
キ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ

四
万
十
ヒ
ノ
キ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ 

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
4
市
町
村
が
協
定
を
締
結

市
町
村
が
協
定
を
締
結 
四
万
十
ヒ
ノ
キ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ 

　
　
　
　
　
4
市
町
村
が
協
定
を
締
結 

　
２
月
28
日(
月)

、四
万
十
市
役
所
に
お
い
て
、四
万
十
市
、四
万
十
町
、中
土
佐
町
、三
原
村

の
４
市
町
村
は
、四
万
十
川
流
域
で
生
産
さ
れ
る
ヒ
ノ
キ
を「
四
万
十
ヒ
ノ
キ
」と
し
て
ブ
ラ

ン
ド
化
を
図
り
、利
用
促
進
と
適
正
な
森
林
整
備
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、「
四
万
十
ヒ
ノ
キ

の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
４
市
町
村
協
定
書
」を
締
結
し
ま
し
た
。 

　
締
結
式
に
は
、４
市
町
村
の
首
長
や
管
内
の
森
林
組
合
、幡
多
お
よ
び
須
崎
林
業
事
務
所
、

森
林
管
理
署
等
の
代
表
者
ら
約
30
名
が
出
席
。公
共
施
設
の
木
造
化
と
木
質
化
の
推
進
、供

給
体
制
の
構
築
な
ど
関
係
機
関
が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

　
高
知
県
は
ヒ
ノ
キ
の
蓄
積
量
が
日
本
一
で
、県
内
34
市
町
村
の
う
ち
、こ
の
４
市
町
村
で

約
30
％
を
占
め
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
も
本
市
が
一
位
で
、全
国
の
市
町
村
別
の
統
計
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、本
市
が
日
本
一
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。四
万
十
川
流
域
は
全

国
で
も
有
数
の
ヒ
ノ
キ
産
地
で
あ
り
、
脂
分
を
含
ん

だ
ほ
の
か
な
赤
み
が
特
徴
的
な
優
良
材
と
し
て
、
以

前
か
ら
全
国
の
木
材
関
連
業
者
の
間
で
は
高
い
評
価

を
受
け
て
い
ま
し
た
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
住
宅
着
工
戸
数
の
減
少
や
木
材

価
格
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
、木
材
の
需
要
が
低
下
し
、

近
年
、
建
築
業
を
含
め
た
木
材
関
連
業
者
な
ど
は
苦

境
の
真
っ
た
だ
中
に
い
ま
す
。こ
の
こ
と
を
打
開
し
、

さ
ら
に
は
低
迷
す
る
地
場
産
業
の
活
性
化
と
雇
用
の

拡
大
を
図
る
た
め
に
も
、
締
結
さ
れ
た
協
定
を
も
と

に
、連
携
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

　
今
後
は
、
林
業
担
当
課
長
会
で
さ
ら
に
検
討
を

深
め
、
７
月
を
め
ど
に
官
民
で
四
万
十
ヒ
ノ
キ
ブ

ラ
ン
ド
化
協
議
会
（
仮
称
）
を
立
ち
上
げ
、
取
り
組

み
を
加
速
さ
せ
て
い
き
ま
す
。 

　
市
で
は
、新
た
に
建
築
さ
れ
る
住
宅
の
う
ち
、一
定
量
以
上
の
市
産
材
を
使
用
し
、

所
定
の
条
件
を
満
た
し
た
住
宅
に
対
し
て
、市
産
材
の
購
入
に
か
か
っ
た
費
用
の
一

部
を
、施
主
に
助
成
す
る
制
度
を
開
始
し
ま
す
。 

　
申
請
の
受
付
開
始
は
６
月
１
日（
水
）か
ら
で
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

市
産
材
使
用
量 

１
坪(

3.3
㎡)

当
た
り
0.4
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上 

１
坪(

3.3
㎡)

当
た
り
0.5
立
方
メ
ー
ト
ル
未
満 

１
坪(

3.3
㎡)

当
た
り
0.5
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上 

１
坪(

3.3
㎡)

当
た
り
0.6
立
方
メ
ー
ト
ル
未
満 

１
坪(

3.3
㎡)

当
た
り
0.6
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上 

補
助
金
額
の
上
限（
1
戸
あ
た
り
） 

80 　
万
円 

  

１
１
０
万
円 

 

１
５
０
万
円 

【
補
助
金
額
】 

■
市
産
材
を
使
用
し

■
市
産
材
を
使
用
し
た
新
築
住
宅

新
築
住
宅
に
つ
い
て
の
助
成
事
業

助
成
事
業 

■
市
産
材
を
使
用
し
た
新
築
住
宅
に
つ
い
て
の
助
成
事
業 

　
４
月
１
日
、四
万
十
ヒ
ノ
キ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た「
宿
泊
体
験
型
モ
デ
ル
ハ
ウ

ス
四
万
十
ヒ
ノ
キ
の
家
」が
、四
万
十
市
田
出
ノ
川
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

　
香
り
立
つ
ヒ
ノ
キ
の
に
お
い
、ゆ
と
り
あ
る
落
ち
着
き
の
空
間
、ぜ
い
た
く
な
ヒ
ノ

キ
づ
か
い
。ぜ
ひ
来
て
見
て
触
っ
て
泊
ま
っ
て
、体
感
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

■
四
万
十
ヒ
ノ
キ
の
家 

オ
ー
プ
ン 

【
補
助
対
象
要
件
】 

１. 

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
、ま
た
は
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
人 

２. 

世
帯
全
員
が
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と 

３. 

延
べ
床
面
積
50
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と 

４. 

市
内
に
本
拠
を
置
く
建
築
業
を
営
む
も
の
に
依
頼
し
、建
築
さ
れ
る
住
宅 

　 

（
新
築
ま
た
は
増
築
）で
あ
る
こ
と 

５. 

着
工
前
に
事
業
に
関
す
る
申
請
を
行
う
こ
と 

【
問
い
合
わ
せ
先
】（
市
）林
業
課
　
�
（
3
4
）1
1
1
8

【
料
　
　
金
】　 

・
見
学 : 

無
料 

・
宿
泊
体
験（
一
泊
） 

１
〜
４
人
ま
で : 

2
0
0
0
0
円 

　
　
　
　
　
　
　
　 

４
人
を
超
え
る
７
人
ま
で
の
１
人
に
つ
き  : 

3
0
0
0
円 

・
催
事(

１
時
間
当
た
り)  : 

1
0
0
0
円 

【
開
館
時
間
】　
９
時
〜
17
時
　
※
宿
泊
体
験
者
が
い
る
場
合
は
、９
時
30
分
〜
16
時 

【
休

館

日
】　
毎
週
月
曜
日（
月
曜
が
祝
日
の
場
合
は
、そ
の
翌
日
） 

　
　
　
　
　
　
12
月
29
日
〜
翌
年
１
月
３
日 

【
問
い
合
わ
せ
先
】　
大
川
筋
地
域
振
興
組
合
　
�
（
3
1
）8
4
0
0

市
　
政

市
　
政 

市
　
政 

教
　
育 

く
ら
し 

情
報
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示
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川
と
生
き
、こ
れ
か
ら
を
語
る
。 
四
万
十
川
流
域
の
文
化
的
景
観 

　
５
市
町
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

　
2
月
26
日
（
土
）
、
四
万
十

会
館
（
四
万
十
町
）
に
、
四
万

十
市
、
四
万
十
町
、
梼
原
町
、

津
野
町
、
中
土
佐
町
ほ
か
か

ら
約
4
0
0
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。 

　
は
じ
め
に
流
域
市
町
で
構

成
す
る
四
万
十
川
総
合
保
全

機
構
会
長
で
あ
る
田
中
四
万

十
市
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
そ
の
後
３
人
か
ら
基
調

講
演
、発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
中
越
信
和
さ
ん
（
広
島
大
学
大
学
院
教
授
）
は
「
地
球
的
視

点
か
ら
の
四
万
十
川
流
域
の
文
化
的
景
観
」と
題
し
て
、世
界

に
お
け
る
街
と
自
然
と
の
か
か
わ
り
の
事
例
を
交
え
て
、
四

万
十
川
流
域
の
景
観
、特
に
沈
下
橋
に
つ
い
て
、自
然
を
抑
制

せ
ず
受
け
入
れ
て
共
に
生
き
て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
の
表
れ

で
あ
る
と
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

　
森
正
美
さ
ん
（
京
都
文
教
大
学
准
教
授
）
は
「
生
活
を
活
か

す
ま
ち
づ
く
り
」と
題
し
て
、京
都
府
宇
治
市
の
文
化
的
景
観

や
地
域
連
携
活
動
を
交
え
な
が
ら
、
日
常
生
活
の
文
化
を
地

域
資
源
と
し
て
再
発
見
し
、
そ
れ
を
経
済
活
動
に
つ
な
げ
て

い
く
取
り
組
み
事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

　
川
上
茂
次
さ
ん
（
根
獅
子
集
落
機
能
再
編
協
議
会
事
務
局

長
）
は
「
文
化
的
景
観
を
活
か
し
た
町
づ
く
り
」
と
題
し
て
長

崎
県
平
戸
市
根
獅
子
町
に
お
け
る
事
例
を
中
心
に
、
文
化
的

景
観
を
守
っ
て
い
く
に
あ
た
っ
て
行
政
が
果
た
す
べ
き
役
割

な
ど
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、５
市
町
が
取
り
組
み
事
例
を
発
表
。四
万
十
市
か

ら
は
、「
わ
た
し
た
ち
の
町
歩
き
地
図
作
製
」と
題
し
て
、下
田

小
学
校
と
口
屋
内
小
学
校
の
児
童
た
ち
が
登
壇
。
実
際
に
子

ど
も
た
ち
が
町
を
歩
い
て
情
報
を
収
集
し
、
デ
ザ
イ
ン
を
含

め
て
マ
ッ
プ
を
作
製
し
て
い
く
と
い
う
過
程
の
な
か
で
、
地

域
の
よ
さ
を
再
発
見
し
、
そ
の
良
さ
を
外
部
に
発
信
し
て
い

く
重
要
性
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。 

          　
最
後
は
井
上
典
子

文
化
庁
調
査
官
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
。
５
市
町
が

お
か
れ
て
い
る
問
題

を
ふ
ま
え
て
、
文
化

的
景
観
を
利
活
用
し

て
い
く
に
あ
た
っ
て

活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
四
万
十
川
と

と
も
に
先
人
か
ら
受

け
継
い
だ
景
観
・
文

化
を
後
世
に
活
か
し

て
い
く
こ
と
の
重
要

性
を
改
め
て
認
識
す

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

　
平
成
21
年
2
月
に
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定
さ
れ
た
四
万
十

川
―
。こ
の
美
し
い
川
と
そ
の
風
景
を
未
来
に
伝
え
て
い
く
の

は
私
た
ち
の
責
務
で
す
。 

　
四
万
十
川
市
民
一
斉
清
掃
は
、四
万
十
川
流
域
５
市
町
が
協

力
し
て
一
斉
に
行
う
河
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
で
す
。四
万
十

川
の
映
え
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
皆
さ
ま
の
ご
参
加
、ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

■
日
　
　
時
 

　
4
月
17
日（
日
）　
8
時
〜
9
時
　
※
雨
天
中
止
、小
雨
決
行
 

■
集
合
場
所
 

○
中
村
地
域
 

①
勝
間（
鵜
ノ
江
）沈
下
橋 

②
高
瀬
沈
下
橋 

③
佐
田
沈
下
橋 

④
渡
川
緑
地（
赤
鉄
橋
具
同
側
） 

⑤
四
万
十
川
お
祭
り
広
場

（
赤
鉄
橋
中
村
側
） 

⑥
四
万
十
川
記
念
公
園（
山
路「
四
万
十

屋
」北
国
交
省
用
地
） 

⑦
四
万
十
大
橋（
鍋
島
ボ
ー
ト
競
技
場

跡
地
） 

⑧
佐
岡
橋（
後
川
右
岸
中
村
側
） 

○
西
土
佐
地
域
 

①
西
土
佐
消
防
分
署
前
駐
車
場 

②
岩
間
沈
下
橋 

③
口
屋
内

沈
下
橋
 

■
収

集

物
 

　
ビ
ン
・
カ
ン
類
、ビ
ニ
ー
ル
類
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、紙
類
な
ど
 

※
収
集
す
る
も
の
は
、配
布
す
る
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
る
も
の
と

　
し
、処
理
困
難
物（
タ
イ
ヤ
、テ
レ
ビ
な
ど
市
で
は
処
理
で
き

　
な
い
ご
み
）は
対
象
外
と
し
ま
す
。 

■
そ

の

他
 

　
軍
手
、ゴ
ミ
袋
は
各
集
合
場
所
で
配
布
し
ま
す
。 

■
主
　
　
催
 

　
四
万
十
市
、四
万
十
川
総
合
保
全
機
構
 

　
四
万
十
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
、四
万
十
の
日
実
行
委
員
会
 

■
共
　
　
催
 

　
国
土
交
通
省
中
村
河
川
国
道
事
務
所
 

　
高
知
県
幡
多
土
木
事
務
所
 

■
問
い
合
わ
せ
先
 

　（
本
　
　
庁
）観
光
課
　
　
　
�
（
3
4
）1
1
7
0
 

　（
総
合
支
所
）地
域
企
画
課
　
�
（
5
2
）1
1
1
1

基調講演のようす 

下田小学校児童の発表 

口屋内小学校児童の発表 

パネルディスカッション 
コーディネーター：井上典子（文化庁記念物課文化的景観部門調査官） 
パネラー：左から中越信和、森正美、川上茂次、松田鎮昭（NPO法人段　　　　
　　　　  畑を守ろう会理事長）、田中全 

み
ん
な
の
力
で
美
し
く
！

み
ん
な
の
力
で
美
し
く
！ 

　
　
　

　
　
　 

四
万
十
川
市
民
一
斉
清
掃

四
万
十
川
市
民
一
斉
清
掃 

み
ん
な
の
力
で
美
し
く
！ 

　
　
　 

四
万
十
川
市
民
一
斉
清
掃 
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農
商
工
等
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
支
援
事
業 

「
四
万
十
の
新
た
な
特
産
品
発
表
会

「
四
万
十
の
新
た
な
特
産
品
発
表
会
�
試
食
会
」

試
食
会
」
開
催
開
催
��

「
四
万
十
の
新
た
な
特
産
品
発
表
会
�
試
食
会
」
開
催
��

　
市
で
は
、「
農
商
工
連
携
」
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
対
し
て
積
極
的
に
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
平

成
22
年
度
に
進
め
て
き
た
４
つ
の
商
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
の
報
告
と
開
発
商
品
の
P
R
、
販
売
促
進

の
た
め
”発
表
会
と
試
食
会
“を
２
月
25
日
（
金
）
に
開

催
し
ま
し
た
。 

　
市
内
外
か
ら
消
費
者

や
実
需
者
、
関
係
者
な

ど
約
1
2
0
名
が
参
加

し
ま
し
た
。 

　
事
例
発
表
で
は
、４
つ

の
事
業
主
体（
チ
ー
ム
ぶ

し
ゅ
か
ん
、L
L
P
し
ま

ん
と
、J
A
高
知
は
た
、

し
ま
ん
と
美
野
里
）
が

そ
れ
ぞ
れ
開
発
に
至
っ

た
経
緯
、
商
品
の
コ
ン

セ
プ
ト
、
販
売
戦
略
な

ど
を
発
表
し
ま
し
た
。 

　
開
発
商
品
は
、ぶ
し
ゅ
か
ん
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、地
元
野

菜
を
使
っ
た
か
り
ん
と
う
、ゆ
ず
の
甘
酢
ソ
ー
ス
、栗
の

渋
皮
煮
な
ど
の
10
品
で
、
今
月
以
降
順
次
販
売
と
な
り

ま
す
。 

　
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
地
域
の
産
業
を
盛
り
上
げ
、

地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
た
い
と
い
う
熱
い
思
い
か
ら

開
発
に
着
手
し
た
も
の
ば
か
り
で
、
発
表
者
の
熱
意
も

お
の
ず
と
伝
わ
り
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。 

　
試
食
会
で
は
、事
業
主
体
の
創
意
工
夫
の
も
と
、開
発

商
品
の
特
徴
や
素
材
の
よ
さ
を
引
き
出
す
少
量
の
料
理

も
出
さ
れ
、
参
加
者
に
は
す
べ
て
の
商
品
を
試
食
し
た

あ
と
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト

を
お
願
い
し
ま
し
た
。「
お

い
し
い
」「
地
元
の
商
品

が
増
え
て
う
れ
し
い
」

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ

概
ね
好
評
で
し
た
が
、

な
か
に
は
「
も
う
ひ
と

工
夫
ほ
し
い
」
な
ど
の

意
見
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
試
食
会
の
あ

と
は
、（
株
）
上
野
流
通

戦
略
研
究
所
の
上
野
祐

子
先
生
か
ら
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
各
地
の
優
良
事
例
を

織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
商
品
開

発
の
ポ
イ
ン
ト
や
効
果
的
な
販
路
開
拓
の
手
法
に
つ
い

て
の
提
案
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ら
の
商
品
が
、早
く
地
元
に
愛
さ
れ
定
着
し
、都

市
圏
な
ど
へ
販
路
を
拡
大
し
、
市
の
P
R
に
も
つ
な
が

る
な
ど
、
地
域
経
済
の

活
性
化
や
雇
用
創
出
に

結
び
つ
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、商
品
開
発
の
ア

イ
デ
ア
を
お
持
ち
の
方
は
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
市
に

ご
相
談
に
お
い
で
て
く

だ
さ
い
。関
係
機
関
や
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
積

極
的
に
支
援
し
ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先
】　（
市
）商
工
課
　
�
（
3
4
）1
1
２
６
 

事例発表：開発に対する思いを伝える事業主体 

４つのプロジェクトの開発商品 

試食会：商品の良さを引き出す料理で“おもてなし” 

空
き
店
舗
対
策
事
業
費
補
助
制
度

空
き
店
舗
対
策
事
業
費
補
助
制
度 

空
き
店
舗
対
策
事
業
費
補
助
制
度

空
き
店
舗
対
策
事
業
費
補
助
制
度 

空
き
店
舗
対
策
事
業
費
補
助
制
度 

　
中
心
市
街
地
内
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
て
新
規
創
業
や
事
業
拡
大
等

を
行
う
人
に
対
し
て
、店
舗
改
装
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。補
助
対
象

経
費
は
店
舗
改
装
費
で
、
補
助
限
度
額
は
１
件
あ
た
り
37
万
５
千
円
で

す
。平
成
22
年
度
は
２
件
の
補
助
実
績
が
あ
り
ま
し
た
。詳
細
は（
市
）商

工
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

主
な
要
件 

①
昼
間
営
業
を
行
う
こ
と（
夜
間
営
業
の
み
は
対
象
外
） 

②
空
き
店
舗
が
属
す
る
商
店
街
か
ら
の
推
薦
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
（
推

　
薦
状
が
提
出
書
類
に
必
要
で
す
） 

③
高
知
県
の
空
き
店
舗
対
策
事
業
を
申
請
し
て
補
助
金
交
付
対
象
と
な

　
る
こ
と 

　（
市
よ
り
先
に
県
の
交
付
申
請
手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。県

　
補
助
率
は
補
助
対
象
経
費
の
１
／
２
以
内
で
、
補
助
上
限
額
は
１
０

　
０
万
円
以
内
で
す
） 

問
　（
市
）商
工
課
　
�
（
３
４
）１
１
２
６ 

　
こ
の
た
び
、四
万
十
市
で
は
市
内
商
工
業
の
現
状
と
動
向
を
把
握
し
、

産
業
振
興
策
に
資
す
る
基
礎
資
料
を
作
成
す
る
た
め
、
中
村
商
工
会
議

所
と
協
力
し
て
商
工
業
調
査
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

　
調
査
対
象
は
四
万
十
市
内
す
べ
て
の
商
工
業
者
の
方
々
で
、
中
村
商

工
会
議
所
の
溝
渕
聡
と
喜
多
香
乙
里
が
直
接
事
業
所
を
訪
問
し
、
事
業

内
容
や
売
上
高
・
資
本
金
な
ど
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま
す
。

調
査
し
た
情
報
は
責
任
を
持
っ
て
管
理
し
、
目
的
以
外
の
活
用
は
い
た

し
ま
せ
ん
。 

　
な
お
、調
査
が
終
了
し
だ
い
調
査
結
果
を
冊
子
に
ま
と
め
、市
内
の
ご

協
力
い
た
だ
い
た
事
業
所
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。お
忙
し
い
中
、お
手

数
を
お
掛
け
し
ま
す
が
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

市
内
す
べ
て
の
商
工
業
者
の
皆
さ
ま
へ

市
内
す
べ
て
の
商
工
業
者
の
皆
さ
ま
へ 

　
　
　
　
商
工
業
調
査
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
商
工
業
調
査
の
お
知
ら
せ 

市
内
す
べ
て
の
商
工
業
者
の
皆
さ
ま
へ

市
内
す
べ
て
の
商
工
業
者
の
皆
さ
ま
へ 

　
　
　
　
商
工
業
調
査
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
商
工
業
調
査
の
お
知
ら
せ 

市
内
す
べ
て
の
商
工
業
者
の
皆
さ
ま
へ 

　
　
　
　
商
工
業
調
査
の
お
知
ら
せ 

問
　
中
村
商
工
会
議
所
　
�
（
３
４
）４
３
３
３ 

市
　
政

市
　
政 

市
　
政 

教
　
育 

く
ら
し 

情
報
掲
示
板 
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４月１日から４月１日から 
市の組織機構が変わります市の組織機構が変わります 
４月１日から４月１日から 
市の組織機構が変わります市の組織機構が変わります 
４月１日から 
市の組織機構が変わります 

　産業の振興、雇用の拡大という重要な課題に対し的確に対応

しながら、市独自の施策を推進するため、市の組織の機能と効

果を点検し、事業推進の充実強化と運営の機動性や効率性の向

上を図るため、見直しました。今回の大幅な見直しは、旧中村

市時代の平成14年度以来になります。 

○
本
庁
・
支
所
の
所
掌
業
務
に
つ
い
て
、
対
外

的
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
が
な
い
内
部
事
務

処
理
に
つ
い
て
、本
庁
統
括
体
制
に
一
本
化
。 

　
西
土
佐
地
域
の
四
万
十
川
保
全
、景
観
お
よ

び
水
産
関
係
は
、本
庁 

新 

観
光
課
で
所
掌
し

ま
す
。
ま
た
、
本
庁
の
課
の
統
制
組
織
を
総
合

支
所
等
に
分
室
と
し
て
配
置
し
ま
し
た
。 

　
・
林
業
課
西
土
佐
林
業
分
室（
新
設
） 

　
・
会
計
課
西
土
佐
会
計
分
室 

　
　
　（ 

前 

出
納
課
を
廃
止
） 

　
・
福
祉
事
務
所
西
土
佐
福
祉
分
室（
改
名
） 

  

〜
本
庁
関
係
〜 

・
防
犯
対
策（
総
務
課
↓ 

新 

環
境
生
活
課
） 

・
住
宅
耐
震
補
助（
企
画
広
報
課
↓
総
務
課
） 

・
住
宅（
土
地
）政
策 

　
　（
企
画
広
報
課
↓
都
市
整
備
課
） 

・
市
工
事
の
検
査（
総
務
課
↓
財
政
課
） 

・
国
民
健
康
保
険
、後
期
高
齢
者
医
療
事
務 

　
　（
保
健
介
護
課
↓
市
民
課
） 

・
交
通
安
全
、市
民
交
通
傷
害
保
険 

　
　（
市
民
課
↓ 

新 

環
境
生
活
課
） 

・
消
費
者
行
政 

　
　（
商
工
観
光
課
↓ 

新 

環
境
生
活
課
） 

・
狂
犬
病
予
防 

　
　（
保
健
介
護
課
↓ 

新 

環
境
生
活
課
） 

・
四
万
十
川
保
全
、水
産
振
興 

　
　（
地
球
環
境
課
↓ 

新 

観
光
課
） 

・
商
工
振
興
事
務（
商
工
観
光
課
↓ 

新 

商
工
課
） 

・
観
光
振
興
事
務（
商
工
観
光
課
↓ 

新 

観
光
課
） 

・
食
肉
セ
ン
タ
ー 

　
　（
食
肉
セ
ン
タ
ー
↓ 

新 

商
工
課
） 

・
農
業
関
係（
農
林
課
↓ 

新 

農
業
課
） 

・
林
業
関
係（
農
林
課
↓ 
新 

林
業
課
） 

〜
西
土
佐
総
合
支
所
関
係
〜 

・
税
務
事
務（
支
所
総
務
課
↓
支
所
住
民
課
） 

・
環
境
対
策
、公
営
住
宅
、交
通
安
全
お
よ
び 

　
市
民
交
通
傷
害
保
険 

　
　（
支
所
住
民
課
↓ 

新 

支
所
地
域
企
画
課
） 

・
簡
易
水
道
関
係 

　
　（
支
所
住
民
課
↓
支
所
産
業
建
設
課
） 

・
四
万
十
川
保
全
、景
観 

　
　（
支
所
住
民
課
↓ 

新 

観
光
課
） 

・
水
産
振
興（
支
所
産
業
建
設
課
↓ 

新 

観
光
課
） 

・
林
業
関
係 

　
　（
支
所
産
業
建
設
課
↓ 

新 

林
業
課
西
土

　
　
佐
林
業
分
室
） 

・
出
納
会
計（
支
所
出
納
課
↓
会
計
課 

新 

西

　
土
佐
会
計
分
室
） 

  

〜
本
庁
の
新
課
等
の
配
置
〜 

○
商
工
課 

３
Ｆ（ 

前 

選
挙
管
理
委
員
会
） 

○
観
光
課 

３
Ｆ（ 

前 

商
工
観
光
課
） 

○
選
挙
管
理
委
員
会 

４
Ｆ（ 

前 

庁
舎
建
設
推

　
進
室
） 

○
環
境
生
活
課 

４
Ｆ（ 

前 

地
球
環
境
課
） 

○
農
業
課 

５
Ｆ（ 

前 

農
林
課
） 

○
林
業
課 

５
Ｆ（ 

前 

農
林
課
） 

〜
総
合
支
所
の
新
組
織
の
配
置
〜 

○
支
所
地
域
企
画
課 

１
Ｆ 

○
林
業
課
西
土
佐
林
業
分
室 

１
Ｆ 

○
会
計
課
西
土
佐
会
計
分
室 

１
Ｆ 

○
福
祉
事
務
所
西
土
佐
福
祉
分
室 

　（
改
称
）保
健
セ
ン
タ
ー 

　
◎
問
い
合
わ
せ
先 

　（
本
　
　
庁
）総
務
課 

行
政
管
理
係 

　
　
�
（
３
４
）１
８
０
４ 

　（
総
合
支
所
）地
域
企
画
課 

地
域
振
興
係 

　
　
�
（
５
２
）１
１
１
１ 

見
直
し
の
狙
い 

事
務
の
移
動 

事
務
室
の
移
動 

  

○
産
業
振
興
部
門
の
強
化 

　
従
来
の
複
数
の
産
業
を
対
象
に
し
た
組
織

体
制
を
産
業
分
野
ご
と
に
分
離
し
、ス
ト
レ
ー

ト
に
力
を
集
中
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。 

　
農
業
課
は
、農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の

本
格
導
入
へ
の
対
応
、
林
業
課
は
、
四
万
十
ヒ

ノ
キ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
新
流
通
シ
ス

テ
ム
確
立
や
切
り
捨
て
間
伐
の
収
益
化
な
ど

に
対
応
し
ま
す
。 

　
商
工
課
は
、
雇
用
対
策
、
中
心
市
街
地
活
性

化
対
策
等
に
取
り
組
み
、
観
光
課
は
、
四
万
十

川
の
保
全
と
水
産
振
興
対
策
を
併
せ
た
体
制

と
し
ま
す
。 

　
・
前 

農
林
課
↓ 

新 

農
業
課
、 

新 

林
業
課 

　
・
前 
商
工
観
光
課 

　
　
　
　
　
　 

↓ 

新 

商
工
課
、 

新 

観
光
課 

○
広
報
公
聴
機
能
の
充
実 

　
市
の
政
策
や
取
り
組
み
を
市
民
に
積
極
的

に
伝
え
、市
民
か
ら
の
行
政
要
望
を
組
織
的
に

聴
き
取
り
え
る
よ
う
に
広
報
公
聴
機
能
を
強

化
す
る
た
め
、企
画
広
報
課
内
に
秘
書
広
報
室

を
新
設
し
ま
し
た
。 

○
複
雑
多
様
化
す
る
高
齢
化
へ
の
対
応 

　
高
齢
化
社
会
に
的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う

保
健
介
護
課
が
所
掌
し
て
い
た
国
民
健
康
保

険
、後
期
高
齢
者
医
療
事
務
を
市
民
課
へ
移
管

し
、高
齢
者
対
策
推
進
体
制
の
強
化
を
図
り
ま

し
た
。 

○
事
業
の
流
れ
と
関
連
重
視
の
組
織
改
編 

　
工
事
契
約
と
検
査
お
よ
び
施
工
評
価
の
一

連
業
務
を
１
課
で
の
対
応
と
し
効
率
化
す
る

た
め
、総
務
課
の
工
事
検
査
部
局
を
財
政
課
へ

移
管
し
ま
し
た
。 

商工観光課 → 商工課、観光課 
農　林　課 → 農業課、林業課に分離 
秘書広報室、支所庁舎建設係を新設 
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　　社会福祉係 
　　家庭福祉係 
　　保育所係 
　　生活福祉係 
　西土佐福祉分室 

　　社会福祉係 
　　家庭福祉係 
　　保育所係 
　　生活保護係 
　西土佐分室 

林業課　　　　林業振興係 
　　　　　　西土佐林業分室 

総務課　　　　行政管理係 

　　　　　　　人事係 
　　　　　　　防災対策係 

市民課　　　　　市民係 市民課　　　　市民係 
　　　　　　　国保係 

保健介護課　　　国保係 
　　　　　　　　保健衛生係 
　　　　　　　　長寿介護係 
　　　　　　　　地域包括 
　　　　　　　　支援センター 

保健介護課　　保健衛生係 
　　　　　　　長寿介護係 
　　　　　　　地域包括 
　　　　　　　支援センター 

地球環境課　　　環境係 
　　　　　　　四万十川対策室 

環境生活課　　環境係 
　　　　　　　市民生活係 

財政課　　　　　管財契約係 
　　　　　　　　財政係 

財政課　　　　管財契約係 
　　　　　　　財政係 
　　　　　　　建築土木監理係 

企画 
広報課 

　　企画調整係 
　　情報化推進係 
　秘書広報室 
　　秘書係 
　　広報公聴係 

農業課　　　　農業振興係 
　　　　　　　農業土木係 

農林課　　　　　農業振興係 
　　　　　　　　林業振興係 

観光課　　　　観光係 
　　　　　　　四万十川対策係 

商工課　　　　商工・雇用対策係 
　　　　　　食肉センター 

商工観光課　　　観光係 
　　　　　　　　商工振興係 
食肉センター　　経営係 

会計管理者 
　　会計課　　会計係 
　　　　　　西土佐会計分室 

総務課　　　　　行政係 
　　　　　　　　人事係 
　　　　　　　　防災係 
　　　　　　　　建築土木監理係 
　　　　　　　庁舎建設推進室 

平成23年度からの行政組織の概要 

 (本庁関係) 
１ 産業振興の各分野に力を注ぎやすい組織構成 

（１）農・商・工連携と商工業振興体制の強化と食肉センター
体制の充実 

 
（２）四万十川の保全と観光部門の統合による四万十川観

光の新たな展開への対応 

３ 事務事業の複雑多様化と関連を考慮した編成替え 
（１）工事入札、施工監理及び業者評定までの一連の業務を

１組織に編成。 

（２）環境対策や防犯、交通安全、消費者行政など市民生活
に関する事務事業を集約し、効果的な取組み体制へ 

 
（３）進行する高齢化によって複雑多様化する高齢者対策

への対応 

（３）国の農業者個別所得保障制度の本格導入と農業基盤
整備事業の本格化への対応 

 
（４）四万十ヒノキのブランド化に向けた対応や切り捨て

間伐の収益化などの林業振興対策の取組み強化 
        （支所林業業務も含めた組織に改編） 
 
２ 広報公聴機能の強化 
（１）秘書広報室の新設 

新（変更後） 目的・狙い 旧（変更前） 

※支所水産に係る業務も本庁組織が分掌 

※支所林業に係る業務を本庁組織に移行 

※支所会計に係る業務を本庁組織に移行 

企画　　　　　　企画調整係 
広報課　　　　　秘書係 
　　　　　　　　広報公聴係 
　　　　　　　　情報化推進係 

（４）事務事業の終了によるもの 

会計管理者 
　　会計課　　　会計係 
　　支所出納課　出納係 

福祉 
事務所 

福祉 
事務所 

地域振興係 
支所庁舎建設係 

地域 
企画課 

総務課　　　　　地域振興係 
　　　　　　　　税務係 

住民課　　　　住民国保係 
　　　　　　　税務係 

住民課業務の移管 
　住宅管理業務　　　　　　　

→  　　　　地域企画課へ移管 
　交通安全、環境業務 
　簡易水道業務　　　　　　　→  　　　　産業建設課へ移管 

住民課　　　　　住民国保係 
　　　　　　　　生活環境係 

（５）事務の統制体制の１本化、その他名称変更等 

(西土佐総合支所関係) 
１ 支所庁舎、道の駅整備などの懸案事業への取り組み 
　 体制の強化 
 
２ 事務事業の複雑多様化と関連を考慮した編成替え 
 
 
３ 事務事業の移管 

太字…新設 
下線…係名の変更、他課からの移動 

市
　
政

市
　
政 

市
　
政 

教
　
育 

く
ら
し 

情
報
掲
示
板 
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特集 
 
 
 
 
 

【一般会計歳出（性質別）】 【一般会計歳入】 

【一般会計歳出（目的別）】 

区　　　　　分 
  

 一 般 会 計  
 特 別 会 計 （ 1 4 会 計 ）  

 国 民 健 康 保 険 事 業 勘 定  
 国 民 健 康 保 険 診 療 施 設 勘 定  
 奥 屋 内 へ き 地 出 張 診 療 所  
 後 期 高 齢 者 医 療 

下 水 道 事 業  
 と 畜 場  

 幡 多 公 設 地 方 卸 売 市 場 事 業  
 住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業  
 鉄 道 経 営 助 成 基 金  
 農 業 集 落 排 水 事 業  
 幡 多 中 央 介 護 認 定 審 査 会  
 介 護 保 険 保 険 事 業 勘 定  
 園 芸 作 物 価 格 安 定 事 業  
 簡 易 水 道 事 業  
 企 業 会 計 （ 2 会 計 ）  

 水 道 事 業  
 病 院 事 業  
 合 計 （ 各 会 計 間 の 重 複 額 除 く ）  

 

平成23年度 
 予　算　額 
 
203億6,700万円 
 105億2,285万円 
 41億2,842万円 
 4億4,399万円 
 999万円 

 4億4,127万円 
 10億7,419万円 
 2億6,229万円 
 2,054万円 
 191万円 
 3億3,293万円 

 4,708万円 
 629万円 
 32億2,526万円 

 2,810万円 
 5億   59万円 

 29億4,299万円 
 6億4,737万円 
 22億9,562万円 
 321億1,240万円 
 

伸率 
 （％）  

 5.9 
 3.7 
 0.3 
 6.9 
 0.7 
 1.4 
 16.5 
 △2.0 
 83.0 
 △16.5 

 56.1 
 △20.1 

 0.6 
 1.4 
 0.0 
 4.3 
 2.4 
 △2.2 
 3.8 
 4.7 

歳入 
 

市税市税  
 3535億 5,6675,667万 8千円千円  

 17.517.5％  
 
繰入金繰入金  

 1313億 1,1031,103万 5千円千円  
 6.46.4％  

 その他その他  
 1010億 1,7331,733万 3千円千円  

 5.05.0％  
 

地方交付税地方交付税  
 7777億 224224万 7千円千円  
 37.837.8％  

 

国 ・ 県支出金県支出金  
 4242億 8,9978,997万  
 1千円千円  

 21.021.0％  
 

市債市債  
 1717億 6,0806,080万円万円  

 8.78.7％  
 

その他その他  
 7億 2,8932,893万 6千円千円  

 3.63.6％  
 

市税 
 35億5,667万8千円 

 17.5％ 
 

自主財源自主財源  
 5858億 8,5048,504万  
 6千円千円  
 28.928.9％  
 

自主財源 
 58億8,504万 

 6千円 
 28.9％ 
 

繰入金 
 13億1,103万5千円 

 6.4％ 
 その他 
 10億1,733万3千円 

 5.0％ 
 

地方交付税 
 77億224万7千円 

 37.8％ 
 

依存財源依存財源  
 144144億 8,1958,195万 4千円千円  

 71.171.1％  
 

依存財源 
 144億8,195万4千円 

 71.1％ 
 

国 ・ 県支出金 
 42億8,997万 

 1千円 
 21.0％ 
 

平成23年度 
 203億6,700万円 

 

市債 
 17億6,080万円 

 8.7％ 
 

その他 
 7億2,893万6千円 

 3.6％ 
 

歳出 
 （目的別）  

 

総務費 
 36億7,557万4千円 

 18.1％ 
 

民主費 
 61億703万円 

 30.0％ 
 

衛生費 
 19億1,772万3千円 

 9.4％ 
 

農林水産業費農林水産業費 
 1010億3,8773,877万2千円千円 
 5.15.1％ 
 

商工費商工費 
 2億956956万1千円千円 
 1.01.0％ 
 

土木費土木費 
 1414億4,5004,500万4千円千円 
 7.17.1％ 
 

消防費消防費 
 6億3,4903,490万4千円千円 
 3.13.1％ 
 

議会費ほか議会費ほか 
 2億3,9513,951万6千円千円 
 1.11.1％ 
 公債費公債費 

 2828億3,7763,776万1千円千円 
 13.913.9％ 

 教育費教育費 
 2121億752752万5千円千円 

 10.410.4％ 
 

農林水産業費 
 10億3,877万2千円 
 5.1％ 
 

商工費 
 2億956万1千円 
 1.0％ 
 

土木費 
 14億4,500万4千円 
 7.1％ 
 

消防費 
 6億3,490万4千円 
 3.1％ 
 

議会費ほか 
 2億3,951万6千円 
 1.1％ 
 公債費 

 28億3,776万1千円 
 13.9％ 

 教育費 
 21億752万5千円 

 10.4％ 
 

200 
 

150 
 

100 
 

50 
 

0

人件費 
 35億5,881万円 

 

扶助費 
 30億4,682万7千円 

 

公債費 
 28億3,958万円 

 

普通建設事業費 
 23億9,008万3千円 
 

物件費 
 26億4,475万8千円 

 

補助費等 
 22億5,404万2千円 

 

繰出金 
 19億4,026万8千円 

 

1億 

 
  
 1億 万円万円  
 

災害復旧災害復旧 
事業費事業費 
5,3635,363

災害復旧 
 事業費 
 1億5,363万円 

 

その他 
 15億3,900万2千円 

 

平成22年度 
 192億3,400万円 

 

人件費 
 36億2,235万6千円 

 

扶助費 
 27億4,973万3千円 

 

公債費 
 29億4,119万8千円 

 

普通建設事業費 
 32億983万3千円 
 

物件費 
 21億8,117万円 

 

補助費等 
 21億8,456万1千円 

 

繰出金 
 18億3,816万6千円 

 

その他その他  
 3億 3,1753,175万 9千円千円  

 

その他 
 3億3,175万9千円 

 

 
 

災害復旧災害復旧  
 事業費事業費  
 1億 7,5227,522万 

4千円千円  
 

災害復旧 
 事業費 
 1億7,522万 

 4千円 
 

■
概
要 

　
平
成
23
年
度
当
初
予
算
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
と
雇
用
の
確
保
を
最
優
先
に
、「
安
心
と
雇
用
の
確
保
予
算
」
と
位
置

づ
け
て
編
成
し
ま
し
た
。 

　
景
気
低
迷
に
よ
り
市
税
収
入
が
落
ち
込
む
中
、
医
療
・
雇
用
対
策
、
産
業
振

興
な
ど
の
ソ
フ
ト
事
業
に
限
ら
れ
た
財
源
を
優
先
的
に
配
分
。 

　
予
算
規
模
は
、
一
般
会
計
で
２
０
３
億
６
７
０
０
万
円
、
特
別
会
計(

14
会

計)

で
１
０
５
億
２
２
８
５
万
円
、
企
業
会
計(
２
会
計)

で
29
億
４
２
９
９
万

円
で
、
各
会
計
間
の
重
複
を
控
除
し
た
総
額
は
３
２
１
億
１
２
４
０
万
円
と

な
り
ま
す
。 

■
一
般
会
計 

　
一
般
会
計
は
前
年
度
比
5.9
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
が
、庁
舎
建
設
基
金
の
残
額
を
一
旦
繰
り

入
れ
、減
債
基
金
に
積
み
立
て
る
こ
と
と
し
て
お
り
、こ
れ
を
除
く
と
前
年
度
並
で
す 

　
平
成
22
年
度
で
庁
舎
建
設
な
ど
の
大
型
事
業
が
終
了
す
る
一
方
、中
村
小
学
校
改
築
や
川
　

小
学
校
増
築
・
大
規
模
改
造
な
ど
普
通
建
設
事
業
の
確
保
に
も
努
め
た
ほ
か
、四
万
十
市
産
材
利

用
促
進
事
業
な
ど
の
新
規
事
業
の
予
算
化
や
緊
急
雇
用
、ふ
る
さ
と
雇
用
事
業
の
増
額
な
ど
に

よ
り
前
年
度
並
の
規
模
を
確
保
し
ま
し
た
。 

〔解説〕※主な性質別の増減 

普通建設事業費：新庁舎建設 

　　　　　　　　　△10億3,256万6千円減 

　　　　　　　　ケーブルテレビ整備 

　　　　　　　　　△5億2,833万8千円減 

扶助費：子ども手当(児童手当減含む) 

　　　　　1億98万2千円増 

　　　　生活保護費 

　　　　　1億802万4千円増 

その他：減債基金積立金(庁舎建設基金廃止分) 

　　　　　12億1,435万7千円増 

平
成
23
年
度
当
初
予
算 

総
額
3
2
1
億
円 

安
心
と
雇
用
の
確
保 

災害復旧費 
 1億5,363万円 
 0.8％ 
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次
の
４
項
目
を
本
市
が
目
指
す
べ
き
方
向

性
と
定
め
、予
算
を
効
果
的
に
分
類
し
ま
し
た
。

　
項
目
ご
と
の
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

対
話
と
協
調
―
協
働
の
ま
ち
づ
く
り 

 

新 

地
域
づ
く
り
支
援
事
業【
１
５
０
万
６
千
円
】 

　
高
齢
者
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
地
域
づ
く
り
支
援
職
員
を

配
置
し
、
住
民
と
一
緒
に
な
っ
て
地
域
活
動

を
進
め
ま
す
。 

広
報
公
聴
事
業【
８
１
０
万
１
千
円
】 

　
広
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を
図
る

ほ
か
、新
た
に
市
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
を
行

い
ま
す
。 

ふ
る
さ
と
応
援
団
推
進
事
業【
２
０
０
万
円
】 

　
昨
年
８
月
か
ら
開
始
し
た
ふ
る
さ
と
応
援

団
員
の
募
集
を
引
き
続
き
進
め
る
ほ
か
、団
員

と
の
交
流
会
を
開
催
す
る
な
ど
、団
員
の
輪
を

広
げ
て
い
き
ま
す
。 

地
域
集
落
再
生
事
業【
１
０
９
万
円
】 

　
過
疎
・
高
齢
化
が
特
に
著
し
い
西
土
佐
地
域

で
、集
落
の
維
持
・
活
性
化
を
目
的
に
、講
演
会

の
開
催
や
集
落
と
若
者
の
交
流
事
業
な
ど
を

行
い
ま
す
。 

公
民
館
分
館
育
成
補
助
金【
１
４
０
万
円
】 

　
自
分
た
ち
の
地
域
づ
く
り
に
積
極
的
に
取

り
組
む
分
館
活
動
の
提
案
を
受
け
、必
要
経
費

に
対
し
補
助
す
る
も
の
で
す
。 

 

産
業
振
興
―
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り 

 

新 

四
万
十
市
産
材
利
用
促
進
事
業 

【
４
５
０
０
万
円
】 

 

市
内
産
木
材
を
一
定
量
使
用
し
、
地
元
業
者

で
建
築
す
る
住
宅
に
対
し
て
、最
大
１
５
０
万

円
の
補
助
を
行
い
ま
す
。 

※
詳
し
く
は
Ｐ
５
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

新 

ヒ
ノ
キ
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事
業 

【
36
万
４
千
円
】 

　
四
万
十
川
流
域
の
四
市
町
村
で
、「
四
万
十

ヒ
ノ
キ
」の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
い
ま
す
。 

         

新 
食
育
広
場
整
備【
１
２
８
１
万
５
千
円
】 

　「
い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん
食
育
広
場
」に
製
造
・
加

工
施
設
等
を
整
備
し
、中
心
市
街
地
の
賑
わ
い

創
出
を
図
り
ま
す
。 

 

新 

岩
間
交
流
拠
点
施
設
整
備 

【
８
６
６
万
９
千
円
】 

　
岩
間
沈
下
橋
左
岸
側
に
、ト
イ
レ
を
備
え
た

交
流
拠
点
施
設
を
整
備
し
、地
域
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。 

農
商
工
等
連
携
事
業【
６
５
８
万
４
千
円
】 

　
四
万
十
市
の
新
た
な
特
産
品
の
開
発
と
販

路
拡
大
、既
存
商
品
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
ほ
か
、

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
進
め
ま
す
。 

緊
急
雇
用
創
出
臨
時
特
例
基
金
事
業 

【
38
事
業
　
２
億
２
８
０
４
万
３
千
円
】 

　
短
期
間
の
雇
用
と
就
業
機
会
を
創
出
し
ま
す
。 

※
新
規
の
失
業
者
の
べ
１
５
２
人
雇
用
予
定 

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業 

【
17
事
業
　
２
億
４
７
７
万
５
千
円
】 

　
継
続
的
な
雇
用
機
会
を
創
出
し
ま
す
。 

※
新
規
の
失
業
者
の
べ
39
人
雇
用
予
定 

 

保
健
・
医
療
・
福
祉
―
い
の
ち
を
守
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

育
む
ま
ち
づ
く
り 

 

新 

斎
場
使
用
料
助
成【
52
万
円
】 

　
西
土
佐
岩
間
以
北
の
市
民
が
、広
見
斎
場
を

利
用
し
た
場
合
に
幡
多
中
央
斎
場
の
利
用
料

と
の
差
額
の
２
分
の
１
を
助
成
し
ま
す
。 

保
健
・
医
療
・
福
祉
連
携
事
業【
２
６
３
万
５
千
円
】 

　
市
民
の
健
康
増
進
、
疾
病
予
防
、
福
祉
対
策

な
ど
の
健
康
長
寿
の
総
合
行
政
と
、市
民
と
行

政
が
一
体
と
な
っ
た
健
康
づ
く
り
の
推
進
を

図
り
ま
す
。 

 

新 

口
腔
ケ
ア
事
業【
２
７
８
万
５
千
円
】 

　
在
宅
の
要
介
護
者
を
対
象
に
、虫
歯
や
歯
周

病
は
も
と
よ
り
、高
齢
者
の
死
亡
原
因
の
一
つ

で
あ
る
誤
嚥
性
肺
炎
を
予
防
し
ま
す
。 

※
詳
し
く
は
Ｐ
22
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

新 

脳
ド
ッ
ク
検
診【
４
６
８
万
３
千
円
】 

　
脳
疾
患
の
予
防
の
た
め
、市
民
病
院
で
の
脳

ド
ッ
ク
検
診
費
用
を
助
成
し
、受
診
促
進
を
図

り
ま
す
。 

※
詳
し
く
は
Ｐ
19
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

認
知
症
地
域
支
援
体
制
構
築
等
推
進
事
業 

【
１
４
５
万
９
千
円
】 

　
認
知
症
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
や
地
域
で
の
自
立
し
た
日
常
生
活

を
営
む
た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。 

 

環
境
・
基
盤
整
備
― 

　
　
　
　
　
　 

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り 

代
替
バ
ス
運
行
│
デ
マ
ン
ド
交
通
ほ
か 

【
５
０
８
９
万
８
千
円
】 

　
西
土
佐
地
域
及
び
中
村
地
域
後
川
地
区
で

デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
運
行
を
開
始
す
る
な
ど

公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。 

          

新 

辺
地
共
聴
施
設
整
備【
６
７
１
６
万
円
】 

　
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
の
終
了
に
備
え
た
自

主
共
聴
施
設
の
デ
ジ
タ
ル
改
修
に
対
す
る
補

助
を
行
い
ま
す
。 

 

新 

Ｉ
Ｐ
告
知
シ
ス
テ
ム
整
備 

【
５
６
７
０
万
９
千
円
】 

　
行
政
情
報
、防
災
情
報
の
伝
達
や
地
区
放
送

に
活
用
で
き
る
Ｉ
Ｐ
告
知
シ
ス
テ
ム
を
大
川

筋
・
富
山
地
区
へ
整
備
し
ま
す
。 

 

新 

津
波
避
難
路
整
備【
１
７
１
７
万
２
千
円
】 

　
下
田
地
区
及
び
八
束
地
区
の
津
波
避
難
路

の
整
備
を
行
い
ま
す
。 

問い合わせ先　（本庁）財政課 財政係　�（34）1819

ぶしゅかんのドレッシング・ポン酢・かけダレ 四万十ヒノキモデルハウス見学会 

デマンド交通　ふれ愛号 

市民病院 ＭＲＩ検査 

安
心
し

安
心
し
て
暮
ら
せ
る 

　
ま
ち
づ
く
り
を 

　
　
　
　
　
目
指
し

　
　
　
　
　
目
指
し
て 

安
心
し

安
心
し
て
暮
ら
せ
る 

　
ま
ち
づ
く
り
を 

　
　
　
　
　
目
指
し

　
　
　
　
　
目
指
し
て 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る 

　
ま
ち
づ
く
り
を 

　
　
　
　
　
目
指
し
て 

市
　
政

市
　
政 

市
　
政 

教
　
育 

く
ら
し 

情
報
掲
示
板 
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平
成
23
年
3
月
市
議
会
定
例
会 

市
長
市
施
方
針 

（
要
旨
）　
上 

　
私
は
就
任
以
来
一
貫
し
て
、「
対
話
と
協
調
」の
市

政
に
取
り
組
み
、市
内
24
ヵ
所
で
の「
市
政
懇
談
会
」、

地
域
の
団
体
・
サ
ー
ク
ル
活
動
の
場
へ
訪
問
す
る「
市

長
訪
問
懇
談
会
」
、
ま
た
地
域
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
ご
案
内
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
へ
は
で
き
る

か
ぎ
り
出
か
け
る
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
機
会
を
見
つ
け

て
、
多
く
の
市
民
と
ふ
れ
あ
い
、
対
話
を
心
が
け
て

ま
い
り
ま
し
た
。
大
変
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
要
望
を

い
た
だ
き
、
生
活
に
対
す
る
切
実
な
声
と
と
も
に
、

四
万
十
市
を
よ
り
良
く
し
よ
う
と
願
う
市
民
の
皆

様
の
熱
い
思
い
と
、愛
着
の
深
さ
が
ひ
し
ひ
し
と
感

じ
ら
れ
、「
愛
す
る
ふ
る
さ
と
を
元
気
に
し
た
い
」と

い
う
初
心
を
あ
ら
た
め
て
強
く
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。 

　
広
報
・
広
聴
機
能
強
化
、
地
域
づ
く
り
支
援
職
員

の
配
置
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
連
携
事
業
の
推
進
、
農

商
工
連
携
に
よ
る
特
産
品
開
発
や
四
万
十
ヒ
ノ
キ

の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、い
ろ
い
ろ
の

取
り
組
み
が
軌
道
に
乗
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。今
後
も

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
芽
を
育
て
な
が
ら
、市
民
の

皆
様
と
と
も
に
歩
む
開
か
れ
た
市
政
へ
着
実
に
前

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
働
く
場
が
な
い
、仕
事
が
な
い
こ
と
が
市
民
の
不

安
の
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
お
り
、喫
緊
の
課
題
で

す
。ま
ず
は
、「
雇
用
と
安
心
の
確
保
」を
念
頭
に
、雇

用
を
つ
く
る
と
い
う
観
点
か
ら
、そ
の
取
り
組
み
が

ど
れ
だ
け
の
雇
用
を
生
ん
で
い
る
か
と
い
う
こ
と

を
常
に
意
識
し
な
が
ら
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

　
私
が
常
々
言
っ
て
い
る「
里
も
栄
え
て
街
も
栄
え

る
」は
、里
と
街
は
共
生
し
て
こ
そ
、ま
た
農
と
商
と

工
は
連
携
し
て
こ
そ
、地
域
全
体
を
守
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。新
し
い
庁
舎
は
、「
地
域
の

デ
パ
ー
ト
」
と
し
て
、
情
報
の
集
約
と
市
民
が
集
い

楽
し
め
る
市
民
開
放
型
の
機
能
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
で
、そ
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。中
心
市
街
地
へ
の
新
た
な
人
の
流
れ
も
生

ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。 

　
中
村
の
町
は
、歴
史
と
文
化
が
色
濃
く
残
っ
た

文
化
財
そ
の
も
の
で
す
。町
を
元
気
に
す
る
こ
と

は
文
化
財
を
守
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。四
万
十

川
に
代
表
さ
れ
る
豊
か
な
自
然
や
産
業
と
と
も

に
、地
元
の
歴
史
や
文
化
を
し
っ
か
り
と
見
つ
め

直
し
、
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
、
外
と
の
交
流
を

進
め
な
が
ら
、潤
い
と
心
の
豊
か
さ
を
も
っ
て
暮

ら
し
て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。 

 

対
話
と
協
調
―
協
働
の
ま
ち
づ
く
り 

■
ふ
る
さ
と
応
援
団 

　
昨
年
８
月
か
ら
市
外
在
住
者
を
対
象
に
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
募
集
を
開
始
し
た「
四
万

十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団
」
で
す
が
、
本
日
ま
で
に

３
１
９
人
の
方
か
ら
入
団
申
し
込
み
が
あ
り
ま

し
た
。 

　
応
援
団
の
目
的
は
、お
互
い
の
交
流
を
進
め
る

こ
と
で
、
い
ろ
ん
な
ご
意
見
、
ご
提
言
を
い
た
だ

き
市
政
運
営
に
参
画
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

本
市
の
Ｐ
Ｒ
も
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
も
の
で

す
。
さ
っ
そ
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ

て
本
市
の
最
新
情
報
を
随
時
お
届
け
す
る
な
か

で
、
本
市
に
関
す
る
い
ろ
ん
な
ご
意
見
、
ア
イ
デ

ア
な
ど
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
の
Ｐ
Ｒ
に
も
繋

が
っ
て
お
り
、
22
年
度
の
寄
付
者
数
は
現
在
42
人

で
21
年
度
の
７
人
か
ら
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
20
年
10
月
か
ら
本
日
ま
で

の
累
計
は
、45
人
、55
口
、４
６
３
万
９
千
円
で
す
。 

　
今
後
も
引
き
続
き
、市
の
イ
ベ
ン
ト
や
県
人
会
、

同
窓
会
な
ど
、機
会
あ
る
ご
と
に
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ

を
行
い
団
員
の
輪
を
広
げ
て
い
く
と
と
も
に
、来

年
度
は
団
員
と
の
絆
を
強
め
る
た
め
の「
交
流
会
」

な
ど
も
開
催
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

■
地
域
づ
く
り
支
援
職
員 

　
高
齢
者
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
を
住

民
の
方
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
、集
落
機
能
の
維

持
や
存
続
に
つ
な
が
る
住
民
同
士
で
助
け
合
え

る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、昨
年
６
月
か

ら
市
内
12
地
区
に
27
名
の
地
域
づ
く
り
支
援
職

員
を
配
置
し
、地
域
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
は
、こ
れ
ま
で
に
支
援
地
区
の
情
報
や

活
動
状
態
、
課
題
等
を
把
握
す
る
た
め
、
区
長
さ

ん
を
は
じ
め
地
域
の
状
況
に
詳
し
い
方
々
か
ら

お
話
を
お
伺
い
し
、歴
史
、人
口
構
造
、産
業
構
造
、

社
会
生
活
構
造
の
変
化
な
ど
を
ま
と
め
た「
地
区

活
動
カ
ル
テ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組

み
に
よ
り
、各
地
区
で
抱
え
る
様
々
な
課
題
が
見

え
始
め
、課
題
解
決
の
た
め
に
も
地
域
づ
く
り
支

援
職
員
が
必
要
で
あ
る
と
、あ
ら
た
め
て
認
識
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

              

　
今
後
は
、地
域
づ
く
り
支
援
職
員
が
そ
の
役
割

を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、新
た
に
補
助
制
度

を
設
け
る
な
ど
、地
域
づ
く
り
支
援
本
部
と
し
て

も
さ
ら
な
る
支
援
を
し
て
い
く
と
と
も
に
、対
象

地
区
も
拡
大
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

　
人
権
の
尊
重 

　
23
年
度
は
、人
権
教
育
研
究
大
会
を
教
育
委
員

会
と
連
携
し
て
主
催
す
る
ほ
か
、男
女
共
同
参
画

社
会
推
進
学
習
、
人
権
教
育
推
進
講
座
、
地
区
別

人
権
教
室
、
企
業
別
研
修
会
、
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
開
催
や
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
な

ど
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

■
幸
徳
秋
水
刑
死
百
周
年
記
念
事
業 

　
１
月
24
日
の
幸
徳
秋
水
百
回
目
の
命
日
に
は
、

墓
前
祭
を
県
内
外
か
ら
多
く
の
参
列
者
を
得
て

盛
大
に
実
施
し
ま
し
た
。参
列
者
約
２
５
０
人
の

う
ち
、
記
帳
で
わ
か
る
61
名
が
県
外
（
19
都
道
府

県
）
か
ら
で
し
た
。
交
流
会
で
の
声
な
ど
を
聞
い

て
も
、あ
ら
た
め
て
秋
水
の
根
強
い
人
気
と
偉
大

さ
を
痛
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
前
日
に
は
、
山
泉

進
先
生
の
記
念
講
演
と
北
辰
旅
団
の
演
劇
を
、こ

ち
ら
も
約
３
０
０
人
の
参
加
で
盛
大
に
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
記
念
事
業
は
１
年
を
通
し
て
行
う
も
の
で
、こ

の
後
、
５
月
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
８
月
の
市
民
大

学
、９
月
の
大
逆
事
件
サ
ミ
ッ
ト
や
特
別
展
示
な

ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
目
的
は
た
ん
に

秋
水
の
思
想
や
業
績
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、あ
ら

た
め
て
地
元
の
歴
史
や
文
化
を
見
つ
め
な
お
し
、

考
え
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。 

 

■
西
土
佐
総
合
支
所
と
消
防
分
署
の
改
築 

　
来
年
度
か
ら
、両
方
を
改
築
す
る
方
向
で
検
討

を
始
め
る
こ
と
と
し
、支
所
の
将
来
的
な
職
員
の

規
模
と
併
せ
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
な
ど

の
多
目
的
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
な
ど
を
含
め

進
め
て
は
ど
う
か
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

産
業
振
興
―
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り 

■
農
業
振
興 

　
22
年
度
に
水
田
農
家
を
対
象
と
し
て
実
施
さ
れ

た
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策
は
、
畑
作
物
の
所

得
補
償
を
新
た
に
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
、「
農
業
者
戸

別
所
得
補
償
制
度
」
と
し
て
４
月
か
ら
本
格
実
施

さ
れ
ま
す
。
既
に
お
知
ら
せ
や
事
業
説
明
会
を
始

め
た
と
こ
ろ
で
す
が
、今
後
も
農
政
事
務
所
、地
域

水
田
協
議
会
と
一
体
と
な
っ
て
農
家
へ
の
周
知
を

徹
底
し
、円
滑
な
事
業
の
推
進
に
努
め
ま
す
。 

　
１
期
対
策
の
節
目
の
５
年
目
に
入
る
農
地･

水･

環
境
保
全
向
上
対
策
は
、「
農
地
・
水
保
全
管
理
支

払
交
付
金
事
業
」
と
名
称
を
改
め
、
こ
れ
ま
で
の

地域づくり支援職員による説明会 
（住次郎） 
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■
中
心
市
街
地
活
性
化 

　
四
万
十
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の

事
業
で
あ
る「
食
育
プ
ラ
ザ
整
備
事
業
」は
、
20
年

９
月
か
ら
「
い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん
食
育
広
場
」
と
し

て
産
直
市
の
み
で
運
営
し
て
い
ま
す
。ま
ち
づ
く

り
四
万
十
株
式
会
社
の
企
業
努
力
に
よ
り
、
21
年

度
の
１
日
平
均
来
客
数
１
３
１
人
か
ら
22
年
度

に
は
１
８
０
人
へ
大
幅
に
増
加
し
、売
上
高
も
前

年
度
比
43
％
ア
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
来
年
度
は
、
施
設
内
に
製
造
・
加
工
施
設
等
を

整
備
し
、
地
元
の
旬
の
食
材
を
活
用
し
た
総
菜
、

昔
な
つ
か
し
い
お
や
つ
等
の
加
工
・
販
売
を
行
い
、

賑
わ
い
を
創
出
す
る
事
業
展
開
を
計
画
し
て
い

ま
す
。 

　
市
と
し
て
も
、高
知
県
産
業
振
興
推
進
総
合
支

援
事
業
や
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業

を
活
用
し
て
支
援
い
た
し
ま
す
。 

 

■
道
の
駅
の
整
備 

　
現
在
の
ふ
る
さ
と
市
（
西
土
佐
）
の
敷
地
内
に

施
設
を
整
備
し
、近
く
に
埋
め
立
て
を
行
う
こ
と

の
な
い
駐
車
場
を
整
備
す
る
内
容
で
、来
年
度
か

ら
本
格
的
な
実
施
協
議
に
入
り
ま
す
。早
急
に
経

営
母
体
を
決
定
し
、具
体
的
な
施
設
整
備
内
容
や

経
営
方
法
な
ど
、
さ
ら
に
検
討
を
加
え
な
が
ら
、

来
年
度
中
に
実
施
設
計
を
完
了
し
、
24
年
度
に
着

工
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

■
雇
用
対
策 

　
短
期
間
の
雇
用
・
就
業
機
会
を
創
出
す
る
緊
急

雇
用
創
出
臨
時
特
例
基
金
事
業
で
は
、今
年
度
本

市
は
、事
業
数
、事
業
費
、新
規
に
雇
用
さ
れ
る
失

業
者
の
人
数
と
も
に
県
内
市
町
村
の
中
で
２
番

目
に
多
い
取
り
組
み
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
求
職
者
等
を
雇
い
入
れ
て
継
続
的
な
雇
用
の

創
出
を
図
る
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事

業
は
、
新
た
に
３
事
業
を
加
え
17
事
業
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。
失
業
者
の
新
規
雇
用
も
８
人

増
の
39
人
に
な
り
、
来
年
度
の
基
金
事
業
終
了

後
も
引
き
続
き
正
社
員
と
し
て
雇
用
さ
れ
る
予

定
で
す
。 

               

■
観
光
振
興 

　
来
年
度
は
ト
ン
ボ
自
然
公
園
・
四
万
十
川
学

遊
館
が
「
志
国
高
知
龍
馬
ふ
る
さ
と
博
」
の
花
絵

巻
会
場
の
一
つ
に
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
伴
い
、「
四
万
十
花
ま
つ
り
」
も
、「
四
万
十

川
花
絵
巻
」
と
し
て
「
菜
の
花
の
巻
」
、「
桜
の
巻
」、

「
藤
の
巻
」
、「
花
菖
蒲
の
巻
」
、「
紫
陽
花
の
巻
」
と

改
め
る
ほ
か
、新
た
に
秋
の
取
り
組
み
と
し
て「
曼

珠
沙
華
の
巻
」
を
加
え
、
小
京
都
と
四
万
十
川
を

一
つ
に
し
た
取
り
組
み
と
し
て
、
中
村
料
理
飲

食
店
組
合
や
市
旅
館
組
合
、
高
知
西
南
交
通
と

の
協
力
体
制
の
も
と
、
滞
在
型
観
光
客
の
増
加

へ
向
け
て
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め

ま
す
。 

　
昨
年
６
月
に
発
足
し
た
一
般
社
団
法
人
幡
多

広
域
観
光
協
議
会
は
、
旅
行
業
登
録
も
完
了
し
、

着
地
型
旅
行
商
品
や
新
規
自
主
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
の
商
品
開
発
と
情
報
発
信
な
ど
、教
育
旅

行
は
も
と
よ
り
一
般
旅
行
者
を
対
象
と
し
た
体

験
型
旅
行
商
品
の
企
画
・
造
成
・
販
売
を
行
う
こ

と
で
、幡
多
地
域
の
観
光
交
流
人
口
の
拡
大
が
図

ら
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。本
市
と
し
て

も
、
幡
多
定
住
自
立
圏
の
中
心
市
と
し
て
、
国
の

支
援
制
度
を
活
用
し
、専
門
家
等
の
招
致
に
対
し

支
援
を
行
い
ま
す
。 

 

モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
が
、こ
の
ほ
ど
田
出
ノ
川
に
完
成

し
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
を
宿

泊
体
験
や
見
学
会
等
に
活
用
し
、四
万
十
ヒ
ノ
キ

の
良
さ
を
体
感
し
て
も
ら
う
な
ど
、地
場
産
木
材

の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ
と
で
需
要
の
喚
起
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
来
年
度
は
、
市
内
で
産
出
さ
れ
る
木
材

を
一
定
量
使
用
し
、
地
元
業
者
を
使
っ
て
建
築

す
る
住
宅
に
対
し
、
最
大
で
１
５
０
万
円
の
補

助
を
行
う
制
度
を
始
め
ま
す
。
森
林
整
備
は
も

と
よ
り
、
関
連
業
界
へ
の
波
及
や
雇
用
の
創
出

な
ど
、
地
域
経
済
の
浮
揚
に
繋
が
る
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
。 

　
「
四
万
十
ヒ
ノ
キ
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
取
り

組
み
は
、先
月
、四
万
十
川
流
域
の
四
万
十
町
、中

土
佐
町
、
三
原
村
と
本
市
の
４
市
町
村
間
で
、
ヒ

ノ
キ
の
利
用
促
進
や
適
正
な
森
林
整
備
方
法
な

ど
で
連
携
す
る
協
定
書
を
締
結
し
ま
し
た
。来
年

度
は
、関
係
機
関
等
に
も
参
加
い
た
だ
き
、「
四
万

十
ヒ
ノ
キ
」の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
推
進
協
議

会
を
立
ち
上
げ
、地
元
産
材
の
積
極
的
な
活
用
に

向
け
た
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
こ
と
で
、地
域
団
体
商
標

の
取
得
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
で
は
、引
き
続
き
防
護
柵

設
置
等
の
補
助
や
、捕
獲
に
対
す
る
報
奨
金
制
度

を
充
実
し
て
い
く
と
と
も
に
、モ
デ
ル
地
区
を
設

定
し
、よ
り
効
果
的
な
対
策
を
進
め
ま
す
。 

 

■
内
水
面
漁
業
の
振
興 

　
四
万
十
川
の
天
然
ス
ジ
ア
オ
ノ
リ
は
、昨
年
よ

り
さ
ら
に
収
穫
量
が
減
り
、過
去
最
低
に
な
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。リ
ン
濃
度
の
変
化
や

水
温
上
昇
な
ど
様
々
な
要
因
が
重
な
り
合
っ
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。砂
州
復
元
の
取
り

組
み
に
期
待
す
る
と
と
も
に
、漁
場
整
備
対
策
な

ど
で
少
し
で
も
回
復
を
図
り
た
い
。 

　
「
四
万
十
川
の
幸
で
つ
く
る
料
理
研
究
事
業
」

は
、「
ツ
ガ
ニ
め
し
」
を
中
心
に
、
四
万
十
川
流
域

で
と
れ
る
食
材
を
使
っ
た「
四
万
十
川
地
元
め
し
」

の
料
理
研
究
を
進
め
、今
月
中
に
は
レ
シ
ピ
が
完

成
し
広
く
配
付
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

「
共
同
活
動
」支
援
に
加
え
、農
業
用
施
設
の
長
寿
命

化
の
取
り
組
み
に
対
す
る
「
向
上
活
動
」
支
援
が
始

ま
り
ま
す
。
新
た
な
活
動
支
援
に
よ
り
、
各
集
落
で

老
朽
化
が
進
む
農
業
生
産
基
盤
の
よ
り
一
層
の
保

全
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。来
年
度
は
、

あ
ら
た
に
２
集
落
が
事
業
に
参
加
し
、合
計
32
集
落

に
な
る
見
込
み
で
す
。 

　
新
規
就
農
者
に
つ
い
て
は
、四
万
十
農
園
と
西
土

佐
農
業
公
社
で
の
10
名
の
ほ
か
、実
践
農
家
で
の
研

修
を
通
じ
て
４
名
を
育
成
す
る
な
ど
、新
た
な
担
い

手
の
確
保
に
努
め
ま
す
。 

 

■
農
・
商
・
工
の
連
携 

　
来
年
度
は
、
商
品
開
発
と
販
路
拡
大
、
既
存
商
品

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、そ
し
て
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
事
業
の
柱
と
し
て
、よ
り
効
果
的
に
進
め
ま
す
。 

　
昨
年
か
ら
商
品
化
に
着
手
し
た
４
件
に
つ
い
て

は
、
商
品
完
成
の
目
処
も
立
ち
、
４
月
以
降
順
次
販

売
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
、先
月
25
日
に
は
、「
四
万

十
の
新
た
な
特
産
品
発
表
会
と
試
食
会
」を
開
催
し
、

関
係
者
と
市
民
の
皆
さ
ん
に
多
数
ご
参
加
い
た
だ

き
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
報
告
と
開
発
商
品
の
Ｐ

Ｒ
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
来
年
度
も
、
こ
れ
ら
開

発
商
品
の
認
知
度
を
高
め
、販
路
拡
大
へ
の
支
援
を

行
い
ま
す
。加
え
て
、事
業
の
普
及
啓
発
を
通
じ
て
、

有
望
な
ア
イ
デ
ア
や
素
材
の
掘
り
起
こ
し
を
行
い
、

新
た
な
商
品
開
発
に
つ
な
が
る
よ
う
ソ
フ
ト
・
ハ
ー

ド
の
両
面
か
ら
可
能
な
限
り
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、

既
存
商
品
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
し
て
、か
つ
て
開
発

さ
れ
た
商
品
に
も
着
目
し
、質
的
向
上
や
販
路
開
拓

等
の
支
援
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
さ
ら
に
は
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
し
て
、

地
域
の
農
林
水
産
物
を
使
用
し
た
「
新
し
い
食
」
の

開
発
に
も
着
手
し
、市
内
に
お
け
る
統
一
メ
ニ
ュ
ー

と
し
て
の
普
及
と
消
費
拡
大
、ま
た
全
国
展
開
さ
れ

る
Ｂ
級
グ
ル
メ
グ
ラ
ン
プ
リ
な
ど
へ
の
出
展
も
目

指
し
ま
す
。 

 

■
林
業
振
興 

　
地
元
産
木
材
の
利
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み

の
第
一
歩
と
し
て
進
め
て
き
た
四
万
十
ヒ
ノ
キ
の 

「ツガニめし」試食会 
四万十川の幸でつくる料理研究事業 
（いちじょこさん食育広場） 

市
　
政

市
　
政 

市
　
政 

教
　
育 

く
ら
し 

情
報
掲
示
板 
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農
地
農
地
の
移
転
移
転
や
転
用
等

転
用
等
に
は
手
続
手
続
き
が
必
要
必
要
で
す
 

農
地
の
移
転
や
転
用
等
に
は
手
続
き
が
必
要
で
す
 

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
援
対
策 

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金 

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の 

　
交
付
申
請
が
始
ま
り
ま
す 

　
　
　
　
　
　
　
　（
４
月
〜
６
月
） 

　
平
成
23
年
度
よ
り「
地
球
温
暖
化
防
止
」や「
生
物
多
様

性
保
全
」と
い
っ
た
環
境
保
全
効
果
の
高
い
営
農
活
動
に

取
り
組
む
方
を
支
援
し
ま
す
。 

■
支
援
対
象
条
件
 

　
①
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
 

　
②
農
業
環
境
規
範
に
基
づ
く
点
検（
高
知
県
版
G
A
P
）

　
　
を
行
っ
て
い
る
こ
と
 

■
支
援
の
対
象
と
な
る
取
り
組
み
 

（
１
）化
学
肥
料
、化
学
合
成
農
薬
の
5
割
低
減
の
取
り
組
み

　
　
に
加
え
て
次
の
い
ず
れ
か
１
つ
の
取
り
組
み
を
行

　
　
う
こ
と
 

　
①
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
の
作
付
け（
5
割
低
減
の
取
り
組

　
　
み
前
後
い
ず
れ
か
に
緑
肥
等
の
作
付
け
） 

　
②
リ
ビ
ン
グ
マ
ル
チ
ま
た
は
草
生
栽
培
 

　
　
リ
ビ
ン
グ
マ
ル
チ : 

5
割
低
減
の
取
り
組
み
を
行
う
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
物
の
畝
間
へ
麦
類
・
牧
草
等
の
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
付
け
 

　
　
草
生
栽
培 : 

5
割
低
減
の
取
り
組
み
を
行
う
園
地
に
 

　
　
　
　
　
　
　
麦
類
・
牧
草
等
の
作
付
け
 

　
③
冬
季
湛
水
管
理
 

　
　（
冬
期
の
水
田
に
水
を
張
る
取
り
組
み
） 

（
２
）有
機
農
業
の
取
り
組
み
 

　
　（
化
学
肥
料
、農
薬
を
使
用
し
な
い
取
り
組
み
） 

■
補
助
金
額
 

　
取
り
組
み
面
積
10
a
当
た
り
8
0
0
0
円
 

　（
国 : 

4
0
0
0
円
＋
県
・
市 : 

4
0
0
0
円
） 

■
申
請
期
限
 

　
6
月
30
日（
木
） 

■
問
い
合
わ
せ
先
 

　（
市
）農
業
課 

農
業
振
興
係
　
�
（
3
4
）1
1
1
7

　
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
と
は
農
業
経
営
の
安
定

と
国
内
生
産
力
の
確
保
を
図
り
、も
っ
て
食
料
自
給
率
の

向
上
と
農
業
の
多
面
的
機
能
を
維
持
す
る
制
度
で
す
。 

　
農
地
に
係
る
所
有
権
の
移
転
・
貸
借
に
は
農
地
法
第
3
条
許
可
申
請
が
必

要
で
す
。ま
た
、農
地
の
転
用（
宅
地
化
な
ど
）に
つ
い
て
は
農
地
法
第
４
条
・

５
条
申
請
が
必
要
で
す
。こ
れ
ら
の
申
請
の
締
切
日
と
農
業
委
員
会
定
例
会

開
催
予
定
日
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。 

　
四
万
十
市
と
高
知
大
学
は
、地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
連
携
協
定
を

締
結
し
、
天
然
ア
ユ
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
や
、
ス
ジ
ア
オ
ノ
リ
の
生
産

量
ア
ッ
プ
や
有
効
成
分
の
活
用
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
た
び
、調
査
研
究
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
高
知
大
学
の
木
下
先
生

を
お
招
き
し
、
天
然
ア
ユ
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
報
告
会
を

開
催
し
ま
す
。関
係
者
、市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

■
日
　
 
時
　
4
月
27
日（
水
）　
14
時
〜
16
時
 

■
開
催
場
所
　
市
立
中
央
公
民
館 

１
階 

大
会
議
室
 

■
講
　
 
師
 

　「
四
万
十
川
の
ア
ユ
は
な
ぜ
激
減
し
た
の
か
？
」 

　
　
木
下
泉 

教
授（
高
知
大
学
教
育
研
究
部
総
合
科
学
系
黒
潮
科
学
部
門
）
 

■
参

加

費
　
無
料
 

■
主
　
　
催
　
四
万
十
市
・
高
知
大
学
連
携
事
業
推
進
会
議
 

■
問
い
合
わ
せ
先
 

　（
本
庁
）観
光
課
　
�
（
3
4
）1
1
7
0
 

　
　
　
　
　
　
　
　E

-m
a
il : sim

a
n
to@
city
.sh
im
a
n
to.lg
.jp

詳
し
く
は
中
国
四
国
農
政
局
戸
別
所
得
補
償
制
度
 

（
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

h
ttp
://w
w
w
.m
a
ff.g
o.jp
/ch
u
sh
i/sesa

k
u
/k
ob
etu
_

h
osy
o/in
d
ex
.h
tm
l 

 
問
　
高
知
農
政
事
務
所（
高
知
市
本
町
４-

３-

41
） 

�
0
8
8（
8
7
2
）0
5
1
4

水
田
活
用
の
 

所
得
補
償
交
付
金
 

米
の
 

所
得
補
償
交
付
金
 

米
価
変
動
補
て
ん

交
付
金
 

畑
作
物
の
 

所
得
補
償
交
付
金
 

（
水
田
、畑
地
共
通
） 

交
付
対
象
者 

水
田
で
麦
、大
豆
、米
粉
用
米
、飼
料

用
米
等
の
戦
略
作
物
や
、地
域
で
設

定
さ
れ
た
作
物
を
生
産
す
る
販
売

農
家
・
集
落
営
農（
米
の｢

生
産
数
量

目
標｣

の
達
成
に
か
か
わ
ら
ず
助
成

対
象
に
な
り
ま
す
） 

※
飼
料
用
米
・
米
粉
用
米
に
つ
い
て
は
、

当
年
産
の
出
荷
数
量
が
当
初
契
約
数

量
（
中
村
地
域
で
は
4
4
4
kg
／

反
、

西
土
佐
地
域
で
は
4
2
6
kg
／

反
）

の
8
割
に
満
た
な
い
場
合
は
理
由
書

が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

「
生
産
数
量
目
標
」
の
範
囲
内
で
主

食
用
米
の
生
産
を
行
っ
た
販
売
農
家
・

集
落
営
農
の
う
ち
、水
稲
共
済
加
入

者（
当
然
加
入
面
積[

25
a]

未
満
で
、

水
稲
共
済
未
加
入
者
は
、
22
年
度
の

出
荷
・
販
売
の
実
績
の
あ
る
人
） 

「
米
の
所
得
補
償
交
付
金
」
交
付
申

請
者 

対
象
作
物（
麦
・
大
豆
・
そ
ば
等
）の
生

産
を
行
っ
た
販
売
農
家
・
集
落
営
農 

四
万
十
市

四
万
十
市
・
高
知
大
学
連
携
事
業

高
知
大
学
連
携
事
業 

ア
ユ
報
告
会

報
告
会 

四
万
十
市

四
万
十
市
・
高
知
大
学
連
携
事
業

高
知
大
学
連
携
事
業 

ア
ユ
報
告
会

報
告
会 

四
万
十
市
・
高
知
大
学
連
携
事
業 

ア
ユ
報
告
会 

申請締切日 

3月22日(火) 

4月20日(水) 

5月20日(金) 

6月20日(月) 

7月20日(水) 

8月22日(月) 

9月20日(火) 

10月20日(木) 

11月15日(火) 

12月20日(火) 

24年1月20日(金) 

24年2月20日(月)

定例会開催予定日 

4月6日(水) 

5月6日(金) 

6月6日(月) 

7月7日(木) 

8月5日(金) 

9月6日(火) 

10月6日(木) 

11月7日(月) 

11月29日(火) 

24年1月6日(金) 

24年2月7日(火) 

24年3月7日(水)

詳しくは市ホームページをご参照ください。 

http://www.city.shimanto.lg.jp/gyosei/
nougyou/index.html

※定例会は傍聴もできます。 

問 （市）農業委員会事務局　�（34）1521

た
ん
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■
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
一
環

と
し
て
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
を
推
進
し
ま
す
。
 

○
補
助
対
象
者
 

・
自
ら
が
居
住
す
る
市
内
の
住
宅

に
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人
 

・
自
ら
が
居
住
す
る
た
め
に
市
内

の
シ
ス
テ
ム
付
き
新
築
住
宅

を
購
入
す
る
人
 

※
市
税
の
滞
納
が
あ
る
人
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。
 

○
補
助
金
額
 

　
出
力
１
kw
あ
た
り
３
万
円
 

 
（
上
限
12
万
円
）
 

※
予
算
額
は
2
4
0
万
円
 

 ■
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
方
に

は
、
売
電
量
お
よ
び
買
電
量

の
デ
ー
タ
の
提
供
そ
の
他
の

協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
 

家
庭
ご
み

家
庭
ご
み
 

減
量
推
進
員
研
修
会

減
量
推
進
員
研
修
会
 

家
庭
ご
み

家
庭
ご
み
 

減
量
推
進
員
研
修
会

減
量
推
進
員
研
修
会
 

家
庭
ご
み
 

減
量
推
進
員
研
修
会
 

ご
み
の
分
別
方
法

ご
み
の
分
別
方
法
 

　
　
　
な
ど
に
つ
い
て

　
　
　
な
ど
に
つ
い
て
 

　
　
　
　
　
　
　
研
修
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
研
修
し
ま
す
 

ご
み
の
分
別
方
法
 

　
　
　
な
ど
に
つ
い
て
 

　
　
　
　
　
　
　
研
修
し
ま
す
 

　
市
の
各
地
区
に
は
、ご
み
の
分

別
や
ご
み
だ
し
マ
ナ
ー
な
ど
を

指
導
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
家

庭
ご
み
減
量
推
進
員（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
リ
ー
ダ
ー
）が
い
ま
す
。 

　
推
進
員
の
皆
さ
ん
に
活
動
し

て
い
た
だ
く
た
め
、市
の
ご
み
減

量
へ
の
取
り
組
み
や
、ご
み
分
別

の
仕
方
に
つ
い
て
の
研
修
会
を

左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。ま

た
、あ
わ
せ
て
推
進
員
以
外
の
方

の
参
加
も
募
集
し
て
い
ま
す
。参

加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、4
月
13

日
（
水
）
ま
で
に
（
市
）
環
境
生
活

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
研
修
場
所
へ
は
、
各
自

で
お
越
し
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。 

■
開
催
日
　
4
月
14
日（
木
） 

■
時
　
間 

・
午
前
の
部 

　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

・
午
後
の
部 

　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分 

■
場
　
所 

　
幡
多
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー 

　
２
階（
上
ノ
土
居
） 

■
内
　
容 

　(

１)

ご
み
減
量
・
資
源
化
の
取

　
　  

り
組
み
に
つ
い
て 

　(

２)

ご
み
の
分
別
に
つ
い
て 

　(

３)

施
設
見
学 

　（
溶
融
炉
、紙
類
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト

　
ル
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
な
ど
） 

○
申
請
方
法
 

　
申
請
書
と
申
請
に
必
要
な
書
類
を
添
付
し
て（
市
）環
境
生
活
課
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。先
着
順
に
て
受
付
し
ま
す
。 

　
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、（
市
）環
境
生
活
課

ま
で
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

○
受
付
開
始
 

　
4
月
20
日（
水
）8
時
30
分
か
ら
受
付
を
始
め
ま
す
。申
請
は
、工
事
を
開
始
す
る

前
、ま
た
は
機
器
を
購
入
す
る
前
に
な
り
ま
す
。事
後
申
請
で
は
補
助
金
が
交
付

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。　
 

■　問い合わせ先　■　■　問い合わせ先　■　（市）（市）環境生活課　環境生活課　�（3434）61266126■　問い合わせ先　■　（市）環境生活課　�（34）6126

■
ご
み
減
量
、リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
ま
す
。 

○
補
助
対
象
者
 

 
四
万
十
市
民
も
し
く
は
四
万
十
市
の
事
業
者
 

○
対
象
機
器
お
よ
び
補
助
金
額
 

・
生
ご
み
処
理
機
 

　
３
万
円
以
上
の
機
器
に
対
し
て
１
／

2
補
助
 

　（
上
限
３
万
円
） 

・
紙
用
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
 

　
１
万
円
以
上
の
機
器
に
対
し
て
一
律
 

 
5,
0
0
0
円
 

※
購
入
は
四
万
十
市
内
の
店
舗
に
限
り
ま
す
。 

 ■
生
ご
み
処
理
機
を
使
用
す
る
こ
と
で
、嫌
な
臭

い
が
な
く
な
る
な
ど
衛
生
的
に
な
り
、生
ご
み

の
重
さ
も
1
／

５
に
減
少
し
ま
す
。 

設
置
期
限
　
平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で 

２階建ての設置例 

階段部分 居　室 
寝　室 

(子供部屋等)

寝　室 台　所 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
！

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
！ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
！ 

取
り
付
け
る
位
置
は
？ 

環
境
生
活
課
だ
よ
り

環
境
生
活
課
だ
よ
り 
環
境
生
活
課
だ
よ
り

環
境
生
活
課
だ
よ
り 
環
境
生
活
課
だ
よ
り 

★
実
際
に
起
き
た
事
例
★ 

■
64
歳
女
性
が
夕
食
に
使
用
し

た
天
ぷ
ら
油
を
、油
凝
固
剤
で
処

理
し
よ
う
と
、ガ
ス
に
火
を
つ
け

そ
の
場
を
離
れ
た
。そ
の
約
20
分

後
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
警

報
音
が
な
り
、気
付
い
た
本
人
が

近
く
に
あ
っ
た
タ
オ
ル
で
消
火

し
た
。 

（
高
知
市
） 

■
１
階
台
所
の
ガ
ス
コ
ン
ロ
に

煮
物
の
入
っ
た
鍋
を
火
に
か
け

た
ま
ま
外
出
し
、２
階
の
階
段
に

設
置
し
て
い
た
警
報
器
が
作
動
。

そ
の
音
に
気
付
い
た
隣
人
が
、２

階
の
窓
か
ら
煙
が
出
て
い
る
こ

と
を
発
見
。煙
で
充
満
し
た
台
所

に
入
り
、ガ
ス
コ
ン
ロ
の
火
を
消

す
と
と
も
に
１
１
９
番
通
報
し
、

火
災
発
生
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。 

（
南
国
市
） 

　
住
宅
火
災
で
の
死
者
減
少
を
め
ざ
し
、消
防

法
・
火
災
予
防
条
例
が
改
正
さ
れ
、
す
べ
て
の

住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
火
災
警
報
器
は
火
事
の
発
生
を
感
知
し
、逃

げ
遅
れ
な
い
よ
う
に
、警
報
音
な
ど
で
わ
た
し

た
ち
に
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。も
し
も
の
と
き
、

火
災
警
報
器
が
あ
な
た
を
、そ
し
て
あ
な
た
の

大
切
な
家
族
の
命
と
安
心
と
安
全
を
守
る
役

目
を
は
た
し
て
く
れ
ま
す
の
で
、ま
だ
設
置
さ

れ
て
い
な
い
お
宅
は
、一
日
も
早
い
設
置
を
お

願
い
し
ま
す
。 

　
警
報
器
は
、ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
・
家
電
量
販
店
な
ど
で
購
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

住
宅
用
太
陽
光

住
宅
用
太
陽
光
 

発
電
シ
ス
テ
ム

発
電
シ
ス
テ
ム
 

設
置
費
補
助

設
置
費
補
助
 

生
ご
み
処
理
機
・

生
ご
み
処
理
機
・
 

　
　
紙
用
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー

　
　
紙
用
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
 

　
　
　
　
　
　
購
入
費
補
助

　
　
　
　
　
　
購
入
費
補
助
 

住
宅
用
太
陽
光

住
宅
用
太
陽
光
 

発
電
シ
ス
テ
ム

発
電
シ
ス
テ
ム
 

設
置
費
補
助

設
置
費
補
助
 

生
ご
み
処
理
機
・

生
ご
み
処
理
機
・
 

　
　
紙
用
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー

　
　
紙
用
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
 

　
　
　
　
　
　
購
入
費
補
助

　
　
　
　
　
　
購
入
費
補
助
 

住
宅
用
太
陽
光
 

発
電
シ
ス
テ
ム
 

設
置
費
補
助
 

生
ご
み
処
理
機
・
 

　
　
紙
用
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
 

　
　
　
　
　
　
購
入
費
補
助
 

■　問い合わせ先　■　四万十消防署　■　問い合わせ先　■　四万十消防署　�（3434）58815881　西土佐分署　　西土佐分署　�（5252）11431143■　問い合わせ先　■　四万十消防署　�（34）5881　西土佐分署　�（52）1143

市
　
政

市
　
政 

市
　
政 

教
　
育 

く
ら
し 

情
報
掲
示
板 
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市教委だより 

下田中学校 

学
習
発
表
会 

大
宮
小
学
校
休
校
式 

子
ど
も
 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

中筋小学校 

36（日） 

23（木） 
大宮小学校 　

明
治
７
年
に
大
宮
学
舎
と
し
て
創
立
さ
れ
て
以
来
、
1
3
7

年
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
大
宮
小
学
校
が
、
児
童
の
減
少
に
伴

い
３
月
31
日
を
も
っ
て
休
校
と
な
り
ま
し
た
。 

　
休
校
の
決
定
以
降
、
地
域
、
学
校
、
P
T
A
が
一
体
と
な
っ
て

休
校
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
長
い
間
地
域
の
中
で
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
き
た『
大
宮
小
学
校
』に
別
れ
を
告
げ
る
た
め

の
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。 

　
３
月
６
日
に
行
わ
れ
た
休
校
式
に
は
、
卒
業
生
や
地
域
の
住

民
な
ど
約
1
5
0
人
が
参
加
し
、盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
式
で
は
、実
行
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、学
校
長
と
田
中

市
長
ほ
か
来
賓
の
方
々
に
ご
あ
い
さ
つ
い
た
だ
い
た
あ
と
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。 

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
津
野
川
小
学
校
の
皆
さ
ん
に
よ
る

「
エ
イ
サ
ー
」
と
、
地
元
の
子
ど
も
和

太
鼓
グ
ル
ー
プ「
一
番
星
」に
よ
る
和

太
鼓
演
奏
が
あ
り
、
会
場
が
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。最
後
に
、大
宮
小
学
校

最
後
の
児
童
と
な
っ
た
、
８
人
の
在

校
生
に
よ
る
歌
の
発
表
が
あ
り
、
校

歌
を
歌
う
時
に
は
来
場
し
た
方
々
も

一
緒
に
歌
う
と
い
う
一
幕
も
あ
り
ま

し
た
。 

　
児
童
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
は
、

校
舎
横
に
設
置
さ
れ
た
記
念
碑
の
除

幕
式
を
行
い
ま
し
た
。 

　
式
は
P
T
A
会
長
の
閉
会
あ
い
さ

つ
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

　
在
校
生
の
８
名
は
４
月
か
ら
は
、

川
　
小
学
校
に
通
学
し
ま
す
。
大
宮

小
学
校
を
卒
業
で
き
な
か
っ
た
こ
と

は
少
し
寂
し
い
で
す
が
、
新
し
い
学

校
で
友
達
が
た
く
さ
ん
で
き
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
う
で
す
。 

　
中
筋
小
学
校

で
は
、
毎
年
「
子

ど
も
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
目
的
は
、

交
流
学
習
で
お

世
話
に
な
っ
た

「
い
ろ
は
館
」「
あ

っ
た
か
ホ
ー
ム

な
で
し
こ
」「
あ
ゆ
み
共
同
作
業
所
」「
大
方

誠
心
園
」「
老
人
会
」の
方
々
を
お
招
き
し
て
、

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
た
め
に
行
い
ま

す
。「
老
人
会
」
の
方
と
は
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
で
お
話
を
し
た
り
し
て
楽
し
ん
だ
こ
と

を
思
い
出
し
な
が
ら
案
内
を
し
ま
す
。
低
・

中
・
高
学
年
に
分
か
れ
て
当
日
ま
で
の
準

備
を
し
て
き
ま
し
た
。 

　
時
間
は
少
な
い
け
ど
、
積
極
的
に
お
話
し

し
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
店
で
は
工
夫
を
凝
ら

し
た
り
し
て
、
来
て
く
れ
た
方
に
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
に
接
客
し
ま
す
。 

　
帰
る
時
は
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に

感
謝
の
気
持

ち
を
こ
め
て
、

プ
レ
ゼ
ン
ト

と
拍
手
で
お

見
送
り
し
ま
す
。

今
年
も
笑
顔

い
っ
ぱ
い
で

招
待
し
た
人

た
ち
は
帰
っ

て
く
れ
ま
し
た
。 

　
本
校
は
、
２
年
に
一
度
全
校
で
学
習
発
表

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年

で「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」等
を
活
用
し
て

取
り
組
ん
だ
実
践
内
容
を
学
年
ま
た
は
個
人

で
工
夫
し
、
参
観
者
に
分
か
り
や
す
く
発
表

す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。 

　
１
年
生
は
集
団
宿
泊
訓
練
、
２
年
生
は
職

場
体
験
学
習
、
３
年
生
は
高
齢
者
福
祉
や
保

育
体
験
等
、
学
習
し
た
こ
と
実
体
験
し
た
こ

と
を
集
団
で
協
力
し
て
ま
と
め
、
発
表
し
た

ほ
か
、
意
見
弁
論
や
英
語
暗
唱
、
朗
読
発
表
、

全
校
合
唱
・
合
奏
な
ど
感
動
す
る
内
容
が
盛

り
沢
山
で
し
た
。
各
学
年
が
ア
イ
デ
ア
を
出

し
て
演
劇
や
ダ

ン
ス
を
一
生
懸

命
表
現
し
て

い
る
姿
は
見

て
く
だ
さ
っ

た
保
護
者
・
地

域
の
方
々
、
朝

読
書
で
読
み

聞
か
せ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
て
く
れ
た
方
々

に
感
動
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。 

　
生
徒
の
達

成
感
と
観
客

の
感
動
が
ひ

と
つ
に
な
っ

た
素
晴
ら
し

い
学
習
発
表

会
で
し
た
。 

▲全校生徒の合唱 ▲音楽部　サックス演奏 

記念碑の前で 地域の方と一緒に校歌を歌う 

▲♪歓迎の歌「音楽のおくりもの」♪ 

▲来てくれて、ありがとうございます 
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「
四
万
十
川
こ
ど
も
演
劇
祭
２
０
１
１
」
を
開
催
し
ま
す 

　
こ
ど
も
た
ち
に
観
劇
の
機
会
を
と
、1
9
9
3
年
の
第
１
回

の
開
催
以
降
、
2
年
に
１
回
実
施
し
、
今
年
で
11
回
目
に
な
り

ま
す
。市
内
全
保
育
所
、学
校
の
こ
ど
も
た
ち
が
観
劇
し
ま
す
。 

　
生
の
舞
台
に
ふ
れ
心
を
動
か
さ
れ
る
体
験
は
、こ
ど
も
た
ち

の
感
性
を
伸
ば
し
、
心
を
育
て
ま
す
。
親
子
で
見
た
感
動
は
親

子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
―
シ
ョ
ン
も
広
げ
て
く
れ
ま
す
。こ
の
機
会

に
こ
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
観
賞
し
ま
せ
ん
か
？
ど
な
た
で
も

観
賞
で
き
ま
す
。 

　
３
月
６
日（
日
）、第
６
回
 
四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
が

市
立
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に
顕
著
な
功
績
を
あ
げ
た
方
を
表

彰
す
る
も
の
で
、今
回
は
、優
秀
賞
の
個
人
17
人
、優
秀
賞
の
団

体
８
団
体
、特
別
賞
の
個
人
１
人
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
表
彰
式
は
、
受
賞
者
や
推
薦
者
、
保
護
者
約
70
名
が
出
席
し

て
行
わ
れ
、こ
う
ち
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
２
０
１
０
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
優
勝
な
ど
輝
か
し
い
成
績
を
残
し
た
四
万

十
シ
ニ
ア
の
伊
与
田
穣
さ
ん
か
ら
、受
賞
者
を
代
表
し
て
謝
辞

が
あ
り
ま
し
た
。 

☆観劇料 
　3歳以上700円 
　2歳以下無料 
※当日受付でお支払い
　ください。 
●公演時間が変更に 
　なる場合があります
　ので、事前にお問い
　合わせください。 

　人形が立ち上がり歩く、
しゃべる…、ただそれだけ
なのになにやら愉快なの
です！ 
　ばばばあちゃんは空を
みあげて言いました。 
「なんてお星さんがきれい
なんだろう。このまま家の
中にいるのはおしい星空
だね。そうだ！」 
　どんどん家の中の物が
持ち出されます。 

（人形劇団ひぽぽたあむ） 
　　　　　　上演時間：50分 

　つぎは山にはコンの家
族だけ、すぎの木山にはポ
ンの家族だけ。 
「ともだちってなんだろ～」 
「だれかといっしょに遊び
たいな～」 
そんな二人が出会った！ 
　人形を使ったり、看板か
ら顔を出したりと大奮闘
で演じます。 
　歌も楽しく、優しい作品
ですので、初めて舞台を見
る小さい方でも大丈夫。 

（劇団むう）　上演時間：45分 

　オレ、村木茂――あだ名
は「ゲゲ」。 
　オレは毎日のように、の
んのんばあの家に遊びに
行く。あ、「のんのんばあ」
というのは、神仏をのんの
んと拝むお婆さんの事な
んだけど、いろんなところ
にひそむ妖怪の事をよく知っ
ていていろんな話をして
くれるのが楽しくって仕
方ない！ 

（劇団コーロ） 
上演時間：1時間35分（休憩10分） 

のんのんばあとオレ 

● 問い合わせ先 ●　四万十川こども演劇祭実行委員会（市立中央公民館内） �（34）7311　FAX（35）4260

日　程 

5月30日（月） 

31日（火） 

6月 1日（水） 

2日（木） 

3日（金） 

会　場 

もみじ保育所

下田保育所 

具同保育所 

東中筋保育所 

中村幼稚園 

開演時間 

10：00 

〃 

〃 

〃 

〃 

日　程 

6月16日（木）

17日（金） 

20日（月） 

21日（火） 

22日（水） 

会　場 

 文化センター
 

 

具同小学校 

東山小学校 

西土佐ふれあいホール 

開演時間 

13：45 

 

 
14：00 

13：45

日　程 

6月13日（月）

14日（火） 

15日（水） 

16日（木） 

17日（金） 

会　場 

愛育園 

あおぎ保育所 

古津賀保育所 

利岡保育所 

西土佐ふれあいホール 

開演時間 

10：00 

〃 

〃 

〃 

〃 

四
万
十
市

四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

賞
表
彰
式 
四
万
十
市

四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

賞
表
彰
式 
四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式 

 

種　目 
水泳 
〃 
〃 
〃 

ソフトテニス 
〃 
〃 
陸上 
〃 
柔道 
陸上 

ソフトテニス 
〃 
〃 
水泳 
陸上 
〃 

 
種　目 
野球 
水泳 

ソフトテニス 
陸上 
〃 
〃 
馬術 

ソフトボール 
 
種　目 

ソフトボール 

学年等 
具同小 3年 
中村南小 5年 
中村南小 5年 
中村小 5年 
大用小 6年 
中村小 6年 
東山小 6年 
6年 
1年 
2年 
2年 
2年 
2年 
3年 
3年 
3年 
1年 

 
人　数 
１７人 
　４人 
　８人 
　９人 
２２人 
２３人 
　８人 
１５人 

 
学　年 

蕨岡小　6年 

【優秀賞：個人】 

【優秀賞：団体】 

【特別賞：個人】 

①10：40 
②14：00

｝ 

所　　　属 
中村スイミングクラブ 

〃 
〃 
〃 

中村ジュニア　ソフトテニスクラブ 
〃 
〃 

中村南小学校 
県立中村中学校 

〃 
〃 

東中筋中学校 
〃 
〃 

県立中村中学校 
〃 

中村高校 
 

代表者名 
　佐田　　傑 
　濱田龍太朗 
　池本　大樹 
　細木菜々恵 
　大塚　　瞳 
　小栗　直己 
　二村　　亮 
　谷本　哲志 

 
所　　　属 

蕨岡子供会　ソフトボール部 

氏　　名 
山沖　果廉 
松岡　杏実 
山本　巴菜 
深原　大誠 
佐竹　生和 
梶原　萌乃 
大塚　香菜 
池本有加里 
西原　　琳 
竹中　　涼 
倉松　　涼 
東　　侑希 
山本　和弥 
大橋　拓実 
森　　圭祐 
細木菜々恵 
池本　　愛 

 
団　体　名 

八束スポーツ少年団 
中村スイミングクラブ 
東中筋中学校 男子ソフトテニス部 
県立中村中学校 駅伝部女子 
　　  〃　　  陸上競技部 
中村高校 陸上競技部男子 
幡多農高 馬術部 
四万十シニア 
 

氏　　名 
下山　絵理 

市
　
政 

教
　
育

教
　
育 

教
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3
3 木 

シ
ル
バ
ー
パ
ワ
ー
全
開
！ 

　
シ
ル
バ
ー
教
室
閉
級
式
・

発
表
会
が
盛
大
に
開
催

さ
れ
、
全
11
講
座
、
約

3
0
0
人
の
講
座
生
が

そ
れ
ぞ
れ
１
年
間
か
け

て
取
り
組
ん
だ
成
果
を

発
表
し
ま
し
た
。閉
級
式

に
先
駆
け
行
わ
れ
た
作

品
展
で
は
、書
道
や
水
彩

画
、
編
み
物
、
生
け
花
や

寄
せ
植
え
な
ど
た
く
さ

ん
の
力
作
が
勢
ぞ
ろ
い
し
、

会
場
を
に
ぎ
わ
せ
ま
し
た
。 

　
閉
級
式
で
は
、
宿
毛

高
校
教
諭
の
森
本
悦
夫

先
生
に
「
い
の
ち
を
輝

か
せ
た
い
」
と
題

し
て
記
念
講
演

を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
自

作
の
歌
な
ど
を

交
え
な
が
ら
の

実
体
験
を
元
に

し
た
お
話
に
、
人

権
問
題
や
部
落

差
別
な
ど
を
あ

ら
た
め
て
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
午
後
か
ら
の
発

表
会
は
満
員
の
聴

衆
の
前
で
、
ど
の

講
座
も
ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
を
浴
び
な

が
ら
い
き
い
き
と

発
表
を
行
い
ま
し

た
。
皆
さ
ん
と
て

も
元
気
で
、
パ
ワ

ー
あ
ふ
れ
る
舞
台

で
し
た
。 

　
3
月
12
日（
土
）、西
土
佐
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル
で
、子
育
て
支
援
事
業
の
一
つ

「
子
育
て
講
座
」と
し
て
、西
土
佐
出
身

の
上
村
克
徳
さ
ん（
西
神
戸
医
療
セ
ン

タ
ー
小
児
科
医
長
）を
講
師
に【「
育
児
」

は「
育
自
」】と
題
し
た
講
演
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
講
演
会
で
は
、小
児
科
医
と
し
て
現

場
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
上

村
先
生
の
視
点
か
ら
見
た
、子
育
て
を

行
う
上
で
気
を
つ
け
な
い
と
い
け
な

い
こ
と
な
ど
を
具
体
的
に
お
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
特
に
、
何
度
も
繰
り
返
し
述
べ
た
の

は
、「『
子
育
て
』は
人
間
相
手
の
こ
と
な

の
で
、『
善
』
も
『
悪
』
な
く
『
白
』
も
『
黒
』

も
な
い
。
1
0
0
％
正
し
い
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
存
在
し
な
い
。
ど
う
し
て
も
周
り

と
比
べ
て
し
ま
う
の
は
人
間
の
性
（
ほ

か
の
動
物
に
は
な
い
習
性
だ
そ
う
で
す
）

だ
が
、
子
ど
も
の
成
長
は
個
人
差
が
必

ず
あ
る
し
、何
事
に
も
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
は
あ
る
」と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

　
講
演
の
最
後
に
は
、子
育
て
中
の
方

に
対
し
て
、現
代
の
親
は
し
っ
か
り
育

て
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
意
識

が
強
す
ぎ
て
、子
育
て
を
頑
張
り
す
ぎ

る
傾
向
に
あ
る
。
も
っ
と
「
子
育
て
を

楽
し
も
う
」と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
２
月
26
日（
土
）付
、日
本
経
済
新
聞

プ
ラ
ス
１
で
、入
田
河
川
敷
の
春
の
景

色
が「
春
を
満
喫
で
き
る
水
辺
の
名
所
」

全
国
ラ
ン
キ
ン
グ
第
２
位
に
な
り
ま

し
た
。 

　
世
界
中
の
見
所
を
知
り
ぬ
い
た
旅
行

専
門
家
や
写
真
家
な
ど
が
選
ん
だ
も
の

で
、大
変
価
値
の
あ
る
こ
と
で
す
。 

　
入
田
河
川
敷
が
こ
の
よ
う
に
評
価

さ
れ
た
の
は
、幡
多
農
高
の
生
徒
さ
ん

や
、
四
万
十
川
自
然
再
生
協
議
会
、
入

田
上
下
地
区
を
中
心
と
す
る
、四
万
十

市
観
光
振
興
連
絡
会
議
会
員
の
皆
さ

ん
の
地
道
な
努
力
と
協
力
に
よ
る
も

の
で
す
。こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん

で
守
り
育
て
て
、四
万
十
市
の
大
き
な

財
産
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

　
４
月
中
旬
頃
ま
で
は
、菜
の
花
と
柳

の
新
芽
と
青
い
空
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

が
最
高
で
す
の
で
、ぜ
ひ
一
度
足
を
運

ん
で
、そ
の
す
ば
ら
し
さ
を
体
感
し
て

く
だ
さ
い
。 

子
育
て
講
座 

「
育
児
」と「
育
自
」 

　
２
月
22
日(

火)

、
第
６
回
四
万

十
市
障
害
者
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
が
安
並
運
動
公
園
で
行
わ
れ
、

28
名
の
選
手
の
方
々
が
７
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
白
熱
し
た

プ
レ
ー
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
こ

の
大
会
は
健
康
づ
く
り
と
親
睦

を
目
的
と
し
て
い
て
、
団
体
や
個

人
で
成
績
優
秀
者
や
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
賞（
７
名
）の
表
彰
も
あ
り
、

楽
し
い
交
流
の
場
に
な
り
ま
し
た
。 

2
22火 

3
12土 

障
害
者 

　
グ
ラ
ン
ド 

　
　
　
ゴ
ル
フ
大
会 

入
田
の
春
の
景
色
が 

　
　
全
国
第
2
位
に
！ ＊お願い＊　菜の花の中には入らないでくださいね。 

広報四万十３月号掲載記事のお詫びと訂正 
　広報３月号に掲載した記事に誤りがございましたので、お詫び申し上げ
ますとともに下記のとおり訂正いたします。 

 地域づくり支援職員地区カルテ（５ページ） 

　中家地と中組の写真が入れ替わって掲載されておりました。 

 高知県議会議員選挙関連（８ページ） 

◎標題 

　（正）高知県議会議員選挙　（誤）高知県議会議院選挙 

◎上段右　■投票のできる人 

　（正）１.今回の高知県議会議員選挙の･･･。 

　（誤）１.今回の参議院議員通常選挙の･･･。 

◎下段右 

　（正）４月10日執行高知県議会議員選挙投票所一覧 

　（誤）４月10日執行高知県議会議院議員通常選挙投票所一覧 

 歴史の窓（24ページ） 

　上段右から３行目　　（正）多くの渡し　（誤）多くの橋 

（市）企画広報課 秘書広報室 広報公聴係 
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�（34）2126

医
師
診
療
担
当
日 

● 

受
　
　
付:

８
時
〜
11
時 

● 

診
療
時
間:

９
時
〜 

月 火 水 木 金 

 

内　科 

 

 

 

外　科 

整形外科 

脳神経 

外　科 
 

泌尿器科 

 
午前 

 

午後 

 
午前

 
午前

午前 
 

午後 

宇都宮俊介 

河内　通 

伴　昌幸 

（川田祥子） 

石井泰則 

坪屋英志 

川田祥子 

（伴　昌幸） 

宇都宮俊介 

河内　通 

伴　昌幸 

（川田祥子） 

石井泰則 

坪屋英志 

川田祥子 

（伴　昌幸） 

宇都宮俊介 

河内　通 

伴　昌幸 

（川田祥子） 

樋口佑次 
 

竹田修司 

急　患　の　み 

休　　　　　診 

（第1週休診） 

（禁煙 
外来を 
含む） 

初診 
初診 

初診 

再診 

再診 

初診 

再診 

休　診 
再診 

再診 

初診 

再診 

再診 

再診 

初診 

再診 

再診 

伊藤勝彦 

伊藤勝彦 

樋口佑次 

樋口佑次 

（紹介患者のみ） 

（紹介患者のみ） 

樋口佑次 樋口佑次 樋口佑次 

樋口佑次 

伊藤勝彦 

鷲山憲治 

鷲山憲治 

国立高知 

病院医師 

伊藤勝彦 
伊藤勝彦 

濱川公祐 

伊藤勝彦 

伊藤勝彦 

西村光太郎 第2
第4

筒井章仁 

竹田修司 平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら 

新 任 医 師 紹 介  

　はじめまして、４月から外科医として働か
せていただきます。私は岡山大学出身ですが、
縁があって四万十市にお誘いいただきました。
四万十市には毎年家族で夏休みに来ており、

その自然の豊かさにひかれてやってまいりました。今日、地方は
厳しい医療情勢ではありますが、できる限りお役に立てますよう
努力いたします。主には肺癌治療を得意としておりますが、呼吸
器内科、消化器外科もこなしますので、よろしくお願いいたします。 

石井　泰則 

外科部長 【主な履歴】 
　昭和36年 4月　香川県小豆島町生まれ 
　　　55年 3月　香川県立高松高校卒業 
　　　61年 3月　岡山大学医学部卒業 
　　　61年 4月　岡山大学第一外科入局 
　　　61年 8月　愛媛県新居浜十全病院勤務 
　　　63年 8月　広島市民病院勤務 
　平成 6年 8月　岡山県水島第一病院勤務 
　　　10年11月　岡山県新見中央病院勤務 
　　　16年 4月　広島県井上病院勤務（副院長） 
（所属学会） 
　日本外科学会　　　　　日本肺癌学会 
　日本臨床外科学会　　　日本呼吸器内視鏡学会 
　日本消化器外科学会　　日本呼吸器外科学会 
 

いし　　  い やす　　のり 

■泌尿器科医は、都合（病気）により、着任が延期になりました。その間、泌尿器科は休診となります。 
■市民病院の建物は、増築部分を除き、4月から耐震補強工事を行います。 
　利用者の皆さまにはご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力のほどよろしくお願いします。 

第1
第3

第2

第4

市
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教
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し
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脳
ド
ッ
ク
検
診
費
用

検
診
費
用
の
助
成
助
成
 

脳
ド
ッ
ク
検
診
費
用

検
診
費
用
の
助
成
助
成
 

脳
ド
ッ
ク
検
診
費
用
の
助
成
 

　
市
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
の
、く
も
膜
下
出
血

や
脳
梗
塞
な
ど
の
脳
卒
中
の
疾
病
予
防
と
早
期

発
見
、早
期
治
療
の
促
進
を
図
り
、健
康
管
理
意

識
の
向
上
と
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て
、
脳
ド

ッ
ク
検
診
費
用
助
成
申
請
の
受
付
を
4
月
か
ら

開
始
し
ま
す
。 

 ■
対

象

者
 

市
内
に
住
民
票
が
あ
り
、
平
成
24
年
3
月
31
日

現
在
で
40
歳
以
上
の
人
（
平
成
23
年
度
末
ま

で
に
40
歳
に
到
達
す
る
人
も
該
当
し
ま
す
） 

■
助
成
費
用
 

検
診
費
用
2
5
0
0
0
円
の
う
ち
 

2
0
0
0
0
円（
自
己
負
担
金
5
0
0
0
円
） 

■
検
診
場
所
　
市
民
病
院
 

（
予
約
制:

市
へ
の
助
成
申
請
後
、
予
約
を
し

ま
す
） 

　
※
水
、金
曜
日
の
午
後
、1
日
3
人
ま
で
 

■
実
施
時
期
 

5
月
初
旬
ご
ろ
か
ら
（
耐
震
工
事
の
実
施
に

よ
り
検
診
で
き
な
い
期
間
が
あ
り
ま
す
） 

■
検
査
内
容
 

問
診
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
（
脳
断
層
写
真
）
、
Ｍ
Ｒ
Ａ
（
脳

動
脈
瘤
な
ど
の
血
管
の
異
常
検
査
）、頸
動
脈

エ
コ
ー（
超
音
波
検
査
） 

※
50
歳
以
上
の
希
望
者
に
は
、
早
期
ア
ル
ツ

　
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
簡
易
判
定
も
右
記

　
費
用
内
で
実
施
 

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
 

　（
市
）保
健
介
護
課
�
�
（
3
4
）1
1
1
5



４
月
か
ら
各
種
が
ん
検
診
や
特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
す 

　
新
年
度
の
各
種
が
ん
検
診
や
、特
定
健
康
診
査（
生
活
習
慣
病
健
診
）な
ど
を
順
次
実

施
し
ま
す
。自
分
の
健
康
を
確
認
す
る
た
め
、積
極
的
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

 

◎
各
種
が
ん
検
診（
肺
が
ん
検
診
、胃
が
ん
検
診
、大
腸
が
ん
検
診
、前
立
腺
が
ん
検
診
、

　
子
宮
が
ん
検
診
） 

　
・
集
団
検
診
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。（
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
事
業
を
除
く
） 

　
・
が
ん
検
診
ご
と
に
対
象
者
の
性
別
や
年
齢
等
が
異
な
り
ま
す
。 

　
・
事
前
に
申
し
込
み
の
あ
っ
た
人
に
対
し
て
、地
区
ご
と
に
集
団
検
診
の
実
施
時
期

　
　
に
あ
わ
せ
て
、お
お
む
ね
２
週
間
前
に
検
診
料
金
等
を
表
示
し
た
受
診
票
を
個
人

　
　
通
知
し
ま
す
。 

　
※
市
で
は
、
各
種
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
に
む
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後

　
　
も
検
診
日
程
に
よ
り
受
診
可
能
な
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、随
時
申
し
込
み
を
受

　
　
け
付
け
し
ま
す
。（
や
む
を
得
な
い
事
情
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、電
話
で
の
申
し
込

　
　
み
も
で
き
ま
す
） 

 

◎
特
定
健
康
診
査（
生
活
習
慣
病
健
診
） 

　
・
市
で
は
、４
月
１
日
以
降
継
続
し
て
国
保
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で

　
　
の
人
を
対
象
に
、集
団
健
診
お
よ
び
個
別
健
診（
医
療
機
関
で
の
受
診
）に
よ
り
特

　
　
定
健
診
を
実
施
し
ま
す
。 

　
・
対
象
者
に
は
、地
区
ご
と
に
集
団
健
診
の
実
施
時
期
に
あ
わ
せ
て
、お
お
む
ね
２
週

　
　
間
前
に
健
診
料
金
な
ど
を
表
示
し
た
受
診
券
を
個
人
通
知
し
ま
す
。（
申
し
込
み
不
要
） 

　
・
集
団
健
診
の
日
程
以
前
に
個
別
健
診
で
受
診
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、下
記
ま
で
連

　
　
絡
し
て
く
だ
さ
い
。（
個
別
健
診
で
は
、
予
約
に
よ
り
医
療
機
関
の
診
療
日
・
診
療

　
　
時
間
内
に
受
診
で
き
ま
す
） 

　
・
特
定
健
診
の
受
診
結
果
に
よ
り
、生
活
習
慣
の
改
善
が
必
要
な
人
に
つ
い
て
は
、保
健

　
　
師
・
管
理
栄
養
士
な
ど
が
無
料
で
生
活
習
慣
の
改
善
を
支
援
し
ま
す
。（
特
定
保
健
指
導
） 

　
※
平
成
22
年
度
の
特
定
保
健
指
導（
さ
よ
な
ら
メ
タ
ボ
講
座
）で
は
、ス
タ
ッ
フ
に
加

　
　
え
理
学
療
法
士
、健
康
運
動
指
導
士
を
講
師
と
し
て
講
話
や
実
技
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
参
加
者
か
ら
は
、
積
極
的
な
質
問
が
出
る
な
ど
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
参
加
者
の

　
　
中
に
は
10
㎏
以
上
の
減
量
に
成
功
さ
れ
た
人
も
お
り
、意
見
や
情
報
を
交
換
し
な

　
　
が
ら
励
ま
し
あ
い
、そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
生
活
習
慣
の
改
善
に
取
り
組

　
　
ん
で
い
ま
す
。 

　
　
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
続
け
る
た
め
に
、ま
ず
特
定
健
診
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

　
　
お
願
い
し
ま
す
。 

 

◇
検
診（
健
診
）な
ど
の
日
程（
事
業
予
定
計
画
）に
つ
い
て
は
、月
ご
と
に
掲
載
し
て
い

　
る
市
広
報
の
保
健
カ
レ
ン
ダ
ー
や
、今
月
号
の
市
広
報
と
同
時
配
布
す
る
保
健
衛
生

　
事
業
計
画
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

協会けんぽ加入のご家族の皆さまへ ―特定健診のお知らせ― 

　協会けんぽに加入している被扶養者の人も、市が実施している国保加入者を対象とする特定健診の集団健
診を受診することができます。受診するには、協会けんぽが発行している「受診券」と「保険証」が必要ですので、
受診券をお持ちでない人は、協会けんぽまでお問い合わせのうえ「受診券」を受け取るようにしてください。ま
た、集団健診の予約申し込みは、（市）保健介護課 �（34）1115に電話などで事前にご連絡をお願いします。 

● 

問
い
合
わ
せ
先 

● 

　（
本
庁
）保
健
介
護
課
　
�
（
３
４
）１
１
１
５  

（
総
合
支
所
）保
健
課
　
�
（
５
２
）１
１
３
２ 

■問い合わせ先　全国健康保険協会（協会けんぽ）高知支部���088（820）6010

シ
ニ
ア
す
こ
や
か
温
水
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

シ
ニ
ア
す
こ
や
か
温
水
ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

シ
ニ
ア
す
こ
や
か
温
水
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

シ
ニ
ア
す
こ
や
か
温
水
ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

シ
ニ
ア
す
こ
や
か
温
水
ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

　
市
で
は
介
護
予
防
講
座「
シ
ニ
ア
す
こ
や
か

温
水
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。
こ
の
講
座
は
、
膝
や
腰
へ
の
負
担
が
少
な

い
水
中
運
動
で
、筋
力
を
鍛
え
柔
軟
性
を
向
上

さ
せ
る
と
共
に
楽
し
く
温
水
プ
ー
ル
で
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
す
る
こ
と
に
よ
り
、介
護
状
態
に
な
る

こ
と
を
予
防
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。 

 

期
　
間 

　【
前
期
】平
成
23
年
５
月
〜
９
月 

　【
後
期
】平
成
23
年
10
月
〜
平
成
24
年
２
月 

時
　
間
　
12
時
15
分
〜
13
時
15
分 

　
　
　
　（
受
付:

11
時
30
分
〜
） 

場
　
所
　
市
立
温
水
プ
ー
ル 

コ
ー
ス
／
定
員 

　
毎
週
月
曜
コ
ー
ス（
全
15
回
）
30
人 

　
毎
週
金
曜
コ
ー
ス（
全
15
回
）
30
人 

　
※
申
込
者
が
定
員
を
上
回
る
場
合
は
、未
受

　
　
講
者
を
優
先
し
ま
す
。 

対
象
者 

　
65
歳
以
上
の
四
万
十
市
民
で
介
護
保
険
要

　
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人 

　
※
持
病
の
あ
る
人
は
事
前
に
か
か
り
つ
け 

　
　
医
師
に
プ
ー
ル
で
運
動
し
て
い
い
か
確
認 

　
　
し
て
く
だ
さ
い
。 

運
動
内
容 

　
水
中
ス
ト
レ
ッ
チ
、水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、 

　
ア
ク
ア
ビ
ク
ス 

な
ど 

参

加

料
　
無
料（
プ
ー
ル
入
場
料
も
無
料
） 

受
付
期
間
　
４
月
11
日（
月
）〜
27
日（
水
） 

講
　
　
師 

　
（
財
）
四
万
十
市
体
育
協
会
所
属
の
水
泳

指
導
者 

そ

の

他 

　
実
施
期
間
終
了
後
、半
年
に
１
回
体
力
測
定

お
よ
び
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。 

測定項目 
前屈(cm) 
握力[右](kg) 
握力[左](kg) 
脚力(kg) 
腹筋 
片足立ち(秒)

参加前 
14.6 
27.5 
25.8 
24.7 
16.8 
60.1

参加後 
14.6 
24.4 
22.8 
29.2 
19.0 
65.5

【評　　価】 
　個人差はありますが、22年度の講座で
は前屈、握力についてあまり成果は見ら
れませんが、脚力、腹筋、バランス感覚で
は成果が現れています。 
　これらの向上は日常生活での転倒防
止などに役立っていると考えられます。 

■22年度後期参加者の測定データ（平均値） 

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先 

　（
財
）四
万
十
市
体
育
協
会
事
務
局(

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内)

�
�
（
３
４
）２
０
７
１ 

//
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保健カレンダー ～健康は自分で～ 

１年に１度は検診を 4 中村地域 

西土佐地域 

健
診 

相
談 

教
室
・
学
習
会 

献
血 

動
物
関
係 

注1）特定健診（生活習慣病健診）は、40歳以上の国保加入者で受診票または受診券を送付している人および     
　　40歳以上の協会けんぽ等加入の被扶養者で市に事前に予約済みの人が対象です。     
注2）ポリオ対象者（個人通知します）     
　　1回目・・・平成22年7月9日～平成23年2月13日生まれの人　2回目・未済者・・・平成15年11月11日～平成22年7月8日生まれの人     
　※4月9日までの計画については、広報四万十3月号に掲載しています。 

● 問い合わせ先 ●（本庁） 保健介護課  ��(34)1115　（総合支所） 保健課  ��(52)1132
中村地域の狂犬病予防注射業務は4月から環境生活課が担当になります。  ��（35）4147

麻しん風しん予防接種を受けましょう 

対　象　者 接種期間 

　麻しん（はしか）は、空気感染・飛沫感染によっておこる大変感染力が強い病気で、時には重症化し、命にかかわる場
合もあります。また、さまざまな重篤な疾患（肺炎、脳炎、中耳炎など）を併発しやすいことも特徴です。 
　麻しんにかからないようにするためには、予防接種が最も効果的であり、確実に２回の予防接種を受けることによ
り、麻しんに対する免疫を持続できるものと考えられています。 
　対象者には個別に通知をしますので、体調の良いときにできるだけ早く受託医療機関で予防接種を受けてくださ
い。接種料金は無料です。 

1期 

2期 

3期 

4期 

1歳～2歳未満（誕生日の前々日まで） 

小学校就学前の1年間の人（平成17年4月2日～平成18年4月1日生） 

中学1年生相当年齢の人（平成10年4月2日～平成11年4月1日生） 

高校3年生相当年齢の人（平成5年4月2日～平成6年4月1日生） 

1歳になる前に個別通知をします。 

 
平成23年4月1日 

平成24年3月31日 

● 問い合わせ先 ● （本庁）保健介護課　�（34）1115　（総合支所）保健課　�（52）1132

〜
 

《
平
成
23
年
度
の
対
象
者
》 

※1歳になったらできるだけ早く接種をしま 
　しょう。 

※毎年春から夏にかけて麻しんの流行がみら 
　れますので、早めに接種をしましょう。 

胃がん検診 
胸部レントゲン（肺がん検診） 
マム＆チルドレン 
献血 
献血 
乳児・1歳6ヵ月児・3歳児健診 
献血 
1歳9ヵ月児健診 
狂犬病予防注射 
乳幼児（赤ちゃん）相談 
ママタッチ教室 
離乳食相談 
胃がん検診 
乳児健診 
医師による子育て相談【要予約】 
狂犬病予防注射 
3歳児健診 
特定健診（生活習慣病健診）  注1 
胸部レントゲン（肺がん検診） 
マム＆チルドレン 
乳児健診 
胸部レントゲン（肺がん検診） 
胸部レントゲン（肺がん検診） 
ポリオ　　　　　　　　　  注2 
ひまわり健診 
ひまわり健診 
ポリオ　　　　　　　　　  注2 
胃がん検診 
マム＆チルドレン 
ポリオ　　　　　　　　　  注2 
ひまわり健診 
ひまわり健診 
胃がん検診 
ポリオ　　　　　　　　　  注2 
ポリオ　　　　　　　　　  注2 
狂犬病予防注射 

4月11日（月） 
4月12日（火） 

4月13日（水）
 
 

4月14日（木）
 
 
 

4月15日（金） 
 
 

4月18日（月） 
 

4月20日（水）
 
 

4月21日（木） 

4月22日（金）
 
 

4月25日（月） 
 

4月27日（水） 
 

4月28日（木） 

5月 9日（月）
 
 
 

5月10日（火） 
 
 
 

5月11日（水） 
 
 

5月12日（木） 
 

5月13日（金） 

月　日 事　　業　　名 該当地区 時　　間 場　　　　所 
8：00～10：30 
個別通知 

10：00～11：30 
12：30～17：00 

9：00～11：30　12：30～17：00 
受付13：30～ 
9：00～12：30 
12：50～13：30 
個別通知 

9：30～11：00　13：00～14：30 
9：30～11：00 
13：00～14：30 
8：00～10：00 
12：50～13：30 

9：00～12：00　13：00～17：00 
個別通知 

12：50～13：30 
9：30～10：30　13：30～14：30 

個別通知 
10：00～11：30 
12：50～13：30 
個別通知 
個別通知 

14：00～14：40 
9：30～10：30 
13：30～14：30 
14：00～14：40 
8：00～10：30 
10：00～11：30 
14：00～14：40 
9：30～10：30 
13：30～14：30 
8：00～10：30 
14：00～14：40 
14：00～14：40 
個別通知 

古津賀ふれあい会館 
下田地区 
具同体育センター 
竹本病院 
フジグラン四万十 
保健センター（西土佐） 
JA高知はた本所 
四万十市役所 
具同・八束地区 
四万十市役所 
四万十市役所 
四万十市役所 
JA高知はた中村西部事業所 
四万十市役所 
四万十市役所 
東中筋・中筋・大川筋地区 
四万十市役所 
中筋小学校 
東中筋・中筋地区 
具同体育センター 
四万十市役所 
八束地区 
東山地区 
市民病院 
本村小学校体育館 
西ケ方小学校体育館 
市民病院 
具同体育センター 
具同体育センター 
市民病院 
下家地小学校体育館 
須　小学校体育館 
具同体育センター 
市民病院 
市民病院 
東山・下田地区 

東山 
下田 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東中筋 
 
 
 
 
中筋 

東中筋・中筋 
 
 
八束 
東山 
 
 
 
 
具同 
 
 
 
 
具同 
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第２回 保健・医療・福祉連携シンポジウム 第２回 保健・医療・福祉連携シンポジウム 
　
急
速
な
高
齢
化
や
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、障

害
者
や
高
齢
者
が
増
加
す
る
中
、
地
域
・
家
族
が
施

設
・
事
業
所
と
交
流
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
充
実
を

目
指
す
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、

３
月
３
日（
木
）、社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
主
催
で
あ
る
市
を
代
表
し
て
田
中
市
長
の
あ
い

さ
つ
の
あ
と
、地
域
に
お
け
る
実
践
報
告
と
講
演
が

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

（１）「
要
介
護
高
齢
者
の
口
腔
ケ
ア
の
取
り
組
み
」

　
　
〜
歯
科
衛
生
士 

　
在
宅
要
介
護
高
齢
者
は
、口
腔
内
の
細
菌
数
の
増

加
と
機
能
低
下
に
よ
る
誤
嚥
性
肺
炎
の
危
険
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、必
要
と
さ
れ
る
口
腔
ケ
ア

の
認
識
度
は
低
い
。そ
こ
で
①
お
い
し
く
口
か
ら
食

べ
る
、
②
む
し
歯
や
歯
周
病
の
予
防
、
③
誤
嚥
性
肺

炎
予
防
を
目
的
と
し
て
、四
万
十
市
口
腔
ケ
ア
研
究

委
員
会
を
設
置
し
、23
年
度
よ
り
要
介
護
３
〜
５
の

在
宅
高
齢
者
を
対
象
に
訪
問
に
よ
る
口
腔
ケ
ア
助

成
事
業
を
実
施
す
る
に
至
っ
た
。今
後
も
関
係
者
の

連
携
の
も
と
口
腔
ケ
ア
を
通
じ
て
高
齢
者
の
安
心

を
支
え
る
一
員
と
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
。 

 

（２）「
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
求
め
て
」 

　
　
　
〜
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
か
が
や
き
管
理
者 

　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
か
が
や
き
は「
認
知
症
対
応
型

共
同
生
活
介
護
」と
い
う「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」

に
分
類
さ
れ
、地
域
や
周
辺
住
民
と
の
つ
な
が
り
を

求
め
ら
れ
る
介
護
保
険
施
設
で
あ
る
が
、つ
な
が
り

に
よ
り
地
域
に
理
解
さ
れ
貢
献
す
る
こ
と
で
入
居

者
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

苦
慮
し
て
い
る
。
そ
ん
な
折
、
市
の
中
村
駅
前
再
整

備
に
あ
わ
せ
て
事
業
所
も
含
め
た
中
村
駅
周
辺
の

地
域
連
携
の
会
へ
参
加
し
た
と
こ
ろ
、入
居
者
や
施

設
に
対
し
て
温
か
い
言
葉
も
い
た
だ
き
、こ
の
地
域

連
携
に
期
待
し
て
い
る
。 

（３）「
口
鴨
川
地
区
社
協
の
取
り
組
み
」 

　
　
　
　
　
〜
口
鴨
川
地
区
社
協
副
会
長 

　
口
鴨
川
地
区
は
、
中
山
間
地
域
の
少
子
化
、
高
齢

化
真
っ
た
だ
中
の
状
況
で
あ
る
が
、子
育
て
が
一
段

落
し
た
母
親
を
中
心
に
全
戸
加
入
の
地
区
社
協
を

立
ち
上
げ
、誰
も
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
地
域
を

目
指
し
活
動
し
て
き
た
。今
で
は
地
区
全
体
が
大
き

な
家
族
の
よ
う
な
つ
な
が
り
を
も
つ
に
至
っ
た
が
、

高
齢
化
等
に
よ
り
参
加
で
き
な
い
地
区
民
が
増
え

将
来
的
な
不
安
を
感
じ
て
い
た
と
こ
ろ
、地
区
内
へ

の
宅
老
所
設
置
の
構
想
が
あ
が
り
、再
び
地
区
民
の

目
が
輝
き
始
め
て
い
る
。 

　 ■
講
演「
地
域
に
支
え
ら
れ
、地
域
を
支
え
る
」 

　
〜
福
岡
市「
第
２
宅
老
所
よ
り
あ
い
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
瀬
孝
生
所
長
〜 

　
村
瀬
所
長
は
、認
知
症
は
世
間
一
般
的
に
は
病
気

の
よ
う
に
言
わ
れ
、地
域
に
お
い
て
迷
惑
的
な
存
在

に
な
る
こ
と
も
あ
る
が
、誰
も
が
避
け
ら
れ
な
い
老

い
の
自
然
の
現
象
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
認
知
症
に

な
ら
な
い
た
め
の
努
力
を
す
る
よ
り
、な
っ
た
時
の

安
心
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
、認
知
症
に
な
っ
た

人
が
他
の
人
を
頼
り
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を

つ
く
る
こ
と
が
必
要
。
ま
た
、
そ
の
地
域
づ
く
り
に

は
１
人
の
老
人
の

問
題
が
キ
ー
ポ
イ

ン
ト
で
、そ
の
問
題

を
他
人
ご
と
で
な

い
と
共
有
化
し
つ

な
が
る
努
力
を
意

識
的
に
行
え
ば
、自

然
に
地
域
間
や
地

域
と
事
業
所
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
構

築
す
る
こ
と
で
き

る
と
述
べ
ま
し
た
。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

口
腔
口
腔
ケ
ア
事
業
を
開
始
し

事
業
を
開
始
し
ま
す 

口
腔
口
腔
ケ
ア
事
業
を
開
始
し

事
業
を
開
始
し
ま
す 

口
腔
ケ
ア
事
業
を
開
始
し
ま
す 

　
要
介
護
高
齢
者
が
安
心
し
て
健
や
か
な
在
宅
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、市
で
は
、４
月
か
ら
口
腔
ケ
ア
の
助

成
事
業（
左
記
利
用
料
金
で
受
け
ら
れ
ま
す
）の
受
付
を
開
始

し
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
口
か
ら
食
べ
る
こ
と
が
続
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
ま
た
、
む
し
歯
や
歯
周
病
、
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
の

た
め
、口
腔
ケ
ア
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

      

○
対
象
者 

・
介
護
保
険
法
に
基
づ
き
要
介
護
４
、５
と
認
定
を
受
け
た
人 

・
介
護
保
険
法
に
基
づ
き
要
介
護
３
と
認
定
を
受
け
た
人
や

　
そ
の
他
の
高
齢
者
で
市
長
が
適
当
と
認
め
た
人 

※
右
記
対
象
者
で
も
介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
施
設
サ
ー
ビ

　
ス
や
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
や
病
院
な
ど
に
入
院
し

　
て
い
る
人
は
対
象
外 

 

○
利
用
料
金 

・
歯
科
医
師
訪
問:

２
０
０
円

１
回 

・
歯
科
衛
生
士
訪
問:

１
０
０
円

１
回 

 

○
実
施
期
間 

　
歯
科
医
師
の
１
回
目
の
診
断
に
よ
り
期
間
を
定
め
、
最
長

　
６
ヶ
月
と
し
ま
す
。 

　（
歯
科
医
師
２
回
、歯
科
衛
生
士
24
回
が
上
限
） 

　
口
腔
ケ
ア
と
は
、
歯
科
医
師
の
指
示
の
も
と
歯
科
衛
生
士

が
在
宅
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、
歯
お
よ
び
口
腔
内
を
き
れ
い

に
す
る
と
と
も
に
口
腔
ケ
ア
の
知
識
・
技
術
を
家
族
や
介
護

保
険
ス
タ
ッ
フ
な
ど
に
伝
達
し
て
い
き
ま
す
。 

//

■
問
い
合
わ
せ
先 

　（
市
）保
健
介
護
課
　
�
（
３
４
）１
１
６
５ 

ご
　 

え
ん 

ご
　 

え
ん 



市
　
政 

教
　
育 

情
報
掲
示
板 

く
ら
し

く
ら
し 

く
ら
し 

23

平
成
23
年
4
月
号 

子
宮
頸
が
ん
予
防 

　
　
ワ
ク
チ
ン
の
不
足
に
つ
い
て 

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
お
よ
び 

　
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
再
開
に
つ
い
て 

　
平
成
23
年
１
月
１
日
か
ら「
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
」

接
種
費
用
の
全
額
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、急
速
な
需
要
の
増
大
に
よ
り
、ワ
ク
チ
ン
が
供
給

不
足
と
な
り
、
医
療
機
関
に
お
い
て
新
規
の
予
約
受
付
が
で

き
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
つ
い
て
は
、ワ
ク
チ
ン
の
供
給
状
況
を
踏
ま
え
、当
分
の
間
、

す
で
に
１
回
ま
た
は
２
回
の
接
種
を
し
て
い
る
人
を
優
先
し
、

希
望
す
る
人
で
ま
だ
１
回
も
接
種
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、

ワ
ク
チ
ン
の
安
定
供
給
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
接
種
を
し
ば
ら
く
お
待
ち
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。 

　
新
規
接
種
者
は
９
月
ま
で
に
１
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

開
始
す
れ
ば
、
補
助
対
象
期
限
の
平
成
24
年
３
月
ま
で
に
３

回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
済
ま
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

※
７
月
ご
ろ
か
ら
新
規
接
種
者
分
の
ワ
ク
チ
ン
が
供
給
さ
れ

　
る
見
込
み
で
す
が
、
個
々
の
医
療
機
関
に
よ
り
接
種
再
開

　
時
期
が
異
な
っ
て
き
ま
す
の
で
、接
種
に
あ
た
っ
て
は
、事

　
前
に
医
療
機
関
へ
問
い
合
わ
せ
、予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
お
よ
び
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
を
含

む
ワ
ク
チ
ン
同
時
接
種
後
の
死
亡
例
が
報
告
さ
れ
、
接
種
を

一
時
的
に
見
合
わ
せ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
厚
生
労
働
省

の
検
討
会
が
「
接
種
と
死
亡
に
直
接
的
な
明
確
な
因
果
関
係

は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
結
論
づ
け
た
こ
と
を
受
け
４
月
１
日

か
ら
再
開
し
ま
す
。接
種
希
望
者
は
、事
前
に
医
療
機
関
に
問

い
合
わ
せ
、予
約
を
し
た
う
え
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。 

● 問い合わせ先 ●　（本庁）保健介護課　�（34）1115　（総合支所）保健課　�（52）1132

四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター “ぽっぽ”“ぽっぽ” “ぽっぽ”“ぽっぽ” “ぽっぽ” 

問い合わせ先 

四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ” 
右山元町1丁目2-10　（旧元町保育所）　（３５）３７４８ 

時 

場 

①4月25日（月）、②26日（火）、③28日（木） 
9：30～11：30 
子育て支援センター 

時 

場 

①5月10日（火）、②12日（木）、③13日（金） 
9：30～11：30 
子育て支援センター 

親子ふれあい活動　　0･1･2･3歳児対象 

　1年間仲良く過ごすお友だちと顔合わせ。みんなで手遊びを
したり、歌をうたって楽しく過ごしましょう♪ 

はじめましてよろしくね！ 

時 

場 

4月19日（火）　9：30～11：30 
子育て支援センター 

その他の活動 

　1年間仲良く過ごすお友だちと顔合わせ。みんなで手遊びを
したり、歌をうたって楽しく過ごしましょう♪ 

ぴよちゃんクラブ　（はじめましてよろしくね！） 

時 

場 

4月21日（木）　9：30～11：30 
子育て支援センター 

　グループのお友だちと“ぽっぽ”のお庭やおもちゃで遊ぼ
うね！手作りの名札を作ったり、自己紹介もするよ。 

ぽっぽで遊ぼう　①②③ ※日程ごとに①②③グループに分かれます。 

　手作りおもちゃやままごとコーナーで仲良く遊ぼうね。お
外にはブランコやすべりだいもあるよ！ 

なかよく遊ぼう　①②③ 

お願い 
　参加を希望される人は、準備等の都合がありますので、あ
らかじめご連絡ください。なお、それぞれの活動については、
1グループ20組程度に分かれての活動となりますのでご了
承ください。 
　駐車場は、少しスペースが狭く10数台しか置けませんの
で構わない人は乗り合わせてご来所ください。 

親子ふれあい活動 
◇１・２・３歳児対象 
　簡単なおもちゃを作ったり、リズム遊びや園庭遊びなどを
して親子で楽しみます。 
　　毎週1回程度　　　9：30～11：30 
◇ぴよちゃんクラブ 
　対象：妊婦さんと0歳児（平成22年4月以降に生まれたお子さん） 
　簡単なおもちゃを作ったり、親子のふれあい遊びを楽しみます。 
　　毎月1回程度　　　9：30～11：30 
フリーデー 
　活動を行っていない日の午前中（9:30～11:30）と、毎日午
後（13：00～17：00）も開所しています。子どもさんの、生活リ
ズムを考えながらご利用ください。 

子育て相談 
◇電話相談・来所相談 
　子育てについて日頃思っていること、悩んでいることなど 
気軽にご相談ください。 
　　毎週月曜日～金曜日　　9：00～11:30、13：00～17：00 
 
☆毎月第3木曜日は家庭相談員による相談を行っています。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9：00～11：30 
 
利用できる人 
　子育て支援センターの活動・利用は、市内在住で保育所や幼
稚園に通っていない就学前の乳幼児とその保護者、家族を対
象としています。 

子育て支援センターはこんな活動を行っています 

　子育ては、なにかとストレスがたまりがちなものです。家に閉じこもりがちになったり、育児に自信がもてなくなったりしてい
ませんか。四万十市地域子育て支援センター“ぽっぽ”は、子育て真最中のお母さんやお父さん、ご家族の子育てを支援するための
施設です。親同士、子ども同士が親しみ、触れ合う小さな出会いの場としてご利用ください。 

こ
んに
ちは

こ
んに
ちは

こ
んに
ちは

です！です！ です！です！ です！ 



問
い
合
わ
せ
先 

■
学
生
に
は 

　「
学
生
納
付
特
例
制
度
」が 

　
　
　
あ
り
ま
す 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て 

幡
多
年
金
事
務
所（
中
村
東
町
２
丁
目
４-

10
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
（
３
４
）１
６
１
６ 

（
本
　
　
庁
）市
民
課 

市
民
係 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
（
３
４
）１
１
１
３ 

（
総
合
支
所
）住
民
課 

住
民
国
保
係 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
（
５
２
）１
１
１
１ 

　
日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、
20
歳

に
な
っ
た
時
か
ら
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と

な
り
保
険
料
の
納
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
学
生
に
つ
い
て
は
、
申
請
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

●
対
象
者 

　
大
学
（
大
学
院
）
、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
等
※
１
に
在
学

す
る
20
歳
以
上
の
学
生
で
、
学
生
本
人
の

前
年
の
所
得
が
１
１
８
万
円
以
下
※
２

の

人
（
平
成
22
年
度
の
所
得
基
準
） 

　
※
１
…
夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通
信
制
課
程
も
含 

　
　
　
　
ま
れ
ま
す
。 

　
※
２
…
扶
養
親
族
等
が
い
る
場
合
や
社
会
保
険 

　
　
　
　
料
控
除
等
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
数
や
金 

　
　
　
　
額
に
応
じ
た
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。 

●
承
認
期
間 

　
　
平
成
23
年
４
月
〜
平
成
24
年
３
月 

●
承
認
を
受
け
た
期
間
は
… 

　
老
齢
基
礎
年
金
や
障
害
基
礎
年
金
、
遺

族
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ

れ
ま
す
。 

　
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
在
学
期
間
中
の
国

民
年
金
保
険
料
を
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら

納
付
（
追
納
）
で
き
ま
す
の
で
、
将
来
受
け

取
る
年
金
額
を
満
額
に
近

づ
け
る
た
め
に
も
追
納
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

※
承
認
を
受
け
た
年
度
か
ら 

　
起
算
し
て
、
３
年
度
目
以
降 

　
に
追
納
す
る
場
合
に
は
、
当 

　
時
の
保
険
料
に
一
定
の
加 

　
算
額
が
か
か
り
ま
す
。 

●
申
請
手
続
き 

　
幡
多
年
金
事
務
所
ま
た
は
本
庁
市
民
課
、

総
合
支
所
住
民
課
で
、
早
め
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。 

　
申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
（
前
年
度
に

承
認
を
受
け
て
い
た
人
も
、
引
き
続
き
学

生
の
場
合
は
再
度
申
請
が
必
要
で
す
）
。
申

請
が
遅
く
な
る
と
、
万
が
一
の
時
に
障
害

基
礎
年
金
等
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

●
申
請
に
必
要
な
も
の 

　
年
金
手
帳
、
学
生
証
の
写
し
ま
た
は
在

学
証
明
書
、
印
鑑
（
本
人
署
名
の
場
合
は
不

要
）な
ど 

※
前
年
度
に
学
生
納
付
特
例
の
申
請
を
し
た

　
人
で
、
申
請
書
に
卒
業
予
定
年
月
日
を
記

　
入
し
、
本
年
度
も
引
き
続
き
在
学
中
の
人

　
に
つ
い
て
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
申
請

　
ハ
ガ
キ
が
送
付
さ
れ
、
簡
単
な
記
入
で
申

　
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

■
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?? 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
被
保
険
者
そ
れ
ぞ

れ
の
人
に
保
険
料
が
賦
課
さ
れ
て
い
ま
す
。
保
険
料

に
未
納
の
あ
る
人
に
は
督
促
状
や
催
告
書
が
送
付
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
納
め
忘
れ
の
あ
る
人
は
、
至
急
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。 
 

■
平
成
23
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
仮
徴

　
収
が
始
ま
り
ま
す
。 

　
◎
新
た
に「
年
金
か
ら
の
天
引
き
」が
始
ま
る
人 

　
☆
対
象
と
な
る
人（
以
下
の
３
つ
の
要
件
を
す
べ
て 

　
　
満
た
し
て
い
る
人
） 

　
・
平
成
22
年
６
月
26
日
か
ら
10
月
２
日
ま
で
に
資 

　
　
格
を
取
得
し
た
。 

　
・
年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
で
、
介
護
保
険
料
と 

　
　
合
わ
せ
た
保
険
料
額
が
年
金
額
の
1/2
以
下
。 

　
・
口
座
振
替
へ
の
納
付
方
法
変
更
申
し
出
を
し
て 

　
　
い
な
い
。 

　
☆
４
月
支
給
分
の
年
金
か
ら
天
引
き
が
始
ま
る
人 

　
　
に
は
、４
月
初
旬
に
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。 

 

　
◎
現
在「
年
金
か
ら
の
天
引
き
」と
な
っ
て
い
る
人 

　
原
則
と
し
て
平
成
23
年
２
月
の
年
金
か
ら
天
引

き
し
た
金
額
と
同
じ
金
額
を
、平
成
23
年
度
の
保
険

料
の
仮
徴
収
分
と
し
て
、４
月
、６
月
、８
月
に
特
別

徴
収（
年
金
天
引
き
）で
納
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

　
市
で
は
、
市
民
の
健
康
増
進

の
た
め
、
70
歳
以
上
の
人
お
よ

び
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
級
ま

た
は
２
級
）
を
有
す
る
人
を
対

象
に
、
保
険
適
用
外
の
は
り
・

き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
施
術

費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

助
成
を
受
け
る
に
は
、
事
前
に

発
行
す
る
施
術
券
が
必
要
と

な
り
ま
す
。（
助
成
方
法
が
23

年
度
よ
り
一
部
変
更
と
な
り

ま
し
た
） 

　
助
成
は
１
回
１
０
０
０
円
、

年
度
内
12
回
以
内
。
利
用
で
き

る
施
術
所
は
、
市
内
に
開
設
し
、

市
の
指
定
を
受
け
た
施
術
所

で
す
。 

　
施
術
券
の
発
行
に
は
申
請

が
必
要
で
す
。
印
鑑
お
よ
び
公

的
証
明
書
（
保
険
証
や
免
許
証

な
ど
）
を
用
意
し
て
、（
本
庁
）

保
健
介
護
課
保
健
衛
生
係
ま

た
は
（
総
合
支
所
）
保
健
課
保

健
係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　（
本
　
　
庁
）市
民
課 

国
保
係 

�
（
３
４
）１
１
１
４ 

　（
総
合
支
所
）住
民
課 

住
民
国
保
係 

�
（
５
２
）１
１
１
１ 

● 

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先 

● 

　（
本
　
　
庁
） 

　
　 

保
健
介
護
課 

保
健
衛
生
係 

�
（
３
４
）１
１
１
５ 

　（
総
合
支
所
） 

　
　
保
健
課 

保
健
係 

�
（
５
２
）１
１
３
２ 

は
り
・
き
ゅ
う
・ 

マ
ッ
サ
ー
ジ
等 

施
術
費
の
助
成 
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国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
の
う
ち
、加
入
者

全
員
が
４
月
１
日
時
点
で
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
世
帯
で
、

次
の（
１
）か
ら（
４
）の
す
べ
て
に
該
当
す
る
場
合
。た
だ
し
、

世
帯
主
が
国
保
に
加
入
し
て
い
な
い
世
帯
は
除
き
ま
す
。 

（
１
）世
帯
主
が
年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合 

（
２
）世
帯
主
が
介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
の
対
象
者
で
あ
る
場
合 

（
３
）国
保
税
と
介
護
保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分

　
　
の
１
を
超
え
な
い
場
合 

（
４
）口
座
振
替
へ
の
納
付
方
法
変
更
申
し
出
を
し
て
い
な
い
場
合 

 

○
23
年
度
よ
り
新
た
に 

　
　
　「
年
金
か
ら
の
天
引
き
」と
な
る
人 

　
４
月
初
旬
に
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。 

 

○
現
在「
年
金
か
ら
の
天
引
き
」と
な
っ
て
い
る
人 

　
原
則
と
し
て
平
成
23
年
２
月
に
年
金
か
ら
天
引
き
し

た
額
と
同
額
が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。 

 

※「
年
金
天
引
き
」と「
口
座
振
替
」を
選
択
で
き
ま
す
。 

　
年
金
か
ら
の
天
引
き
を
中
止
し
て
口
座
振
替
で
の
納

付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申
請
が
必
要
で
す
。 

　
国
民
健
康
保
険
税
の
徴
収
方
法
が
「
年
金
か
ら
の
天

引
き（
特
別
徴
収
）」と
な
る
世
帯
は
、世
帯
主
の
受
け
取

る
４
・
６
・
８
月
の
年
金
か
ら
、
平
成
23
年
度
国
保
税
の

仮
徴
収
税
額
が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。 

　
平
成
23
年
４
月
１
日
に
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
施
行
さ
れ
、障
害
年
金（
２
級
以
上
）の
受
給
権
を

取
得
し
た
当
時
だ
け
で
は
な
く
、取
得
し
た
後
に
生
計
を
維

持
す
る
こ
と
に
な
っ
た
配
偶
者
や
お
子
さ
ま
を
有
す
る
こ
と

と
な
っ
た
場
合
で
も
、障
害
基
礎
年
金
に
は
子
の
加
算
額
が
、

障
害
厚
生（
共
済
）年
金（
２
級
以
上
）に
は
配
偶
者
に
係
る
加

給
年
金
額
が
加
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、障
害

厚
生
年
金
受
給
後
に
配
偶
者
を
有
す
る
こ
と
と
な
り
、そ
の

配
偶
者
が
今
改
正
の
施
行
日
で
あ
る
平
成
23
年
４
月
１
日
時

点
で
す
で
に
65
歳
を
超
え
て
い
る
場
合
に
は
、配
偶
者
自
身

の
老
齢
基
礎
年
金
に
振
替
加
算
が
つ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 (

子
の
加
算
の
注
意
点) 

　
対
象
と
な
る
お
子
さ
ま
は
、生
計
維
持
関
係
の
あ
る
障
害

年
金
受
給
権
者
の
実
子
ま
た
は
養
子
で
、 

①
年
齢
が
18
歳
ま
で
の
子
、ま
た
は
年
齢
が
18
歳
到
達
後
の

　
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
子 

②
そ
の
子
が
障
害
等
級
２
級
以
上
に
あ
る
場
合
に
は
、20
歳
未
満 

以
上
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

問
い
合
わ
せ
お
よ
び
手
続
き
先 

　
①
障
害
基
礎
年
金（
国
民
年
金
）だ
け
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方 

　
　
幡
多
年
金
事
務
所（
中
村
東
町
２
丁
目
４-

１
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
（
３
４
）１
６
１
６ 

　
　（
本
　
　
庁
）市
民
課
市
民
係
　
�
（
３
４
）１
１
１
３ 

　
　（
総
合
支
所
）住
民
課
住
民
国
保
係 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
（
５
２
）１
１
１
１ 

　
②
障
害
厚
生
年
金
も
併
せ
て
受
給
さ
れ
て
い
る
方 

　
　
幡
多
年
金
事
務
所（
中
村
東
町
２
丁
目
４-

10 
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
（
３
４
）１
６
１
６ 

　
③
障
害
共
済
年
金
も
併
せ
て
受
給
さ
れ
て
い
る
方 

　
　
各
共
済
組
合 

 

※
い
ず
れ
も
添
付
書
類
と
し
て
年
金
証
書
・
戸
籍
・
住
民
票
・
所

得
証
明
等
が
必
要
で
す
の
で
、お
電
話
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

平
成
平
成
2323
年
度
年
度 

　
国
民
健
康
保
険
税
の

　
国
民
健
康
保
険
税
の 

　
　
　
仮
徴
収
が
始
ま
り
ま
す

　
　
　
仮
徴
収
が
始
ま
り
ま
す 

平
成
平
成
2323
年
度
年
度 

　
国
民
健
康
保
険
税
の

　
国
民
健
康
保
険
税
の 

　
　
　
仮
徴
収
が
始
ま
り
ま
す

　
　
　
仮
徴
収
が
始
ま
り
ま
す 

平
成
23
年
度 

　
国
民
健
康
保
険
税
の 

　
　
　
仮
徴
収
が
始
ま
り
ま
す 

対
象
対
象
と
な
る
世
帯
世
帯 

対
象
と
な
る
世
帯 

問
い
合
わ
せ
先 

（
本
　
　
庁
）税
務
課 

市
民
税
係 

�
（
３
４
）１
１
１
２（
直
通
） 

（
総
合
支
所
）住
民
課 

税
務
係 

�
（
５
２
）１
１
１
１（
代
表
） 

問
い
合
わ
せ
先 

（
本
　
　
庁
）福
祉
事
務
所 

家
庭
福
祉
係
　
�
（
３
４
）１
８
０
１ 

（
総
合
支
所
）福
祉
事
務
所
分
室（
保
健
課
内
） 

�
（
５
２
）１
１
３
２ 

申
請
の
時
期
に
つ
い
て 

■
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正 

　
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
ま
し
た 

■
障
害
基
礎
年
金
の
子
加
算
の
見
直
し
で 

　
児
童
扶
養
手
当
が
受
給
で
き
る
よ
う
に 

　
な
り
ま
し
た 

市
　
政 

教
　
育 

く
ら
し

く
ら
し 

く
ら
し 

情
報
掲
示
板 
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今
ま
で
は
、配
偶
者
が
受
給
し
て
い
る
障
害
年
金
に
つ
い

て
子
の
加
算
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
、そ
の
子
に
つ
い
て

の
児
童
扶
養
手
当
は
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
回
の
年
金
法
の
改
正
に
よ
り
、
障
害
年
金
の
子
の

加
算
額
と
児
童
扶
養
手
当
額
と
の
、ど
ち
ら
か
多
い
方
を
選

択
し
て
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

○
児
童
扶
養
手
当
と
障
害
年
金
の
子
加
算
の
間
で
受
給
変
更
が
で

　
き
る
場
合
と
は
… 

　
両
親
の
一
方
が
児
童
扶
養
手
当
施
行
令
で
定
め
る
障
害
の
状
態

（
国
民
年
金
ま
た
は
厚
生
年
金
保
険
法
１
級
相
当
）に
あ
る
こ
と
で
、

配
偶
者
に
支
給
さ
れ
る
児
童
扶
養
手
当
と
障
害
年
金
の
子
加
算
で

受
給
変
更
が
可
能
と
な
り
ま
す
。な
お
、受
給
変
更
す
る
た
め
に
は

申
請
が
必
要
で
す
。 

  
●
平
成
23
年
８
月
31
日
ま
で
に
申
請
を
し
た
場
合
↓ 

　
平
成
23
年
４
月
分
か
ら
支
給 

●
平
成
23
年
９
月
以
降
に
手
続
き
し
た
場
合
↓ 

申
請
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給 

 

※
両
親
の
一
方
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
世
帯
で
、
現
在
児
童
扶
養

　
手
当
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
な
い
世
帯
も
対
象
に
な

　
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

○
児
童
扶
養
手
当
と
障
害
年
金
の
子
加
算
の
間
で
受
給
変
更
が
で

　
き
な
い
場
合
と
は
… 

　
母
子
世
帯
や
父
子
世
帯
の
方
は
、
児
童
扶
養
手
当
と
障
害
年
金

の
子
加
算
で
受
給
変
更
が
で
き
ま
せ
ん
。 
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～管理栄養士からのメッセージ～ 

作
り
方 

（福祉事務所 管理栄養士　橋田典子） 

①Ａの強力粉にドライイーストとてんさいとうを入れ、ぬるま湯をドライイースト
　めがけて注いで木杓子で混ぜます。 
②Ａがよく混ざったらＢの粉と塩を加えてさらに混ぜます。 
③生地を取り出し、台の上で10～15分よくこねます。体重を乗せながらリズミカルに♪ 
④やわらかくこねあがったらまとめてボウルに入れ、ラップをかけて40℃のオーブン
　で25分一次発酵させます。 
⑤生地が2倍に膨らんだらガス抜きをして8等分し、成形します。 
⑥天板に並べて濡れぶきんをかけて40℃のオーブンで20分二次発酵させます。 
⑦表面に薄くジャムを塗り、170℃のオーブンで8～10分焼きます。 

　家の中にパンが焼ける香りが漂うととても幸せな気持ちになります。
子どもさんがいるご家庭なら、是非一緒に作ってみてください。こね
るうちに変わる手の感触や発酵の様子にはきっと興味津々でしょう。 
　このパン生地を基本に、あんこをくるんだり、きなこをまぶしたり、
マッシュ野菜を混ぜ込んだりといったアレンジも楽しめます。 

栄養成分（1個あたり） 
エネルギー：120kcal 
たんぱく質：3.7g 
脂　　　質：0.6g

所要時間80分（発酵時間含） 

材料（8個分） 

粉と水だけお食事パン 

強力粉・・・・・・・・・・・・・・125g 
ドライイースト・・・・小さじ2 
てんさいとう（砂糖でも可） 

大さじ2 
ぬるま湯・・・・・・・・・・・・150ml 
強力粉・・・・・・・・・・・・・・125g 
塩・・・・・・・・・・・・・・小さじ1/2 
お好みのジャム・・・・大さじ1

　平成19年度からお付き合いいただいているこのコーナー、あっという間の4年間で
した。たくさんの方からご質問やご意見をいただき、励みにさせていただいています。 
　これまで３人の栄養士が担当していましたが、5年目にはいる23年度より、新しく仲
間を迎えてちょっぴりリニューアルします。それぞれの専門分野の話題を取り入れな
がらより身近なコーナー作りをしていきますのでこれからもよろしくお願いします。 

A

B

　ずっと作りたかったごはんのかわりに食べられる、卵も牛乳もバターも入らないパン。 
　数年前、試行錯誤の中で健康料理創作家茨木くみ子さんのレシピに出会い、ようやく
作れるようになりました。 
　粉と水だけだから準備も後片付けも簡単♪アレルギーを持つ子どもさんも安心して
食べられます。もちろんダイエット中の方にもぴったり！ 

時間がたつとかたくなりやすいです 
スライスして軽くトーストしてください 

子どもと一緒に作ってみました。 

食
育 

（財）四万十市体育協会（市民スポーツセンター内） �����	
�� 市立中央公民館 ���������

（
社
）ト
ン
ボ
と
自
然
を
考
え
る
会
 

�
（
3
7
）4
1
1
1

ト
ン
ボ
公
園
だ
よ
り

ト
ン
ボ
公
園
だ
よ
り 

ト
ン
ボ
公
園
だ
よ
り

ト
ン
ボ
公
園
だ
よ
り 

ト
ン
ボ
公
園
だ
よ
り 

卵塊をつくるトラフトンボのメス 

カキツバタ 

　
4
月
に
入
る
と
ト
ン
ボ
池
は
、日
に
日
に
に

ぎ
わ
い
を
増
し
て
き
ま
す
。 

　
ト
ラ
フ
ト
ン
ボ
、
シ
オ
ヤ
ト
ン
ボ
、
ヨ
ツ
ボ

シ
ト
ン
ボ
な
ど
、4
月
中
旬
ま
で
は
午
前
8
時

か
ら
正
午
ご
ろ
に
か
け
て
羽
化
す
る
も
の
が

多
く
、水
際
の
植
物
も
ま
だ
伸
び
切
っ
て
い
な

い
の
で
、羽
化
の
観
察
や
写
真
撮
影
に
う
っ
て

つ
け
で
す
。
ゴ
ー
ル

デ
ン
・
ウ
イ
ー
ク
を

迎
え
る
こ
ろ
に
は

20
種
ほ
ど
の
ト
ン

ボ
が
羽
化
を
終
え
、

一
部
の
種
類
で
は

産
卵
も
始
ま
り
ま
す
。

中
で
も
ト
ラ
フ
ト
ン

ボ
は
、
数
百
粒
の
卵

が
入
っ
た
ゼ
ラ
チ

ン
質
の
ひ
も
を
水

面
近
く
の
植
物
な
ど
に
絡
め
る
と
い
う
ユ
ニ

ー
ク
な
も
の
で
、
ち
ょ
う
ど
、
ヒ
キ
ガ
エ
ル
の

卵
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
ま
す
。 

　
花
で
は
カ
キ
ツ
バ
タ
が
見
ご
ろ
を
迎
え
ま
す
。

整
備
を
始
め
た
こ
ろ
に
は
元
の
地
主
さ
ん
が

栽
培
さ
れ
て
い
た
10

株
ほ
ど
で
し
た
が
、

今
で
は
数
万
株
に
ま

で
増
殖
、ゴ
ー
ル
デ
ン
・

ウ
イ
ー
ク
始
め
に
は

一
部
の
ト
ン
ボ
池
が

一
面
青
紫
に
染
ま
る

ほ
ど
で
す
。4
月
中
旬

に
は
、ス
イ
レ
ン
の
花

も
咲
き
始
め
ま
す
。 

問 

問 問 

5月 各種スポーツ大会（市体育施設利用） 5月 各種スポーツ大会（市体育施設利用） 5月 各種スポーツ大会（市体育施設利用） 公民館の部屋名が 
変更となります 
公民館の部屋名が 
変更となります 
公民館の部屋名が 
変更となります 

◎次の部屋名が変更になります 

大会議室 

小会議室 

 

研修室 

図書室 

 

視聴覚室 

研究室 

研修室 

大会議室Ⅰ 

小会議室Ⅰ 

 

研修室Ⅰ 

大会議室Ⅱ 

 

研修室Ⅱ 

研修室Ⅲ 

小会議室Ⅱ 

→ 

→ 

→ 

→ 

→ 

→ 

→ 

１　　　階 

２　　　階 

３　　　階 

お誘いあわせのうえ、ぜひご観覧ください。（予定のため、変更になる場合があります） 

　　 期　　日 

4/ 3（日）～ 5/1（日） 

5/ 1（日）・8日（日） 

5/ 7（土） 

5/14（土） 

5/15（日） 

5/22（日） 

　 〃 

　 〃　 

5/29（日） 

　 〃 

　　　　　　　大　会　名 

四万十の日春季スポーツ大会 

第66回 軟式野球国体幡多予選大会 

県高体連幡多郡大会 

中央区中学校球技大会 

第30回 幡多地区春季スポーツ大会 

ミカサ杯ソフトバレーボール大会 

高松宮賜杯軟式野球1部予選大会 

9人制女子バレーボール大会 

四万十市体育協会長杯スカッシュバレー大会 

四万十市体育協会長杯軟式野球大会 

　　 会　　場 

安並アリーナ ほか 

四万十スタジアム 

安並アリーナ ほか 

安並アリーナ ほか 

安並アリーナ 

安並アリーナ 

四万十スタジアム 

具同体育センター 

安並アリーナ 

四万十スタジアム 



        　
不
可
解
な
よ
う
に
み
え
る
出
来
事
で
あ
っ
て
も
、そ
の
裏

に
は
歴
史
の
必
然
が
ひ
そ
ん
で
い
ま
す
。 

　
大
正
８
年
（
１
９
１
９
年
）
２
月
11
日
、
明
治
憲
法
（
大
日

本
帝
国
憲
法
）発
布
か
ら
30
周
年
の
記
念
日
。こ
の
日
、政
友

会
高
知
支
部
は
、幸
徳
秋
水
を
憲
政
功
労
者
と
し
て
讃
え
る

感
謝
状
を
遺
族
に
贈
り
ま
し
た
。 

　
「
故
幸
徳
秋
水
は
、
曩
に
板
垣
伯
爵
が
率
先
し
て
自
由
民

権
の
大
義
を
首
唱
す
る
に
方
り
、夙
に
身
を
以
て
政
界
に
許

し
、
国
家
民
人
の
為
め
に
心
血
を
瀝
竭
し
、
財
を
投
じ
産
を

傾
け
、艱
難
辛
苦
を
嘗
め
て
有
司
専
制
と
抗
戦
す
る
事
幾
星

霜
に
及
ぶ
。而
し
て
憲
政
の
建
設
と
発
達
を
見
る
を
得
た
る

も
の
、
実
に
君
の
功
労
多
く
に
居
れ
り
。
今
や
憲
法
発
布
三

十
年
期
に
際
し
、
我
党
総
裁
畏
く
も
大
命
を
拝
し
、
醇
乎
た

る
政
党
内
閣
の
範
を
啓
く
に
会
ふ
。我
党
同
志
は
実
に
国
民

の
宿
望
の
達
成
し
た
る
を
慶
賀
す
る
と
共
に
、翻
っ
て
深
く

君
が
生
前
に
於
る
偉
績
を
追
悼
し
、欽
仰
景
慕
の
情
更
に
禁

ぜ
ん
と
し
て
禁
ず
る
能
は
ざ
る
も
の
あ
り
。謹
ん
で
茲
に
感

謝
状
を
呈
し
以
て
満
腔
の
誠
意
を
表
す
。」 

　
明
治
44
年
（
１
９
１
１
年
）
の
秋
水
刑
死
か
ら
わ
ず
か
８

年
後
の
こ
と
で
す
。 

　
憲
法
制
定
に
よ
る
立
憲
政
治
が
実
現
す
る
に
あ
た
っ
て
、

秋
水
が
果
た
し
た
功
績
は
大
き
か
っ
た
と
、最
大
限
の
賛
辞

を
送
っ
て
い
ま
す
。 

　
当
然
、
国
会
で
大
問
題
と
な
り
ま
し
た
が
、
政
友
会
総
裁

で
時
の
首
相
で
あ
っ
た
原
敬
は
こ
れ
を
不
問
に
し
ま
し
た
。 

　
な
ぜ
か
。秋
水
と
自
由
民
権
運
動
の
深
い
か
か
わ
り
か
ら

考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
明
治
７
年
、板
垣
退
助
、植
木
枝
盛
ら
が
立
志
社
を
設
立
。

政
府
に
建
白
書
を
出
し
て
、民
撰
議
院
設
立
を
め
ざ
し
た
の

が
自
由
民
権
運
動
の
始
ま
り
で
す
。 

　
明
治
14
年
、立
志
社
の
全
国
拡
大
版
と
し
て
自
由
党
を
結

成
。「
生
き
て
奴
隷
の
民
た
ら
ん
よ
り
は
、死
し
て
自
由
の
鬼

た
ら
ん
」。初
代
総
理
は
板
垣
退
助
。 

　
秋
水
は
、
早
く
か
ら
自
由
の
息
吹
を
吸
い
、
民
権
へ
の
あ

こ
が
れ
を
抱
く
。明
治
19
年
、板
垣
退
助
が
中
村
に
来
た
時
、

16
歳
で
演
説
会
に
参
加
。強
い
刺
激
を
受
け
、翌
年
上
京
。林

有
造
の
書
生
と
な
り
ま
す
。 

　
秋
水
は
、
民
権
運
動
に
身
を
置
く
中
で
、
生
涯
の
師
中
江

兆
民
に
出
会
う
。
兆
民
の
薦
め
で
、
板
垣
退
助
の
主
宰
す
る

「
自
由
新
聞
」の
記
者
と
な
る
。 

            　
し
か
し
、議
会
開
設
後
、自
由
党
は
変
節
を
深
め
て
い
く
。

か
つ
て
は
厳
し
い
弾
圧
を
受
け
た
薩
長
藩
閥
政
府
に
対
し

て
、軟
化
と
妥
協
を
重
ね
る
。 

　
板
垣
退
助
は
、
伊
藤
博
文
の
懐
柔
に
乗
せ
ら
れ
、
明
治
31

年
、
大
隈
重
信
（
改
進
党
）
と
共
に
組
閣
（
隈
板
内
閣
）
。
そ
し

て
、つ
い
に
明
治
33
年（
１
９
０
０
年
）、自
由
党
を
解
党
し
、

伊
藤
博
文
を
初
代
総
裁
と
す
る
新
党
・
立
憲
政
友
会
に
合
流

す
る
。 

　
こ
の
時
、秋
水
は「
自
由
党
を
祭
る
文
」（
追
悼
文
）を
書
い

て
い
ま
す
。
書
き
出
し
は
、「
嗚
呼
自
由
党
死
す
か
、
而
し
て

其
の
栄
光
あ
る
歴
史
は
全
く
抹
殺
さ
れ
ぬ
」
。
自
由
民
権
運

動
以
来
の
栄
光
あ
る
歴
史
を
裏
切
る
行
為
へ
の
怒
り
と
抗

議
の
叫
び
で
あ
り
、稀
代
の
名
文
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
民
権
運
動
の
限
界
を
み
た
秋
水
は
、
そ
の
後
、
日
露
戦
争

を
は
さ
ん
で
、社
会
主
義
、無
政
府
主
義
へ
の
傾
倒
を
深
め
、

大
逆
事
件
に
至
り
ま
す
。 

　
一
方
で
、政
友
会
の
結
成
は
政
党
政
治
の
さ
き
が
け
で
し

た
。明
治
44
年（
１
９
１
１
年
）、西
園
寺
公
望（
２
代
目
党
首
）

が
組
閣
。
秋
水
刑
死
の
翌
年
、
大
正
元
年
（
１
９
１
２
年
）
成

立
の
第
３
次
桂
太
郎
内
閣
は
、
民
衆
運
動
に
加
え
、
政
友
会

や
国
民
党
か
ら
藩
閥
打
倒
、
憲
政
擁
護
の
攻
撃
を
受
け
、
総

辞
職
に
追
い
込
ま
れ
ま
す
。 

　
大
正
７
年
（
１
９
１
８
年
）
、
原
敬
が
政
友
会
の
党
首
（
３

代
目
）
の
資
格
で
首
相
に
任
命
さ
れ
、
日
本
で
初
の
政
党
内

閣
が
発
足
。陸
軍
、海
軍
、外
務
以
外
の
大
臣
は
政
友
会
員
か

ら
選
出
。
原
敬
は
平
民
宰
相
と
言
わ
れ
、
外
交
で
は
対
英
米

協
調
を
進
め
ま
し
た
。　
 

　
こ
の
時
期
、
都
市
中
間
層
の
政
治
的
自
覚
、
世
界
的
な
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
の
発
展
、
ロ
シ
ア
革
命
な
ど
を
背
景
に
、
明
治

以
来
の
藩
閥
・
官
僚
政
治
に
反
対
し
て
、護
憲
運
動
、普
通
選

挙
運
動
が
展
開
さ
れ
、
大
正
14
年
（
１
９
２
５
年
）
、
普
通
選

挙
法
が
成
立
。 

　
中
村
で
も
、
大
正
4
年
、
秋
水
の
親
友
で
あ
っ
た
横
田
金

馬
が
ミ
ニ
コ
ミ
紙
「
土
南
新
聞
」（
後
の
「
南
国
新
聞
」
）
を
創

刊
し
て
い
ま
す
。 

　
秋
水
が
憲
政
功
労
者
と
し
て
「
顕
彰
」
さ
れ
た
時
代
背
景

に
は
、
こ
う
し
た
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
い
わ
れ
る
政
治
、

社
会
、
文
化
の
各
方
面
に
お
け
る
民
主
主
義
的
、
自
由
主
義

的
な
運
動
、
風
潮
、
思
潮
の
高
揚
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
政

友
会
高
知
支
部
は
、自
由
党
の
本
家
を
自
任
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、自
ら
の
存
在
感
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
か
っ
た
と
と
も
に
、

現
状
（
解
党
）
に
対
す
る
「
う
し
ろ
め
た
さ
」
が
複
雑
に
入
り

混
じ
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

　
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
、
昭
和
に
入
る
と
、
軍
部
の
力
に

押
し
つ
ぶ
さ
れ
、暗
い
戦
争
の
時
代
へ
と
突
入
す
る
の
で
す
。 

 　
参
考
文
献
　
山
本
大『
高
知
県
の
百
年
』（
山
川
出
版
社
） 

憲
政
功
労
者
と
し
て
の
秋
水
 

 ―
 大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
政
友
会
 ―
 

寄
稿
 

澤
 田
 勝
 行
 

原敬首相（大正7年就任） 

市
　
政 

教
　
育 

く
ら
し

く
ら
し 

く
ら
し 

情
報
掲
示
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問 申 

申 

土佐一條公家行列「藤祭り」実行委員会事務局（中村商工会議所内） 
� （34）4333　FAX（34）1451（担当：福留・井口） 

お
知
ら
せ 

問 
幡多けんみん病院（経営企画課） 

�0880（66）2222（代表） 

土佐一條公家行列「藤祭り」 行列参加者募集 
　
市
の
春
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
彩
る
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、小
京
都
中
村
の
歴
史
に
ち
な
ん
だ
衣
装

で
、延
べ
１
７
０
人
が
、市
内
を
練
り
歩
き
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
役
職
に
応
じ
た
色
と
り
ど
り
の
衣

装
を
身
に
ま
と
い
、行
列
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。 

 

開
催
日
時
　
５
月
３
日（
火
） 

開
催
場
所 

　
一
條
神
社
か
ら
市
の
中
心
市
街
地
を
回
る

　
ル
ー
ト 

募
集
人
数
　
１
３
０
人 

応
募
資
格
　
小
学
生
〜
大
人 

申
込
締
切
　
４
月
15
日（
金
） 

問 （市）教育委員会社会体育課（安並スポーツセンター内） �（34）2071

平成23年度 いきいきクラブ 
　
四
万
十
市
体
育
指
導
委
員
会
で
は
、皆
さ
ん
が
健

康
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う「
楽
し

い
人
生
は
健
康
か
ら
」を
テ
ー
マ
に「
平
成
23
年
度

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
」を
開
催
し
ま
す
。 

　
体
力
は
年
齢
と
と
も
に
落
ち
て
い
き
ま
す
。
体

力
を
維
持
す
る
に
は
、
運
動
を
続
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
な
が
ら
楽
し
く
運
動

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 期
　
　
間
 

　
平
成
23
年
5
月
9
日（
月
）〜
平
成
24
年
3
月
下
旬
 

　（
8
月
、1
月
は
休
み
）毎
週
月
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

　
13
時
30
分
〜
15
時
20
分
 

場
　
　
所
　
安
並
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ほ
か
 

運
動
の
内
容
 

・
準
備
運
動 

　
　
体
を
ほ
ぐ
し
柔
ら
か
い
身
体
に
し
ま
す
。 

・
い
き
い
き
体
操 

　
　
動
く
こ
と
が
楽
に
な
り
転
倒
し
に
く
い
身
体

　
　
に
し
ま
す
。 

・
ゲ
ー
ム
な
ど 

　
　
楽
し
み
な
が
ら
体
力
を
つ
け
て
い
き
ま
す
。 

・
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
 

　
　
郊
外
に
出
て
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。 

　
　（
月
１
回
程
度
） 

募
集
期
間
　
4
月
11
日（
月
）〜
28
日（
木
） 

定
　
　
員
　
50
人（
先
着
順
） 

参

加

料
 
無
料
 

　
※
た
だ
し
、ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料
と
し
て
64
歳
以

　
　
下
1
6
0
0
円
、
65
歳
以
上
8
0
0
円
が
必
要

　
　
で
す
。（
平
成
24
年
3
月
31
日
ま
で
有
効
） 

申
込
方
法
　
下
記
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

第１回 
幡多ふれあい医療公開講座 

日
　
時
　
４
月
17
日（
日
） 

　
　
　
　
13
時
30
分
〜（
13
時
開
場
） 

場
　
所
　
市
立
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル 

内
　
容 

　
橘
　
壽
人 

　
　（
幡
多
け
ん
み
ん
病
院
院
長【
麻
酔
科
】） 

　
「
幡
多
の
医
療
を
み
ん
な
で 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
守
り
ま
し
ょ
う
」 

　
上
岡
教
人 

　
　（
幡
多
け
ん
み
ん
病
院
副
院
長【
外
科
】） 

　
「
が
ん
と
う
ま
く
向
き
合
う
た
め
に
」 

参
加
料
　
無
料 

お
知
ら
せ 

問 

(本　　庁）税務課 資産税係 
�（35）4428 
(総合支所）住民課 税務係 
�（52）1111

土地価格等・家屋価格等 
縦覧帳簿をご覧いただけます 

場
　
所 

　(

本
　
　
庁
）税
務
課 
資
産
税
係 

　(

総
合
支
所
）住
民
課 
税
務
係 

期
　
間 

　
４
月
１
日（
金
）〜
５
月
31
日（
火
） 

縦
覧
で
き
る
人 

　
土
地
・
家
屋
の
固
定
資
産
税
納
税
者

　
委
任
状
持
参
者
、納
税
管
理
人 

＊
手
数
料
は
無
料
で
す 

22年度の市税の納め忘れ

はありませんか。 

今一度お確かめください。 

必ず鍵をかけましょう! !

■問い合わせ先 
中村地区地域安全協会 
（中村警察署内）�（34）0110

（主な被害）　 
空き巣　　　　　　　　８件 
倉庫荒らし　　　　　　11件 
学校荒らし　　　　　　４件 
事務所荒らし　　　　　２件 
自動車盗　　　　　　　２件 

（キー付き　1件） 
オートバイ盗　　　　　８件 

（キー付き　1件） 
自転車盗　　　　　　  67 件 

（無施錠　47件） 
車上ねらい　　　　　  35 件 

（無施錠　34件） 
 
 自動車、オートバイ、自転車
などの乗り物盗の大部分は、
鍵をかけていない場合に発生
しています。 
 少しの時間でもその場所を
離れる場合には、鍵をかける
習慣をつけ、被害にあわない
ようにしましょう。 

お
知
ら
せ 

お
知
ら
せ 

中村署管内の窃盗犯発生状況 
（平成22年1月～12月） 
窃盗犯合計　　　295件 

※うち266件が四万十市で発生 
　しています。 
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奥屋内天然色堂「山茶つみ体験」 

西土佐体感ツーリズム事務局「山間屋」　�（31）6474　FAX（31）6475

催
　
し 

問 申 
竹屋敷活性化協議会 

�【夜】（32）1852　【昼】090-8697-4299

催
　
し 

問 

　
奥
屋
内
上
地
区
の
住
民
グ
ル
ー
プ「
か
じ
や
村
の
若

衆
会
」が
、地
域
お
こ
し
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。 

　
こ
の
地
区
に
自
生
す
る
山
茶
を
摘
ん
で
、
煎
っ

て
、
揉
ん
で
の
お
茶
づ
く
り
体
験
。
午
後
は
、
黒
尊

流
域
の
木
々
を
使
っ
た
マ
イ
箸
づ
く
り
体
験
や
天

然
大
杉
の
あ
る
黒
尊
神
社
へ
の
散
策
も
行
い
ま
す
。 

　
お
昼
は
、は
が
ま
で
炊
い
た
ご
飯
に
山
菜
の
天
ぷ

ら
や
田
舎
煮
、イ
ノ
シ
シ
汁
、串
焼
き
な
ど
地
元
食

材
た
っ
ぷ
り
の
田
舎
料
理
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。 

 

日
　
　
時
　
５
月
７
日（
土
）　
10
時
〜
15
時 

場
　
　
所
　
奥
屋
内
上
公
民
館 

募
集
人
数
　
30
人 

参

加

費 

　
大
　
人:

３
０
０
０
円 

　
小
学
生:

１
５
０
０
円 

　
小
学
生
未
満:

無
料 

　
※
保
険
料
・
昼
食
代
込
み 

※
天
候
な
ど
に
よ
り
内
容
が

　
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。 

申
込
締
切
　
５
月
４
日（
水
） 

第13回 竹屋敷あめごまつり 
日
　
時
　
４
月
24
日（
日
）　
８
時 

　
※
河
川
増
水
時
は
５
月
１
日（
日
） 

場
　
所
　
旧
竹
屋
敷
小
中
学
校（
駐
車
場
有
り
） 

内
　
容 

　
あ
め
ご
釣
り
、「
農
夢
民
バ
ン
ド
」ラ
イ
ブ 

　
間
六
口
と
楽
し
い
仲
間
た
ち 

　
あ
め
ご
つ
か
み
ど
り（
幼
児
・
小
学
生
の
み
） 

　
飲
食
・
物
産
コ
ー
ナ
ー 

参
加
料 

　
あ
め
ご
釣
り（
エ
サ
代
込
み
）:

大
人
３
０
０
０
円
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
生
以
下
１
０
０
０
円 

　
あ
め
ご
つ
か
み
ど
り

:

幼
児
無
料
、 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
学
生
５
０
０
円 

（財）四万十市体育協会（安並スポーツセンター内） 

�（34）2071

教
室
・
講
座 

問 申 申 働く婦人の家　�（34）6299

教
室
・
講
座 

問 

スポーツ吹矢教室 
　
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
は
、運
動
効
果
だ
け
で
は
な
く
、

精
神
集
中
や
血
行
促
進
・
細
胞
の
活
性
化
に
も
役

立
ち
、
内
臓
の
諸
器
官
に
も
よ
い
影
響
を
与
え
ま

す
。ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
み
な
が
ら
、健
康
ア
ッ
プ

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！ 

 

日
　
　
時
　
５
月
８
日
、
15
日
、
22
日（
各
日
曜
日
）

　
　
　
　
　
14
時
〜
15
時 

場
　
　
所
　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
武
道
場 

対

象

者
　
年
齢
不
問 

参

加

料
　
５
０
０
円（
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
代
含
む
） 

定
　
　
員
　
先
着
20
人 

受
付
期
間
　
４
月
11
日（
月
）〜
５
月
６
日（
金
） 

申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い 

講
　
　
師
　
和
田
浩
一 

　（
高
知
県
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会
土
佐
清
水
支
部
） 

※
運
動
の
で
き
る
軽
装
・
室
内
シ
ュ
ー
ズ
を
ご
用

　
意
く
だ
さ
い
。（
用
具
は
用
意
し
ま
す
） 

働く婦人の家講座「和裁」 
日
　
　
程
　
５
月
９
日
〜
８
月
８
日
の
間
で
７
月

　
　
　
　
　
18
日
を
除
く
毎
週
月
曜
日（
全
13
回
） 

時
　
　
間
　
19
時
〜
21
時
30
分 

　
※
講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
が
変
更
に
な
る
場

　
　
合
が
あ
る
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

場
　
　
所
　
働
く
婦
人
の
家 

２
階 

和
室 

講
　
　
師
　
中
島
京
子 

対
　
　
象
　
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
女
性 

定
　
　
員
　
10
人 

受

講

料
　
無
料 

用
意
す
る
も
の
　
ゆ
か
た
反
物（
綿
）、糸
、針
、ヘ
ラ
、

　
　
　
　
　
　
　
も
の
さ
し（
ク
ジ
ラ
サ
シ
） 

申
込
期
間
　
４
月
18
日（
月
）〜 

申
込
方
法 

　
本
人
に
限
り
窓
口
・
電
話
で
受
付 

　（
９
時
〜
17
時
15
分
／
土
・
日
、祝
日
を
除
く
） 

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り 

●「特設人権相談」は今月はお休みです。 

国や県、市の仕事に対する苦情や要望 

《相談委員》 

　武田 二三生　�（35）6414 
　正木 卓夫　　�（37）2560

（本　　庁） 
　総務課 �（34）1804 
（総合支所） 
　地域企画課 
������（52）1111

幡多福祉人材バンク 

（四万十市社会福祉協議会内） 

�（35）5514

日本政策金融公庫 

高知支店 農林水産事業 

� 088-825-1091

行政相談所 

日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先 

福祉のしごと 
移動相談 

福祉のしごと 
日曜相談 

無料農業経営相談 

4月20日（水） 

毎週月～金曜日 
9時～17時 

4月24日（日） 
13時～17時 

4月28日（木） 

社会福祉 

　　センター 

社会福祉 

　　センター 

JA高知はた 

　　本所3階 

福祉関係の仕事に就職・転職を希 

望する人の登録と就職に関して 

の相談（無料・秘密厳守） 

農業に関する借入相談、経営全般 

に関するお悩みなどの相談 

（要事前予約） 

相
　
談 

定期相談所 

■高知県最低賃金は1時間642円です。　高知労働局賃金室 � 088（885）6024　 四万十労働基準監督署 � （35）3148
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去
年
の
春
に
初
め
て
四
万
十
市
に

来
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
一
年
が
た

ち
ま
し
た
。
こ
の
春
に
は
も
う
帰
国

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
一
年

間
は
四
万
十
市
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
、た
く
さ
ん
の
い
い
思
い
出
が
で
き
、

有
意
義
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
四
万
十
市
の
た
く
さ
ん
の
方
々

に
お
世
話
に
な
り
、
心
か
ら
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。 

　
こ
の
一
年
間
、国
際
交
流
員
と
し
て
、

中
国
語
講
座
の
講
師
や
学
校
訪
問
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
た
く
さ
ん
の
日
本
人
の
皆

さ
ん
と
知
り
合
い
、
多
く
の
交
流
活

動
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日

本
人
の
考
え
方
や
習
慣
な
ど
を
よ
り

深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
日
本

が
も
っ
と
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
自

分
も
国
際
交
流
員
の
仕
事
を
通
し
て
、

国
際
的
な
視
野
を
持
ち
、
少
し
成
長

し
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

　
中
国
語
講
座
に
参
加
し
て
い
る
皆

さ
ん
は
み
ん
な
勉
強
に
熱
心
で
、
温

か
い
で
す
。
私
が
中
国
語
を
教
え
る

と
同
時
に
、
皆
さ
ん
か
ら
も
日
本
の

こ
と
を
い
ろ
い
ろ
と
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
何
回
も
食
事
な

ど
に
連
れ
て
も
ら
っ
て
、
一
緒
に
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

　
学
校
訪
問
で
は
、
子
供
た
ち
に
中

国
の
こ
と
を
紹
介
し
た
り
、
子
供
た

ち
の
質
問
に
答
え
た
り
し
ま
し
た
。

四
万
十
市
の
子
供
た
ち
が
礼
儀
正
し

く
、
明
る
い
こ
と
が
印
象
深
か
っ
た

で
す
。 

　
ま
た
、
中
村
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

や
四
万
十
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
例

会
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
皆

さ
ん
の
質
問
に
答
え
た
り
意
見
を
聞

い
た
り
し
ま
し
た
。
短
い
時
間
の
交

流
で
し
た
が
、
こ
の
よ
う
に
直
接
話

し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
互
理
解

を
促
進
し
、
少
し
で
も
日
中
友
好
に

つ
な
が
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。 

　
私
は
中
国
で
は
安
徽
省
合
肥
市
で

働
い
て
い
ま
す
。
合
肥
市
は
中
国
の

内
陸
部
の
平
野
に
あ
り
、
海
が
な
く
、

山
も
少
な
い
で
す
。
四
万
十
市
は
緑

が
い
っ
ぱ
い
の
山
や
底
ま
で
見
え
る

四
万
十
川
や
き
れ
い
な
海
が
あ
り
、

自
然
環
境
が
と
て
も
い
い
と
こ
ろ
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
生
の
料
理
が

苦
手
な
私
も
、
高
知
の
カ
ツ
オ
た
た

き
を
食
べ
て
と
て
も
お
い
し
い
と
思

い
、
今
は
カ
ツ
オ
た
た
き
が
大
好
き

に
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
中
国
に
帰
り
、
四
万
十

市
の
き
れ
い
な
自
然
と
皆
さ
ん
の
温

か
さ
を
中
国
の
人
に
伝
え
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
日
中
友
好
の
懸
け

橋
に
な
り
、頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

姚
剣
 

よ 

う
　  

け 

ん 

市民の活躍を紹介します 
　スポーツや文化的活動などで活躍された
人を誌面で紹介します。下記に該当する人、
または順ずる活躍をされた人がおいでまし
たら、随時推薦をお願いします。 

１．全国大会で入賞した個人または団体 
２．四国大会で3位（ベスト4）までに入賞した個人または団体 
３．高知県大会で優勝または準優勝した個人または団体 
　　※ 以上いずれも予選を経た大会を原則とする 
４．全県規模以上の作品コンクールなどで優秀な成績を収めた 
　 個人または団体 

消費生活センターは身近な味方です消費生活センターは身近な味方です 消費生活センターは身近な味方です消費生活センターは身近な味方です 消費生活センターは身近な味方です 
まずはお気軽にご相談ください 

　四万十市消費生活センターでは、専属の相談員が消費生活に関する相談に応じ、
問題解決のための助言やあっせん等を行っています。 
　おかしいな、困ったなと思ったら一人で悩まず相談しましょう。 
 
■相談受付　月～金曜日　９時～12時、13時～17時（祝日、年末年始を除く） 
■場　　所　右山五月町８番22（市立働く婦人の家内） 
■問い合わせ先　�（３４）６３０１ 
　※予約は不要ですが、相談が重なった場合、時間をずらしていただくことが
　　ございます。あらかじめご了承ください。 

※四万十市消費生活センターのホームページを開設しました。 
　http://www3.city.shimanto.lg.jp/syouhi/

・多重債務 
・悪徳商法 
・架空請求 
 などで困ったら 

　《参考》相談便利メモ 

契約したのはいつですか？ 
〔例　４月１０日ごろ　　〕 

何を契約しましたか？ 
〔例　ふとん　　　　　　〕 

いくらですか？ 
〔例　３０万円ぐらい　　〕 

どこから買いましたか？ 
〔例　○×健康株式会社　〕 

契約のきっかけは？ 
〔例　業者が訪ねてきた　〕 

　相談をするときは、事前にメモをしておくと便利です。 
　実際に書いてみることで問題を整理することができます。 

広報四万十では皆さまからの投稿や情報を募集しています 
■ 投稿できるもの 「ニュース」「話題」「自慢」「写真」「イベント・サークル紹介」「市政に対するご意見・ご提案」など（300字程度） 

投
稿
方
法
 

投
稿
方
法
 

注
意
事
項
 

注
意
事
項
 

・郵送、持参、電子メールで投稿してください。（様式は問いません） 
・「広報掲載希望」と明記してください。 
・住所、氏名（ふりがな）、電話番号（メールアドレス）をご記入ください。 
　匿名希望の場合はその旨を明記してください。（ペンネーム可） 
・投稿していただく写真などは返却不要なものにしてください。 
　（デジタルデータ可） 

・営利目的および政治・宗教活動、そ
　の他公共性、公益性を損なうもの
　は掲載できません。 
・掲載如何についての連絡は原則い
　たしません。 

問い合わせ 
投稿・推薦先 

（市）企画広報課 秘書広報室 広報公聴係（〒787-8501 四万十市中村大橋通4-10） 

�（34）1810  FAX（35）0007　E-mail：kouhou@city.shimanto.lg.jp



　
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
下
水
道
区
域
拡
張
工
事

が
角
崎
（
一
部
）
、
中
村
桜

町（
一
部
）、不
破（
一
部
）

の
区
域
で
完
成
し
ま
し
た
。本

年
４
月
１
日
か
ら
下
水
道
を

利
用
で
き
ま
す
。 

　
区
域
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

都
市
整
備
課
に
お
い
て
縦
覧

で
き
ま
す
。 

公
共
下
水
道
事
業 

平
成
23
年
度
供
用
開
始
区
域 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

 

（
市
）都
市
整
備
課
下
水
道
係 

　
　
　 

�
（
３
４
）６
１
２
９ 
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情
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★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★ 

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く 

人
が
人
ら
し
く 72

　
わ
が
国
に
は
今
も
ア
イ
ヌ
民
族
と

よ
ば
れ
る
人
々
が
住
ん
で
い
ま
す
。 

　
ア
イ
ヌ
と
い
う
言
葉
は
差
別
語
の

よ
う
に
聞
こ
え
ま
す
が
、
そ
う
で
は

な
く
、
ア
イ
ヌ
語
で
「
人
間
」
と
い
う

意
味
だ
そ
う
で
す
。
た
だ
長
い
間
に

わ
た
っ
て
和
人（
大
和
民
族
）か
ら
差

別
を
受
け
、
お
と
し
め
ら
れ
て
き
た

た
め
、ア
イ
ヌ
の
か
わ
り
に「
ウ
タ
リ
」

と
言
い
か
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。ウ
タ
リ
と
は「
仲
間
あ
る
い
は
同

胞
」を
意
味
し
ま
す
が
、わ
ざ
わ
ざ「
ウ

タ
リ
民
族
」
と
言
い
か
え
な
く
て
も

よ
い
と
思
い
ま
す
。 

　
大
和
民
族
は
黄
色
人
種
と
分
類
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
ア
イ
ヌ
は
ち
が
う

の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
た
時
代
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
同
じ
モ
ン
ゴ

ロ
イ
ド
に
は
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
こ
の
日
本
列
島
に
最
初
に
文
化
を

も
た
ら
し
た
の
は
、
東
南
ア
ジ
ア
系

の
人
々
で
縄
文
文
化
を
つ
く
り
ま
し

た
。そ
の
後
に
、主
に
朝
鮮
半
島
を
経

由
し
て
北
ア
ジ
ア
系
の
人
々
が
渡
来

し
、弥
生
文
化
を
形
成
し
ま
す
。両
者

は
近
畿
地
方
を
中
心
に
大
々
的
に
混

血
し
、
い
ま
の
大
和
民
族
の
祖
先
に

な
り
ま
す
。
が
、
遠
く
は
な
れ
た
「
沖

縄
」と「
北
海
道
」で
は
、混
血
し
な
い

ま
ま
に
す
ぎ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、全
く
違
う
環
境
で
あ
り
な
が
ら
、

列
島
の
北
と
南
に
、人
種
的
特
徴（
彫

り
が
深
い
、
多
毛
）
が
似
て
い
る
人

が
存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
大
和
民
族
は
、
近
畿
地
方
を
中
心

に
し
て
政
権
の
本
拠
地
と
し
、
南
や

北
に
勢
力
を
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。

南
の
沖
縄
地
方
は
独
自
に
琉
球
王

国
を
つ
く
り
ま
す
が
、
後
に
は
薩
摩

の
配
下
に
な
り
、
大
和
民
族
に
近
づ

い
て
き
ま
す
。 

　
一
方
、
北
の
地
方
は
蝦
夷
（
エ
ゾ

と
も
エ
ミ
シ
と
も
）
と
よ
ば
れ
、
征

服
さ
れ
た
り
差
別
に
苦
し
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
都
か
ら
遠
く
離
れ
た

東
北
や
北
海
道
は
独
立
国
の
気
運

が
強
く
、
何
度
も
反
乱
を
お
こ
し
ま

す
。そ
れ
ゆ
え
エ
ミ
シ
も
エ
ゾ
も「
野

蛮
人
」の
意
味
で
よ
ば
れ
ま
し
た
。 

　
蝦
夷
と
ア
イ
ヌ
は
同
じ
か
ど
う

か
は
専
門
家
も
、
断
定
で
き
て
は
い

ま
せ
ん
が
、
こ
の
地
方
で
、
生
活
様

式
も
文
化
も
言
葉
も
、
全
く
ち
が
っ

た
暮
ら
し
を
し
て
い
た
ア
イ
ヌ
民

族
の
人
々
も
、
和
人
に
追
い
詰
め
ら

れ
て
い
き
ま
し
た
。
殊
に
徳
川
時
代

は
松
前
藩
の
配
下
と
な
り
、
人
間
並

み
の
扱
い
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

と
い
わ
れ
ま
す
。　 

（
次
号
に
続
く
） 

　
　
　 

　
　
四
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「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」、「
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
ま
す
」の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲

載
に
つ
い
て
は
、ご
家
族
の
希
望
を
聞

い
て
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、 

　（
本
庁
）市
民
課 

�
�
�
�
�
（
３
４
）１
１
１
３ 

　
　
　
ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

武
田
　
博
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濱
田
　
在
子 

石
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菊
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村
松
　
皐
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岡
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岩
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山
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嘉
衛 

岡
　
　
進 

田
邊
　
ミ
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谷
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久
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竹
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梅
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田
　
清
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住
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保
護
者 

赤
ち
ゃ
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住
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享 

年 

氏
　
　  

名 
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ゴ 

ロ 
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■市ホームページに広告をのせませんか　市公式ホームページに掲載するバナー広告（有料）を募集しています。 
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★ 

休
館
日
の
変
更
に
つ
い
て 

★ 

★ 

休
館
日
の
案
内 

★ 

一
般
書 

４ （417冊）

児
童
書  

え
ほ
ん 

/

「アンネ・フランク」を超えて 

オジいサン 

オスカー・ワオの短く凄まじい人生 

麒麟の翼 

ゴーゴーＡi 

花の鎖 

ばんば憑き 

仏の発見 

ダイアン・ローレン・ウルフ 

京極　夏彦 

ジュノ・ディアス 

東野　圭吾 

海堂　尊 

湊　かなえ 

宮部　みゆき 

五木　寛之 

いちねんせいになったあなたへ 

エコ＊おしゃれ 

絵とき　生きものは円柱形 

おめでとう　おひさま 

くるま　かします 

ケンタのとりのすだいさくせん 

手のひらにザクロ 

妖怪横丁 

井口　真吾 

平田　美咲 

本川　達雄 

片山　健 

鈴木　まもる 

山下　美樹 

田部　智子 

広瀬　克也 

　
館
内
整
理
日
を
、「
平
日
の
最
終
金
曜
日
」
と
し
ま
す
。
こ
れ
ま

で
毎
月
末
に
休
館
日
を
設
け
て
、新
着
本
の
入
れ
替
え
、新
聞
・
雑

誌
の
整
理
な
ど
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
利
用
者
の
方
か
ら
、
月
末

が
土
・
日
曜
日
や
月
曜
日
に
重
な
っ
た
時
に
休
館
日
が
ず
れ
る
の

で
わ
か
り
に
く
い
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
そ
こ
で
、今
月
よ
り
休
館
日
を「
毎
月
の
最
終
金
曜
日（
平
日
）」

に
改
め
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
曜
日
の
移
動
は
な
く
な
り
、
わ
か
り

や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
ご
不
便
を
か
け
ま
し
た
が
、

ご
利
用
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

４
月
４
日（
月
）定
　
休
　
日
　
５
月
２
日（
月
）定
　
休
　
日
　
 

　
　
11
日（
月
）定
　
休
　
日
　
　
　
３
日（
火
）憲
法
記
念
日
 

　
　
18
日（
月
）定
　
休
　
日
　
　
　
４
日（
水
）み
ど
り
の
日
 

　
　
22
日（
金
）館
内
整
理
日
　
　
　
５
日（
木
）こ
ど
も
の
日
 

　
　
25
日（
月
）定
　
休
　
日
　
　
　
９
日（
月
）定
　
休
　
日
 

　
　
29
日（
金
）昭

和

の

日
 問
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開館時間　9：00～18：00 April
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No.72

水道に関する問い合わせは 
（本　　庁）水道課　�（３４）１７１１ 
（総合支所）住民課　�（５２）１１１１ 

●水道料金は口座振替で● 

㈲カキタニ設備 
岡崎プロパン㈱ 
㈲夕部設備 
西南管工 
㈱奥宮工業 
㈲大同設備 
㈲石井建設 
㈲山下建設 
豚座建設㈱ 
㈲平野水道 
㈱四電工中村営業所 
溝渕設備 
森下住宅器機 
土居水道工事店 
中村水道工事センター 
㈱中村住設 
㈲大杉設備工業 
㈲福永工業 

4月 2日（土） 
3日（日） 
9日（土） 
10日（日） 
16日（土） 
17日（日） 
23日（土） 
24日（日） 
29日（金） 
30日（土） 

5月 1日（日） 
3日（火） 
4日（水） 
5日（木） 
7日（土） 
8日（日） 
14日（土） 
15日（日） 

�（34）2126 
�（35）2555 
�（34）2126 
�（34）5252 
�（34）2030 
�（34）2126 
�（34）7177 
�（37）2255 
�（34）6211 
�（35）5112 
�（34）2126

日直指定水道業者 

4月 3日（日） 
10日（日） 
17日（日） 
24日（日） 
29日（金） 

5月 1日（日） 
3日（火） 
4日（水） 
5日（木） 
8日（日） 
15日（日） 

市民病院 
さくらクリニック 
市民病院 
正木整形外科 
森下病院 
市民病院 
佐々木整形外科 
さたけ小児科 
幡多病院 
こいけクリニック 
市民病院 

当 直 医 

�（33）0660 
�（35）3458 
�（37）3383 
�（36）2554 
�（37）5151 
�（35）4879 
�（33）0404 
�（33）0653 
�（34）6031 
�（35）2316 
�（34）1331 
�（34）3734 
�（34）4855 
�（32）1095 
�（35）4323 
�（34）3621 
�（34）2324 
�（35）5996

～2月末日現在～ 

総人口　36,221（－75） 
　男　　17,101（－38） 
　女　　19,120（－37） 
世帯数　16,237（－33） 

転入　 
転出 
出生 
死亡 

48人 
101人 
23人 
42人 

（　）内は、前月との差 人のうごき 

　
８
〜
９
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
た

よ
う
に
、今
月
か
ら
市
の
組
織
機
構
が

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。 

　
私
た
ち
広
報
編
集
を
担
当
す
る
部

署
も「
企
画
広
報
課 

広
報
公
聴
係
」か

ら「
企
画
広
報
課 

秘
書
広
報
室 

広
報

公
聴
係
」に
な
り
ま
し
た
。 

　
係
の
場
所
（
配
置
）
も
少
し
だ
け
移

動
し
ま
す
が
担
当
者
２
名
は
か
わ
ら

ず
留
年
で
す
。名
刺
を
作
り
か
え
る
べ

き
か
ど
う
か
・
・
・
。
引
越
し
を
し
な
が

ら
考
え
中
で
す
。 

　
今
年
度
も
広
報
四
万
十
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

（
広
報
編
集
担
当
者
） 

（県）総務部 統計課　�088（823）9343

　調査員は顔写真つきの調査員証を携帯しています。 
調査員が訪問した際にはご確認ください。 

今月の統計調査 4月 

調　査　名 調　査　該　当　地　区 

/

/

右山元町、右山天神町、不破、緑ケ丘団地 家計調査〔県主管〕 

毎月勤労統計調査 
（一種）〔県主管〕 
毎月勤労統計調査 
（二種）〔県主管〕 

家計消費状況調査 
〔国主管〕 

市内全域 

西土佐地区 

不明 
※国主管の調査のため該当地区の 
　詳細は不明です 
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